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　ボクは杏あんずのことが好きだ。




　焔ほむらまとう英雄。烈れつ火かの剣けん皇おう、紅あか地ち杏。




　異世界、四し海かい天てん宮きゆうを滅ぼして、今またこの世界をも喰くらおうとする侵略者、剋こく獣じゆう。

　それに唯一対抗できる武器、五ご龍りゆう剣けんの一振り、烈れつ火か剣けんに選ばれた剣皇で、世界の救世主だといわれる英雄の女の子。

　そして、ボクの幼なじみだ。

　杏のメンタルは脆もろい。豆腐よりも脆い。それなのに、みんなのために英雄として、命をかけて戦い続けている。英雄として振舞っている。

　ボクだけが杏が無理をしていることを知っていた。

　ボクはそんな杏が好きだ。好きで好きでしかたない。

　剣皇であろうとすることも、本当は弱くて、すぐに泣いてしまうところだって、好きだ。

　心の奥に秘めていた想おもいを、衝動を、ボクはもう止めることができない。

「俺はお前が……」

　ビシャッと、音がして血が飛び散る。

　赤く澄んだ色は烈れつ火かの龍りゆう気きよりも綺き麗れいだった。

　俺が握りしめた皇こう土どの五ご龍りゆう剣けん、その刀身が杏あんずの胸を貫いていた。

「え……？」

　杏が目を見開く。

　俺は杏が好きだ。

　本当は豆腐メンタルなのに、剣けん皇おうであろうとして英雄然としたキャラを一生懸命作っているところも、大人びた表情も、俺の前でだけ見せる年相応の顔も、作り物じゃないかと思うほどに均きん整せいのとれた身体からだも、烈火の龍気で赤く染まった長い髪も、スカートから伸びる引き締まった脚も、触れるもの全すべてを灰に変えてしまう龍気も好きで好きでしかたない。

　気高い心も美しい身体も、顔も、耳も、舌も、耳も、腸はらわたも、滲にじみ出る龍気だって全部が好きだ！

　欠片かけらすら残さずに啜すすり尽くしたい!!　杏が欲しい……!!

　だから、衝動のままに皇こう土ど剣けんで杏を貫いていた。

　驚きに見開かれた杏の目の中に、俺がいた。

　杏の赤い髪と同じで、龍気の影響を受けて、金色に変わった髪。

　ちょっと幼いところがあるのを自分でも気にしている顔立ち。見慣れた顔がそこにある。

　だけど、違っていた。

　顔の半分から何かがせり出している。

　それは汚れた金色の鱗うろこだ。

　顔の半分を……違う、もっとだ。身体の半分をそれが覆おおっていく。その隙すき間まから皮膚を食い破るようにして姿を現してくるのは何かの鉱物の塊かたまりらしいものだった。

　グチャリグチャリと音を立てて、その数が増えてくる。

　杏の綺麗な目の中で、俺の目が濁った黄色に輝いていた。

　唇が卑いやしい愉ゆ悦えつに満ちた形を作る。

「光みつ義よし……」

　杏がうめき、俺の姿を恐れるように睫まつ毛げが震える。

　その姿を見て、抱きしめたいと心から思った。怯おびえている顔もたまらない。

　杏の身体の温かさを感じたい。その流れる血潮と、熱い龍気を味わいたい。

　杏に突き刺さった皇土剣を押し込もうとする。

「……っ!!」

　とっさに杏が身を離した。剣がズルリと抜けて血の糸を引く。

「どうして……光義！」

　今にも泣き出しそうな顔で言う。

「浅かった。さすがは焔ほむらまとう英雄。希望の導しるべだね」

　冗談めかして言ったけど、俺は苛いら立だっている。

「でも、どうして逃げるんだ。抱きしめたかったのに。こんなに杏あんずのことが好きなのに」

　胸を押さえた杏の指の間から血がこぼれている。止まらない。

　だけど、わかっている。手て応ごたえは浅かった。胸を貫く直前、抵抗が一気に増した。

　杏が龍りゆう気きを展開して、盾にしたからだ。《皇こう土ど帝てい》タイサイとの戦いでほとんどの龍気を使い果たしていたはずなのに、一点集中で防御したことで、切っ先が鈍にぶらされた。

　その上、杏は巧たくみに身をよじって、内臓や骨、大きな血管が傷つけられることを避けようともしていた。多分、ほとんど反射的なものだったんだろう。けれど、

「すごいな。よけるなんてすごい。だけど、どうして？　どうして、俺を拒こばむ？」

　それが忌いま々いましい。

　でも……剣が杏を貫通したのは確かだった。多分、骨ぐらいはかすめてる。

　杏は苦しげに息を吐はき、血を流して、よろめきながらも倒れない。

　無理をして、俺を見つめている。

「杏。好きだ。好きなんだ……」

「な、何を……」

　杏が驚いた顔で身体からだを震わせた。あんな状況なのに頬ほおが赤い。恥ずかしがっている。

　そんな反応が好きだ。どんな顔も好きだ。苦しんでいる顔も、喜んでいる顔も、恥ずかしがっている顔も、多分、死にかけている時にもかわいい顔をするんだと思う。

「杏が好きだ！　その身体が、肉も血も……燃え上がるその龍気も!!　好きだ！　嗚あ呼あ、本当に好きなんだよ!!」

　思わず舌なめずりして、杏のほうへ踏み出す。

　眩暈めまいを覚える。喉のどが渇かわいていた。腹が減っていた。

　地面に散ったガラスに俺が映っていた。

　身体の中から止まることなくあふれてくる鉱物と、鱗うろこが混じり合って上半身を覆おおっていた。制服のブラウスはそれに破られ、引きちぎられてもう跡形もない。

　全身の骨と筋肉が嫌な音を立てて、激痛を覚えた。

「あ、がっ、うあっ！」

　身体が一際大きく膨れ上がった。両手の爪つめが禍まが々まがしく太い鉤かぎ爪づめに変わり、激痛に食い縛った口からは牙きばが伸びて、せり出す。

「ぐ、ぐぁぁ、はぁ……！」

「光みつ義よし……」

　唖あ然ぜんとする杏の目に映る俺はもう人の形をしていない。

　全身を鉱物と鱗うろこで覆おおって、獣のような唸うなりを上げている俺は、皇こう土どの剋こく獣じゆう、軽けい装そう種、魔ま猿えんヒヒにも似ていた。

　まるで剋獣そのものだ。

　だけど、そんなこともどうでもいい。

　苦しい……腹が減る、喉のどが渇かわいて死にそうだ。だから、

「杏あんず……！　杏!!　お前を、俺に!!　俺にくれ！　喰くわせろ!!」

　握りしめていた皇こう土ど剣けんの柄つかと右腕が鉱物で繋つながって、ひとつになっていく。

「杏ぅぅぅぅっ!!」

　それを振りかぶって杏に襲いかかった。
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　全身を鉱物の装甲で覆い、濁った金の煌きらめきを散らして、光義だったものが地を蹴けった。

　砕かれたアスファルトの上に血を滴したたらせながら、杏はそれを見る。

　炎のように美しい赤髪は汗で額に貼はりつき、整った顔もまた苦痛と疲労に苛さいなまれていた。

　それでもなお、烈れつ火か剣けんの剣けん皇おうである彼女の美しさと強さは損そこなわれてはいなかった。

　よろめきながらも、凛りんとした表情は崩れない。黒いタイツに包まれた引き締まった脚は辛かろうじて倒れずに踏みとどまり、光義に相対しようとする。

　異形と化した光義が杏へと迫る。駆けながら、その右腕と一体化した皇土剣を引ひき摺ずり、砕けたアスファルトの地面を抉えぐる。

　粉砕された瓦が礫れきが剣にまとわりつき、取り込まれ、その右腕で新たな刃やいばを構成していく。

　一瞬のうちに皇土剣は五メートルを超える長大で肉厚な大剣と化していた。

　光義はその巨大な剣を容よう赦しやなく杏へと叩たたき込んだ。

「やめて……」

　金属と金属が叩き合う激突音が響き、光義の巨剣が欠けた。

　杏の右手が燃えていた。彼女が握りしめるのは四本の曲刀が交差した十字の剣、五ご龍りゆう剣けんの一振り、烈れつ火か剣けん《焔ほむら》だった。焔をまとう四本の曲刀が交差した十字の剣だった。

　回転する《焔》の十字の刃やいばは、光みつ義よしの巨剣を跳ね返しながら抉えぐっていた。

　だが、杏あんず自身は超重量の皇こう土ど剣けんの激突が生む衝撃に耐えきれず、弾はじき飛ばされる。

「く……」

　さらにそこへ、全身から濁った黄色の輝きを散らして再び光義が躍おどりかかってくる。

「やめて……お願いだから、やめて。光義」

　躊ちゆう躇ちよもなく頭を狙ねらう斬ざん撃げきを、辛かろうじてかわしながら、杏は美しいその顔を曇くもらせた。

「見間違いなんかじゃなかった……」

　彼女は悔しげに唇を噛かむ。

　この池いけ袋ぶくろでの皇土剣を巡る戦いの中で、光義はタイサイが生み出した剋こく獣じゆうの一体に襲われ、喰くわれ、死んだ。

　杏は彼が呑のまれるのも、腕が千切れるのも、血肉の臭においも確かに感じていたはずだった。

　だが、光義は生きていた。彼は剋獣に喰われた皇土剣と共に杏のもとへ戻ってきた。

　奇跡の生還を遂とげたのだと、落ちた腕は見間違えだったのだろうと、杏は自分に都合よく信じ込んでしまった。

「私は……何な故ぜ、考えなかった」

　深い後悔が滲にじむ。光義は死ななかったと、希望にすがり、他の可能性から目を背けていた自分を今さらながらに自覚する。そんな迂う闊かつさと甘さを呪のろう。

　剣けん皇おうとして戦い、品しな川がわの戦いの中で、近きん畿きの大だい瀑ばく布ふを前にして、数多あまたの戦いにおいて、絶望に次ぐ絶望を見てきたはずだったのに。

　杏の目は光義の肉体を流れる龍りゆう気きを見抜く。それは五ご龍りゆう剣けんの使い手、龍気を操る者として、四し海かい天てん宮きゆうの住人たちと同じように備そなわった力だ。

「……っ!?」

　杏は小さく息を漏らす。

　光義の肉体があった。人は皇土の龍気を強く帯びている。そこにあるものは間違いなく人間の、つまりは光義自身の肉体に間違いなかった。

　だが、同時に彼女は気づく。

　光義の肉体はその半分程度しか残っていない。

　残る半分、最初に鱗うろこや鉱物が生じた側、千切れた腕があった側を占めているものは、皇土の剋獣だった。皇土の龍気と土つち塊くれで作られた塊かたまりがただ人間の形を取っているだけ、つまりはまぎれもない剋獣の肉体だ。

「……そうか。光義は皇土剣に選ばれたわけじゃなかったのか……」

　光義の身体からだの龍気の流れは、剣皇のものとしては異常だ。本来とは真逆なのだ。

　剣皇は五龍剣の核である龍りゆう魂こんから無限にも等しい龍気を与えられ、絶大な力を発揮する。

　光みつ義よしはむしろ皇こう土ど剣けんに対して龍りゆう気きを供給している。龍気によって形を保っているはずの剋こく獣じゆうの肉体が、その命ともいえる龍気を大量に放出しているのだ。光義にとっては皇土剣は龍気を望む形として使うためのシステムに過ぎない。

　つまりは、皇土剣を普通の五ご龍りゆう剣けんの如く振るい、龍気を操ることはできるが、力を使えば使うほど、光義の剋獣の部分は命そのものを削り、崩壊へと近づいていく。

　そして、彼はタイサイを倒すためにその龍気のほとんどを使い果たしていた。

「杏あんず。喉のどが渇かわくんだ。飲みたいんだ……。お前の血を、肉を……龍気を……！」

　その声も唸うなりも苦く悶もんに満ちている。光義の口から土の塊かたまりがこぼれた。全身を覆おおう鱗うろこも鉱物もバラバラと砕け、砂や土となって崩れ始めていた。

「だからか……光義」

　杏の顔が悲しみに歪ゆがんだ。その瞳ひとみに涙が滲にじむ。

　彼女には剋獣と一体化した彼がどのようにしてこれまで人としての意識を保っていたのかはわからなかった。人としての頭部が残されていたからかもしれない。

　ただ、今、確実なのは、光義はこのままでは全すべての龍気を失い、死ぬということだ。

　それに抗あらがうため、彼は必死に龍気を求め、杏にすがりついている。

　光義の脚の一部が欠け、その身体からだが揺らぐ。

「お願いだ、杏……。お願いだから……お願いだ、俺に……。助けて……」

　身体を崩れさせ、よろけながらも、光義はその巨剣を抱えて杏へと突進して来る。

　光義の動きは遅く、その動きも単調だった。

　深手を負っている杏だが、それをかわし、いなすことは容易たやすい。

　彼女の目から散った涙が烈れつ火か剣けんからあふれる炎に光る。

「私のせいだ……」

　彼女はかすれた声で言った。

　幼なじみである黄き塚づか光義がタイサイとの戦いの場に足を踏み入れたのは、皇土の剣を護まもろうとしてのことだった。

　彼は戦闘の経験などないにもかかわらず、タイサイとの戦いに同行し、死力を尽くして戦った末、こうして身体を崩壊させている。優しい彼が自分のために危険を承知でそんな行為に及んだことは、杏自身が一番よくわかっていた。

「杏……俺はお前が」

　光義はうわ言のように繰り返し、杏を追い、進む。

　杏の肩が大きく震える。

「光義!!」

　杏は叫んだ。そして、涙を振りきって走る。

　もはや動くことがやっとの光義の皇土剣を掻かい潜くぐるのはあまりに簡単だった。

　だが、杏あんずは烈れつ火か剣けんを振るわない。

「欲しいんだろ？　私が」

　杏は彼の背に腕を回す。

　そのまま身を寄せ、光みつ義よしを抱きしめていた。

　烈火剣が炎に、そして、赤い煌きらめきと化して、杏の身体からだに吸い込まれて消えていく。

　その身を烈火の龍りゆう気きで赤く煌めかせながら、杏は光義を強く優しく抱く。

「私の全すべてが欲しいんだろ」

　彼女の身体から赤い煌めきが一際強く立ち昇る。

　力を使い果たしていた杏だが、時間を経て回復した龍気を今一度解放する。

　烈火剣にかけられたリミットまでわずかながら回復していた龍気が赤く輝き、弾はじけると、煌きらめく光の全てが光義の身体に染み込んでいく。

「杏の、龍気……」

　光義が恍こう惚こつとした表情で安らかな息を漏らす。

　だが、いまだ彼の身体の崩壊は止まらない。わずかに速度を緩めながらも、腕や脚を覆おおう鱗うろこや鉱物が欠け落ちていく。

「くっ……」

　顔をしかめた杏の身体から発する赤光が薄れていく。

　ある程度回復したとはいえ、烈火剣はすぐに限界に達してしまう。

　今の烈火剣から発することができる龍気では光義の肉体の崩壊を止めるには至らない。

　光義が苦しげにうめくのを杏は聞いた。

「大丈夫だ」

　彼女は微笑ほほえんだ。

　彼女は今、凝ぎよう縮しゆくされた龍気によって作り上げられた鎧よろい、龍りゆう鱗りんをまとってはいなかった。

　さらには力を失った状態の五ご龍りゆう剣けんですら与えてくれる最低限の防護、龍気による不可視の防壁も解除する。

　自らを護まもる龍気も、身体に巡らせた龍気も、その全てを光義へと流し込んでいく。

　光義の崩壊が止まり、それと引き換えるかのように、杏の赤い髪の先が、光義に触れた服が徐々にだが、砂へと変わっていく。

　それでも、杏は身体を離さない。

「大丈夫だ」

　もう一度言った。

「私を……あげるから」

　杏の唇から苦しげな息がこぼれた。

「あん、ず……？」

　光みつ義よしが呟つぶやく。

　杏あんずは目を細め、子をあやす親のように、柔らかで温かい笑みを浮かべた。

「私の全すべてを光義にもらってほしい」

　光義の顔に頬ほおを寄せる。頬と頬が触れ合った。そこから砂が落ちる。

「だから……死なないで」

　薄れていた赤光がまた強くなる。彼女の身体からだの奥底、つまりは彼女自身が宿す命ともいえる龍りゆう気きが光義の身体に溶け込み、胸の傷から滴したたる血がサラサラと砂と化した。

「杏!?」

　光義が叫び、杏を突き飛ばした。
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　突き放された杏が驚いた顔で目を瞬かせている。

「ボクは……」

　手が濡ぬれていた。目を落とせばそこにはべったりと赤い血がこびりついている。

　考えるまでもなかった。杏の流した血だ。

「よかった……光義」

　嬉うれしそうに言った杏の龍りゆう鱗りんをまとわない胸が血で赤く染まっている。

「その目。身体も、もとに戻ったんだな……」

「もとに……？」

　ボクは気づく。

　鱗うろこや鉱物の塊かたまりのようなものが土と砂の塊に変わって、落ちていく。

　身体の中でも何か変化が起きたのか、一段視点が低くなる……いや、もとに戻っていた。

「よかった……本当に」

　杏の身体が揺らいで、倒れていく。

「杏！」

　ボクは駆け寄り、杏を抱き留めてそのまま膝ひざをついた。

　そして、全てを理解した。

　違う……ずっと意識はあったんだ。

「ボクはなんてことを……」

　何をしたのかを全部憶おぼえている。

　杏を求める飢餓感や渇かつ望ぼう感は消えているけど、その感覚を忘れたわけじゃない。

　そして、杏に助けられたことで、ボクは自分が何なのかわかった。

「ボクは……あの時。剋こく獣じゆうに喰くわれた時に、ボクじゃなくなっていたんだ」

　取り落とした皇こう土ど剣けんが煌きらめく金色の光となって消えて、身体からだの中へと吸い込まれていく。

「皇土剣だって、ボクを選んでくれたわけじゃない」

　杏あんずの血の匂においがする。あんなに甘く感じて、欲しがっていた匂いが今はひたすらに辛つらい。

「そのあげく、ボクは……杏を襲ってしまった。なんてことをしたんだ……」

「何を言うんだ」

　杏は首を横に振った。黒い瞳ひとみに涙が浮かんでいる。

「光みつ義よしを変えてしまったのは私だ……。すまない。光義……。本当に……すまない」

「どうして謝るんだ!?　悪いのは、謝るのはボクだろ!?」

　だけど、杏は返事をしない。その目を閉じ、力なく腕を垂らしている。

「杏!?　杏！　返事をして！　杏っ!!」

　傷口から血がにじみ出てくる。辛かろうじて息をしているけど、だけど、このままじゃ……。

　杏は死ぬ。

「嫌だ……。ボクはこんなことのために……！　ボクが杏を……！」

　その身体を地面に下ろして、杏の胸の傷を押さえる。

　だけど、血は少しずつだけど、確実にボクの掌てのひらから滲にじみ出てくる。止まらない。

　ただ、杏の傷を押さえることしかできない。鼓動のたびに、杏の命が漏れていく。

　手を離せばもっと血が流れてしまうけど、このままでいても何の解決にもならない。

「嫌だ……。こんな……！」

　杏の命が失われていくのをただ眺めているだけだ。

　必死になんとかしたいと思うけど、考えがまとまらない。

　焦りだけが湧わき上がる。

　その時、ボクは近づいて来る足音を聞いた。

　思わずそちらを振り向く。

「ここにいたか、剣けん皇おう！」

　打ち砕かれた池いけ袋ぶくろの街の瓦が礫れきを乗り越えて来る二つの人影が見えた。

　一人は虎とらの頭をした人だった。白い獣毛に覆おおわれた顔には大きな爪つめの傷きず痕あとがあって、片目が潰つぶれている。

　見上げるばかりの大きく逞たくましい身体を都市迷彩の戦闘服で包むその獣人は防衛庁異界外来種特別守備隊特守《桔き梗きよう》分隊の隊長、カラスキさんだ。

　それに続くように走ってくるのは、小柄な女の人だった。

　物静かで冷たい雰ふん囲い気きとミディアムショートの銀髪、そこから覗のぞくネコ耳のようなもの。カラスキさんの娘、異界外来種対策組織《桔梗》の副局長、タタラさんに間違いなかった。

　二人とも土つち埃ぼこりと血で汚れている。何カ所にも負っている怪け我がには包帯が巻いてあった。

「怪我してるのかよ！」

「今すぐ手当します」

　自分自身が負傷しているにもかかわらず、二人は全力で走って来てくれる。

「カラスキさん！　杏あんずが……紅あか地ちさんが！」

「こいつは……ひどくやられたな」

　ボクの前で仰あお向むけに寝かせた杏を見て、カラスキさんは顔をしかめた。

「五ご帝てい相手だ。無理もない。急所だけは外しているのは、さすが烈れつ火かの剣けん皇おうだ」

「救護班に連絡します」

　そう言って、タタラさんは通信機を使おうとして、それを取り落した。

　タタラさんの手が震えている。

「まずはゆっくり息を吐はけ。それから連絡しろ。止血は俺がしておく」

　カラスキさんは慣れた手つきで医療道具を準備して、杏のシャツを引き裂いた。

　白い肌が露あらわになる。素肌も下着も血で濡ぬれそぼっていた。

　杏が身じろぎする。

「我慢しろよ。大丈夫だ。まだ助かる。この傷なら死なないのは、俺にはわかる」

　何もできないボクの前で、カラスキさんはその手を血で汚しながら処置を進めていく。

　言わなければならない……。

　杏をこんな目に合わせたのはタイサイじゃない。

　刺したのはボクだ。剋こく獣じゆうに身体からだを乗っ取られたバケモノだ。

　今すぐに死ななければ、ボクはまた杏を……。

「カラスキさん、ボクは……！」

「ひどいものだろ」

　ボクの言葉を遮さえぎって言ったのは杏だった。

　いつの間にか、意識を取り戻していた杏は、色の悪い唇を弱々しく開いて、続ける。

「タイサイめ。やってくれた。なんとか倒したがこの傷だ」

　違う！

　ボクは言おうとした。

　その時、ボクの手に柔らかなものが触れた。

　杏が手を握っている。ほんの少し開いた目はこっちを見ていた。

　言うな。と、杏は伝えていた。

「だけど……」

　ボクの手を握る力が少しだけ強くなり、言葉を止められてしまう。

「お父さん。すぐに救護班が駆けつけます」

「それまではもたせる」

「なに。私は大丈夫だ。烈れつ火か剣けんがある以上、並みの人間よりも丈夫だからな」

　かすかに赤い龍りゆう気きが燃えた。

　わずかだけど烈れつ火か剣けんが発する龍気を身体からだに循環させている。そうすることで、身体機能の低下を防いでいた。

　でも、それは気休めみたいなものだ。

　ボクが杏あんずに負わせた傷はそんな浅いものじゃない。

　なのに、杏は心配するなと、頷うなずいてみせた。

　ボクは……何もできず、ただ杏の手を握ることしかできない。

　一緒に戦うための武器を手に入れて、並ぶことができる力を得たと思っていたのに……。

　ボクは剣けん皇おうじゃない。

　剋こく獣じゆう。

　この世界と杏に仇あだなすものだった。














　　　第二章　鋼鉄の海獣









　なんとも言えない独特の匂においがすると、来るたびに思う。

　ボクは病院の一室を訪れていた。

　ドアをノックすると少し眠たげな返事が返ってくる。

　その部屋は個室で、窓に近いベッドに一人の女の子が横たわっていた。

　清潔な白いシーツの上に赤い髪が広がっている。

　澄ました顔でこちらを見た彼女の顔に、驚きの色が広がる。

「光みつ義よし！　来てくれたのか！」

　嬉うれしそうな声を上げると、杏あんずはベッドの上で身体からだを起こした。

　病衣姿の杏は目を細めて、剣けん皇おうの時には見せない子供っぽい笑顔を見せてくれる。

「うん」

　頷うなずきながらも、ボクはドアのところで立ち止まったままだった。

　だって、ボクは……。

「この病院、駅から少し歩かないといけないから、疲れたんじゃないか？　わざわざ来てくれるなんて、嬉しいけど、申し訳ない……あ、そうだ！　椅い子すがある。ほら、ここだ」

　杏はベッドの脇わきの椅子を指す。

「私のベッドに腰掛けてくれても構わない。そんなところに立っていないで、早く……」

　杏は何かに気づいたようにハッ！　と目を見開き、口元を押さえた。

「近づかない!?　も、もしかして……この部屋、臭におうのか？　ま、待ってくれ。確かに、病院だと念入りな入浴はしづらい。だが、私は極力清潔にしている。だ、大丈夫だと思うけど……。あの、光義。まさか……。そうだ！　ファブリーズだ！　リセッシュでも構わない！　もうなんだっていい！　今、《桔き梗きよう》に連絡して持ってきてもらうから、少しだけ待ってくれ！　お願いだから、待ってほしい！　ほら、ふわーってなるやつを使う！」

「そうとっちゃったの!?　違う！　違うから！　病院特有の匂いしかしないから！　なんだかＣＭみたいになってるよ」

　匂いがどうとか気にしているのは克かつ也やぐらいだ。

　慌ててドアを閉めたボクは、ベッドの脇に走り寄った。

「このとおり大丈夫だから。ベッドの脇どころか、ギリギリまで近づいても何の問題もないのだけど、怪け我が人に負担をかけないようにここまでにしているんだ」

　思わず言ったけど、なんだか言い訳っぽい。

「そ、そうか……。よかった……。最近会ったのが、お医者さんやシビさんやタタラさんぐらいだったから、油断してしまっていたのかと思った……。だって、光義の家に行く時には、香水じゃないけど、イイ匂においするようにって色々……。あ、化粧とかそんなにしているわけじゃないんだけど、でも、乙女の嗜たしなみがあるんだ。厳密にいうと化粧禁止とかの校則を破っているのだけど……ど、どうしよう」

「かなり自然だったと思うよ。ボクは気にした覚えもない」

「それなら……いいんだ。まだちょっと気になってしまう……」

　杏あんずは本当にホッとした様子で胸を撫なで下おろしつつも、手鏡で色々チェックしていた。

　大怪け我がをしているのに、綺き麗れいなままだと、ボクは素直にそう思ってる。

「気にしなくていいよ。あれから一週間……。今日、ようやく面会できるようになったんだもん。ボクが気づかないで、杏だけ気づくようなことがあっても、色々しかたないよ」

　言いながらボクは長かったこの一週間を振り返る。

　あの戦いで……違う。戦いのあと、重傷を負った杏はそのまま病院に運び込まれた。

　ボクは身体からだに満ちた龍りゆう気きのせいか、傷はすぐに塞ふさがったから、検査ぐらいで済んだ。

　毎日、連絡をくれるタタラさんから杏が無事で、容体も安定していると聞いてはいたけど、会うことができなくて、とにかく不安だった。

　そして……申し訳なかった。

「杏……。ゴメン」

　椅い子すから立つと、ベッドの端に手をついて深く頭を垂れる。

「病室に来てすぐに謝るべきだった。許してもらえることだなんて思わない。でも……」

　何かが解決するわけじゃない。

　だけど、今、ボクにはこうすることしかできなかった。

「ボクは……杏を傷つけた。殺そうとした」

「光みつ義よし!?　や、やめてくれ。あれはだって……しかたのないことだったんだ」

「しかたないことなんかじゃない。ボクは憶おぼえている。意識があったんだ。なのに、衝動のままに、ボクはあんな……」

　杏を貫いた時の感覚がまだ手に残っている。

「ここに来ることも本当はしちゃいけなかったんだ。いつ杏を襲うかもわからないのに……。それなのに、ボクは……！」

「待ってくれ。私は光義が来てくれて本当に嬉うれしいんだ。顔を上げて。お願いだ」

　杏が身じろぎする。ボクを覗のぞき込んでいる。

　ほんの少し顔を上げれば、杏がホッとした顔で息を吐はく。

「しかたなかったんだ。光義の命を繋つないでいる剋こく獣じゆう。あれが龍気を欲していたんだ。それが本能的なものなら、心で止めることは難しい。それに、剋獣だろうがなんだろうが……私は光義が生きていてくれていたことが嬉しいんだ。死んだかもしれない。そう思った時、胸が張り裂けそうだったんだ。本当に悲しくて、どうしたらいいのかわからなくて……」

「ゴメン……」

　杏あんずを助けようとしたはずだったのに、悲しませてしまったことが悔しくてしかたがない。

「だけど、ボクはもう本当のボクじゃない。ボクは……」

　失ったはずの手を見る。

　杏は首を横に振った。

「私にはわかる。光みつ義よしは光義だ。優しい幼なじみのままだ」

　杏がボクの手を握る。

　逃れようとしたけど、杏の指は力強く、ボクの手に絡みついて離そうとしてくれない。

　柔らかくて少し冷たいその手は戦う人の手だなんて思えない。

　幼なじみの顔がすぐそこにある。黒い瞳ひとみがまた潤うるんでいた。

「光義がいなかったら私は戦うことができない。私には光義が必要だ。どんな形であれ、生きていてくれてありがとう」

　杏の頬ほおを涙が一滴流れた。唇が笑みを作る。

　胸が熱くなる。

　杏の行為を素直に受け入れることなんてできない。

　ボクは杏を襲った。それなのに……嬉うれしかった。

「嬉しい」

　ベッドの上の杏はボクを見上げて言った。あの時より少し血色がよくなった頬が綻ほころぶ。

「本当に嬉しい」

　ボクはただ曖あい昧まいに微笑ほほえむ。それもちゃんとできているのかわからない。

　こんなに喜ばれる権利なんて、ボクにはない。

「この一週間もシビさんやタタラさんはお見舞いに来てくれたんだ。一人でいると心細いからそれも嬉しかった。忙しいのに、私のために時間を割いてくれるなんて申し訳なかったけど……。この病院と同じで《桔き梗きよう》の本部も品しな川がわにあるのだけど、間には品川焦しよう土どがあって交通が不便だからきっと遠回りになるし……。タイサイの事後処理で忙しいはずなのに、二十四時間中の二時間ぐらいを私のために費ついやしているなんて本当に申し訳ない……。一日の十二分の一の時間なんだ！」

「いや、杏の……剣けん皇おうの容体を確かめるのも、《桔梗》としては、お仕事だと思うし、二人とも、杏のことを心配しているんだから、気にする必要はないんじゃないかな？」

「そう……か？　光義は久しぶりに会っても優しい。いつだって、私の心を癒いやしてくれる……一週間。本当に長かったんだ。光義と一週間も会わないなんて、何年ぶりだろう……」

「言われてみたらそうだね」

　杏が剣皇になってすぐ、しばらく会うことができないこともあった。多分、それ以来だ。

　どんなに忙しくても、疲れていても、杏は少しでも時間があればボクの家に来ていた。

「光みつ義よしに会えて嬉うれしい。本当に嬉しい。この一週間は……」

　杏あんずは何な故ぜかうなだれてしまう。

「え、えっと……。聴けることなら、聴くし、相談に乗れることなら乗るよ？」

「今日までは、シビさんやタタラさんの優しさに触れる時間だった。だけど、シビさんもタタラさんも当然だけど、夜にはいないんだ」

「面会時間も過ぎちゃってるもんね」

「夜は孤独なんだ……。光義。わかるか？　病院という場所がどれほど恐ろしい場所か？」

「注射とか苦手だったっけ？　確かに昔は泣いていたような……」

「針が怖くて目を逸そらすんだが、そうするといつ痛いかわからなくてなおさら怖い。だけど、針を見るとやっぱり怖い。これが繰り返されるんだ。言ってみれば恐怖の輪りん廻ねだ」

「無限の螺ら旋せんしてるね」

　杏は思い出しただけで涙ぐんでいた。

　なるほど。一目でわかるほどの苦手さだ。

　杏は自分の手をギュッと握りしめる。

「……だけど、私は剣けん皇おう。剋こく獣じゆうに立ち向かい、討ち果たすための存在。それが注射に怯おびえるわけにはいかない。注射が怖いと言い出せば、剋獣相手に恐れを知らず戦っている姿が嘘うそになってしまう。嘘なんだが。『注射が怖い。だけど、剋獣は怖くない。本当なんだ、信じてほしい』口に出してみるとこれほどに説得力がないんだ」

「確かに恐ろしいほどに説得力を失う言霊だね」

「だから私は注射の時、いつだって、心を無にするんだ。お経だ。心の中でお経を唱えるんだ。そうすると、だんだん安らかな気持ちになっていく。嗚あ呼あ、南な無む阿あ弥み陀だ仏ぶつ」

「無の境地だね」

「でも、痛いんだ。我に返ってしまって、すぐ泣きそうになる」

「解げ脱だつへの道の過酷さを垣かい間ま見みてしまうエピソードだと思うよ。ボクが本当に仏なら助けになるのに……」

「そんなことよりも、病院は恐ろしいんだ！　注射なんて、病院の中では一番の小物だといえる。つまりは、これまで聞いてきた病院の怪談をことごとく思い出してしまったんだ。思い出せないものはネットで検索までしてしまった……」

「どうして自分で検索しちゃったの……？」

「だって、中途半端に思い出してしまうと、かえって怖かったんだ。人が本当に恐れるものが何かわかるか？　いや、もちろん、光義ならわかるはずだ。そう、それは形のないもの、正体がわからない理不尽なものだ。だから、私はあえて検索するしかなかったんだ」

「確かに……」

「ところがだ、光義！　聞いてほしい……。わざわざ調べてみたのに、結局、その怪談の原因が何なのか？　霊なのか？　それ以外なのか？　霊ならば、どのような未練があるのか？　欲求は？　それすらわからないことが多々あったんだ。よく考えてみたら、怪談ってそういうものだった……。タタラさんに怪談本まで買ってきてもらったのに」

　枕まくら元もとを見たら本当に怪談本が置いていた。

　多分、気づいてもいなかった怪談まで蒐しゆう集しゆうしちゃったんだと思う。

「本当に怖い怪談はだいたい正体もわからなくて、理不尽なものだもんね」

「うん。ただ、理屈のわかる怪談は怪談で怖いんだ。例えば、隣のベッドにいて仲良く喋しやべっていた人が、実は本当はもういなかったはずの人だって、あとで気づいてしまうとか、夜になると誰もいない廊下を歩く音がするとか、病院の地下室に安置されていた遺体は、実はゾンビで、それが看護師さんに噛かみついて感染拡大！　……世界が！　宇宙すらも！」

「落ち着いて。落ち着いて杏あんず。まだ安静にしてないといけないんだから」

「……うん」

　もう完全に涙目だった杏は、ティッシュで涙を拭ぬぐう。

「それで、もう三日目ぐらいから毎晩怖くて眠れなくて、眠れないと夜起きてるからよけいに怖くて……。そんなある日だ。私は突然、夜中にトイレに行きたくなってしまった」

　杏はがっくりと肩を落とした。

「本当に辛つらい夜だった……。どうして、寝る前にトイレに行かなかったのか……。夜でも消灯前なら怖くなかったのに……。あの日は結局、朝が来るまで起きていたんだ。朝日と共に、私はトイレに向かった……」













「身体からだに悪そうで心底心配になってきたよ。だけど、太陽が間に合ってよかった」

「私もあれほど太陽を待ち望んだ日はなかった。もはやこの世界に太陽は昇らないんじゃないか？　何度、そう考えてしまったか……」

「その心配は詩的だね」

「本当に怖かった。剋こく獣じゆうには烈れつ火か剣けんが通用するけど、オバケとか、なんだかわからないものは斬きれないし、ゾンビなんて噛かまれたら終わりだし……。でも、光みつ義よしが来てくれた」

　涙で目を少し赤くした顔で、だけど、それこそ太陽のように笑う。

「これだけで私は安心できる。もし、オバケや幽霊やゾンビが出ても、烈れつ火かの剣けん皇おうは立ち上がることができる。戦える」

　そんなボクも面会時間が終わると、どうがんばっても帰ることになるのだけど……とは、この笑顔の前では言えなかった。

「あぁっ！　よく考えたら、光義も夜までいない!?　面会時間が過ぎたら帰ってしまう！」

　気づいちゃった。

「そもそも、そんな遅くまでいてもらうわけにはいかないのだけど、でも……。私はただ一人、闇やみの中に取り残されるしかないんだな」

　杏あんずはすがるように、ボクへと手を伸ばす。

　その手を取ろうと、ボクも応じた。

「……っ!?」

　指と指が触れ合う前に、手を引っ込めてしまっていた。

　無意識の行動だった。だけど、自分がしたことと、その理由を理解する。

　杏の赤い髪の先が砂と変わって流れ落ちる。その光景が脳裏をよぎる。

　杏は何か言おうと口を開いたけど、何も言わなかった。

　そのままうつむいて、白い指がベッドの布団をつかむ。

　気まずい空気が病室に立ち込める。

「え、えっと……。光義。その袋は？　あ、いや、がっついているわけじゃないんだ。違うんだ」

　ボクが持ったままの袋を指して言う。

　多分、雰ふん囲い気きを変えようとしてくれたんだと思うのだけど、自分で言って、自分で後悔していた。

「はしたない……。これじゃ、お見舞いが欲しかったみたいだ」

「ううん。ボクも完全に渡すタイミングを逃してたんだ。ゴメン。ほんと色々」

　とにかく、ボクは袋の中身を取り出した。

「お見舞い、色々持ってきてみたよ」

　ここに来る途中に買ってきたものばかりだ。

　まずは、袋入りのキャンディがいくつか。

「あ、おいしそう」

「これなら食事制限とかあっても食べられるかなと思って。それと……」

　本屋さんの袋を取り出して杏あんずに手渡す。

「なんだろう……？」

　中身を取り出した杏の顔がパッと見てわかるほどに輝いた。

「あぁぁ！　夢ゆめ乃のうつつ先生の新刊だ！　嬉うれしい！」

　声を弾ませて、杏はコミックスを胸に抱く。

「新シリーズ『天てん龍りゆうの花嫁』の三巻！　楽しみにしていたんだ。なのに、この怪け我がで動けなくて。でも、タタラさんにお願いするのも気が引けてしまって……。皇帝と龍の許されぬ恋……。それを妨げようとする人々の業ごう。陰謀。だけど、負けはしない……！」

　うっとりとした顔で言う。

「ありがとう、光みつ義よし。何度も何度も何度も、擦すり切きれるほどに読む。あ、もちろん、保存用は自分で別に買う。光義には今度、お邪魔する時に持っていく」

　しまった。もう二冊は用意してもよかった。

「うん。今回もすごくおもしろそうだ。夢乃先生は本当に心理描写が巧たくみなんだ。まるで本物の人を見ているようなのに、エンターテイメント性もきちんと両立させている。それだけじゃない、戦闘も真に迫っている。そこには甘さがない。だけど、誇りと志がある。実は私は時々、作中の戦法を真ま似ねているんだ」

「まさかの告白だね。剣けん皇おうの戦いすら左右するほどの戦闘描写だなんて」

「そうだ。そうなんだ……。私は……烈れつ火かの剣けん皇おうは夢乃先生をパクっているといわれてもおかしくないんだ。夢乃先生、ゴメンなさい」

「いや、夢乃先生が漫画を描けるのは、杏が世界を護まもっているからだから、許してくれるんじゃないかな」

「だが、夢乃先生の漫画がなければ、剣皇はもっと弱かった。あるいはどこかで剋こく獣じゆうに敗れていたかもしれない……。夢乃先生と私、そして、私を支えてくれる光義がいなければ……この世界は闇やみに包まれていたかもしれない」

「夢乃先生と烈火の剣皇……まさかこの二人が世界の守護者だったなんて」

「光義もだ……あ！」

　杏は本屋さんの袋の中に残っていた他の本も取り出して、声を上げた。

「夢乃先生の『異郷の黒桜』の文庫版！　表紙が書下ろし！　そして、オマケページも充実……ファンを大事にしてくれる人だ。それに、私の好きな先生が書いてる小説まで。これはまだ読んだことがないシリーズだ」

「入院してると退屈だろうと思って」

「ありがとう。本当にありがとう。これで怖い夜も大丈夫だ。こっそり灯あかりを点つけて読む。なに。私は烈れつ火かの剣けん皇おうだ。闇やみを照らし、希望を導く炎は常に私の手の中にある」

「灯りに龍りゆう気きを使おうとせずに、ちゃんと寝てほしいかな」

「うん。そうす……」

　杏あんずが顔をしかめた。本をサイドテーブルに置こうとした拍子に、傷が痛んだらしい。

「大丈夫だ。光みつ義よし」

　ボクが不安を顔に出してしまったからか、杏は言った。

「烈れつ火か剣けんも十分に回復しているし、龍気をいつもよりも多めに身体からだへ循環させることで自然治癒能力も上がっている。タイサイが倒れて、この一週間、剋こく獣じゆうとの戦闘もなく、安静にしていたおかげで、ほとんどの傷はもう塞ふさがっているんだ」

「それはそれで身体に負担があるんじゃ……」

　自然治癒能力が上がる。つまりは新陳代謝が上がっているということなのかもしれない。

　だとすればそれは強引な細胞の入れ替えだ。生物の細胞には分裂できる数に限界があるという。龍気による強化といっても、杏は傷の治癒と引き換えにその命を縮めているんじゃないだろうか。

「大丈夫だ」

　杏はもう一度言った。何の答えにもなってない。

　それに、ボクは杏のパジャマの胸元からガーゼを止めるテープが覗のぞくのを見てしまった。

　皇こう土ど剣けんを巡るタイサイとの戦いで受けた傷の中で最も深い負傷。つまりは、ボクが貫いたその胸の傷は明らかに塞がりきっていない。

　普通の人間なら命を落としかねなかった怪け我がだ。あと少しカラスキさんたちの到着が遅ければ、杏でも危険な状態だったと、タタラさんから聞いている。

「それよりもだ、光義。そちらこそ大丈夫だったのか？　傷もだが……《桔き梗きよう》で検査を受けたんだろ？」

「うん。実は……」

　杏の言いたいことはわかる。

「怪我の具合と一緒に、皇土剣の剣皇になった影響を調べるって。龍気に関しても検査は受けたんだ。剋獣に寄生されているような状態だから、ボクも正直、覚悟はしていたよ」

　バレる覚悟……だけじゃない。

　杏を傷つけた剋獣が生きていていいはずなんてなかった。

「……だけど、結果に異常はなかったんだ。詳細な結果も今日もらったけど、そっちでも何も言われなかった」

　ボクは深く息を吐はく。

「ゴメン。本当は自分で言うべきだと思ってた。ボクの身体からだの半分は剋こく獣じゆうが姿を変えているものなんだって。それなのに、黙っていた」

　どこかでバレなければいいと思うところがあったと言われたら、否定はできない。

「何な故ぜ、謝るんだ。何度もメールしたはずだ!?　私がお願いしたんだ。何があっても、バレない限りは黙っていてほしいって。それでいいんだ。まさか……何度もメールしたから、私が面倒になって、それで読んでいなくて……。そ、そういうつもりじゃなかったんだ！」

「ま、待って。ちゃんと読んでたから。杏あんずがそう言ってくれたのも、このことを言わなかった理由のひとつだから。気にしないで。それに、ボク、メールの返事はしてたよね？　それ、読んでいた証拠になるよね？　え、えっと」

「そうか……。よかった……。鬱うつ陶とうしいと思われたらどうしようって、不安だったんだ」

　杏は心底ホッとした様子で胸を撫なで下おろす。

「よかった……。本当によかった」

　ボクの手を握る力が強くなる。

「私の推測が間違っていたらどうしよう……そう思うと不安でしかたがなかったんだ。不安過ぎて、病院の怖い話を忘れることすらできたんだけど、それはそれで眠れなかった」

「それはそれで申し訳ないことをしてしまっていたんだね。ゴメン」

　ボクの心配をしている場合じゃないと思う。

「確かに、バレないはずだって、メールで書いてくれていた。だけど、どうしてバレなかったんだろ……。龍りゆう気きや身体を調べれば、普通と違うことなんて簡単にわかりそうなのに」

「それは光みつ義よしの身体を作っているのが皇こう土どの剋獣だからだ」

　杏は言った。その表情が陰る。

「あの時、光義は……剋獣に喰くわれた」

　自分のことのように苦しそうに言う。

「本当なら奴やつらの放つ侵しん蝕しよく光こう帯たいによって、龍気を変質されて、皇土の龍気以外を失って、肉体のバランスを崩壊されて死んで、それすらも喰われてしまうはずだった」

「そう……。確かにそのはずだったんだ」

　覆おおいかぶさってきた肉の塊かたまりと食い込む牙きば。痛みと恐怖の中で、身体が砂や泥に変わっていくのを見た直後、ボクの意識は途切れていた。

「だが、光義は何らかの要因で剋獣それ自体を支配下においた。そして、欠けた肉体を、剋獣そのもので再構成したんだ。それこそ皇こう土ど剣けんの力だったのかもしれない」

　喰われたあとでボクは意識を取り戻した。

　その時、ボクは闇やみの中にいた。そこで剋獣が見ている光景を目の当たりにした。もしかすると、ボクは龍気と化して、剋獣と同化しつつあったのかもしれない。

　杏あんずがタイサイ配下の剋こく獣じゆうたちに嬲なぶられるのを見た。

　怒りに任せて、何かに誘いざなわれるようにボクは闇やみの中にあったものを手にした。それこそがボクと一緒に呑のみ込まれていた皇こう土ど剣けんだ。

　そして、ボクは剋獣の身体からだを突き破った。

「私が見る限り、光みつ義よしの龍りゆう気きは皇土剣を仲立ちとして、剋獣が作った肉体と光義本来の肉体を循環して、ひとつの肉体を保っている。皇土剣が光義と剋獣を繋つないでいるんだ」

「でも……ボクは皇土剣に選ばれたわけじゃなかった。龍りゆう魂こんはボクには龍気を与えてくれていない」

「そうだ。だから、本来は皇土剣の力を使うことなどできるはずがない。それなのに、皇土剣を振るい、剣けん皇おうとして戦えることは極めてイレギュラーな状況だ。だが……」

　杏は首を横に振る。

「皇土剣と剋獣の身体が今の光義を生かしている。それは事実だ。そして、人間はその多くが皇土の龍気で構成されている」

「だから、皇土の剋獣の龍気が混ざっていても、気づかない……」

「そのとおりだ」と、杏は頷うなずいた。

「ただ、今回の検査で異常が見つからなかったのは、光義に対して行われた検査が、あくまで人間に対するもので、龍気の測定も単純に総量を測るものだったからだろう」

　杏が顔を曇くもらせる。

「もし、剋獣の寄生を念頭に置くような特殊な検査を行われればおそらく誤ご魔ま化かせない」

「詳しく見れば、人間であるボクと、剋獣の部分が違うことがわかっちゃうんだね」

「ああ。《桔き梗きよう》の人たちはみんなイイ人だ。色々言われたりすることはあるけど、日本政府の人たちだってそうだ。だけど、光義がこんな状況だということが知られたら……」

　杏はそれ以上口にできなかった。

　実際、ボクも何をされても文句を言えないだろうと思う。

　剋獣に対する数少ない希望のひとつ、皇土剣をよりにもよって、剋獣と一緒に身体に収めてしまっているんだ。

　例えば、剋獣と人間の融合がどんな結果を生むのか、あらゆる方法で調査されるかもしれない。皇土剣のことを思えば、ボクの中にあるそれを強制的に回収しようとしてもおかしくない。単純に嬲り殺しにされても文句は言えない。

　それでも、しかたないと、ボクは思う。むしろ、本当なら、そうされないといけない。

「みんなにこのことを知られること……光義が抱えている危険はそれだけじゃない」

　杏が絞り出すように言った。

「ボクが皇土の龍気を使い過ぎる。そのことでまたあんな状態になるかもしれない」

「違う！　それなら、まだいいんだ」

　杏あんずが声を荒らげ、胸を押さえた。

「杏、無理はしないで」

「私のことはいい。自覚してほしい。光みつ義よしが皇こう土ど剣けんを振るう時に使われる龍りゆう気きは龍りゆう魂こんが供給するものじゃない。無限の龍気なんて、光義の皇土剣には存在しない。使っているのは、剋こく獣じゆうの肉体が内包する龍気なんだ」

　杏は泣き出しそうな顔をしている。

「剋獣の五ご帝ていは龍気そのものだ。だけど、五帝が生んだもの、つまりはそれ以外の剋獣。四し海かい天てん宮きゆうでは眷けん属ぞくと呼ばれるものたちは、龍気を与えられて動いているに過ぎない」

「龍気を失えば……土に還かえる。身体からだが崩れる……」

「そうだ。光義。お前は戦う時、命を削っているんだ。だからこそ、龍気を失いかけた時、お前の中の剋獣は暴走した」

　杏は悲しげに首を横に振ると、惑いを見せながらも言葉を続ける。

「お前はもう戦うべきじゃない……」

　うつむき、唇を噛かむ。

「だけど……！」

　杏と一緒に戦いたい。命がけで戦い続ける杏を遠くで見ることしかできなかった。それが皇土剣を手にしたことで、隣に並んで戦うことができるようになったんだ。

　でも、それを言葉にできない。

　ボクが杏を傷つけたことは事実だ。

　その時、病室に近づく足音が聞こえた。ドアがノックされる。

　杏は慌てて目元に浮かんでいた涙を拭ぬぐうと居住まいを正す。

　ボクも椅い子すに座り直して、何事もなかったかのような顔をした。

「どうぞ。入ってくれてかまわない」

　いつもの、烈れつ火かの剣けん皇おうらしい声で杏は言った。

「失礼します」

　ドアが開いて、眼鏡をかけた女性が姿を見せた。

　長い黒髪を細い紐ひもを使い、後ろで束ねた人だった。ブラウスの上には中華風とも西洋風とも言いがたい不思議な紋様が刺し繍しゆうされたローブのようなものを羽織っている。

　眼鏡の奥の瞳ひとみは理知的だけど、少し冷たい雰ふん囲い気きがした。

「シビさん。わざわざすまない」

　杏は言った。

　そこに立つのは異界外来種研究機関、侵しん蝕しよく因子《桔き梗きよう》の局長、シビさんだった。





　　　◆　◆　◆






「こんにちは。紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。それに、黄き塚づか光みつ義よしくん」

　シビさんは言った。

　ボクはその声を、タイサイとの戦いの中では通信で、検査の時には直接聞いていた。落ち着いた大人の女性だという印象がある。実際の姿や振る舞いもそんな感じだった。

　杏あんずが頭を下げ、ボクも椅い子すから立ち上がって「こんにちは」と挨あい拶さつを返す。

「容体は悪くはなさそうね。安心したわ」

　シビさんは杏の様子を見て、ほんの少しだけ微笑ほほえんだ。

　思っていたよりも柔らかく優しく笑う人なのだと思った。

「すまない。早く治す」

「焦らないで。今はまだ大丈夫だから」

　そう言うと、シビさんはボクのほうを見た。

「座って楽にして」と、ボクにも促うながして、それを待ってから口を開く。

「実は今日は黄塚光義くんに話があってきたの」

「ボクにですか？」

「タタラから黄塚くんが紅地さんのお見舞いに来ていると聞いたので、直接、ここに来たわ。もちろん、紅地さんのお見舞いでもあるけど」

　そう言って、シビさんは後ろを振り向く。

　シビさんの後ろにタタラさんが控えていたことに今さら気づいた。

　銀色の髪から覗のぞくネコ耳のようなもの。ボクと同じぐらいの年齢が、それよりも下じゃないか？　とも思えてしまう少し幼さを感じさせる顔。後ろでピョコリと動く銀色の尻尾しつぽ。

　ただ、タタラさんの服装は以前、池いけ袋ぶくろで会った時とは違っていた。あの時はシンプルなスーツ姿だったけど、今日のタタラさんは古めかしい給仕さん……というか、和風のメイドさんというか、そんな服装だ。エプロンまでしていて、それがすごく似合っている。

　ところどころに刺し繍しゆうされた意匠は、シビさんのローブに似ていた。中華風とも西洋風とも言いがたい独特の雰ふん囲い気きのものだ。多分、四し海かい天てん宮きゆうのものなんだと思う。

　そういえば、検査の時も、タタラさんはこの姿だったから、普段着か、護衛としての服装なのかもしれない。

　そんなタタラさんが「こんにちは。紅地殲滅官。黄塚さん」と、ペコリと頭を下げた。

　ネコの耳が飾りじゃないことをアピールするようにピコッと動く。

　カラスキさんの娘さんだから、本当はネコでもなんでもないというか、むしろ、虎とらなのだろうけど。

　シビさんがボクに手を差し出す。

「検査の時はきちんとした挨拶ができなかったわね。私はシビ。《桔き梗きよう》の局長よ。改めてよろしく。皇こう土どの剣けん皇おう」

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　なんとなく気け圧おされてしまいながら、ボクはその手を握る。

「今、時間はあるかしら？　もう少し詳しく自己紹介しようと思うのだけど」

「はい。大丈夫です」

　シビさんの眼鏡の奥の瞳ひとみがまっすぐにボクを見つめる。どこか値踏みされてるように感じる……と思ってしまったのは、ボクがちょっと意識し過ぎているからなのかもしれない。

「私は四し海かい天てん宮きゆうの出身。この姿はこちらの人間と同じだけど、あの世界では人種・人族に属していたわ。分類でいうと、タタラは爪そう種しゆ・虎こ族。カラスキは……と言ったほうがわかりやすいわね。四海天宮は濃厚な龍りゆう気きがそれぞれが司つかさどる多くの種族を生む世界だったのよ」

　後ろに立つタタラさんを一いち瞥べつし、シビさんは話を続ける。

「現在は四海天宮の龍気に関する知識を最大限に用いて、この世界の科学技術と併用することで、異界外来種の出現を予測し、対抗策を講じる。それが私と《桔き梗きよう》よ」

　そう言って、シビさんは深々とお辞儀した。

「ありがとう。黄き塚づか光みつ義よしくん」

「え？　え？」

　突然のことに慌ててしまう。

「お礼が遅れてゴメンなさい。改めてになるけど、異界外来種王おう種しゆ三号タイサイとの戦いで私たちが勝利することができたのは……紅あか地ち殲せん滅めつ官かんが無事だったのは、黄塚光義くん。あなたのおかげ。心から感謝しているわ」

「そんな、ボクは……その……」

　自分の身体からだのこと、ボクがやってしまったこと……お礼なんて言われると、心が痛い。

　シビさんが顔を上げる。冷たさすら覚える真剣な眼まな差ざしがボクを見つめる。

「本題はここから。検査の時にも軽く話したわね。《桔梗》は……いえ、内閣府を含めて、私たちは黄塚光義くん、あなたに引き続き、協力をお願いしたいの」

「シビさん。それはつまり……」

　杏あんずが眉まゆ根ねに皺しわを寄せる。

「そう。前回は民間の協力者として力を貸してもらったわ。だけど、これからは紅地さんと同じ内閣府所属の異界外来種特務殲滅官として協力してほしい。そういうことよ」

「そんなこと急に言われても黄塚くんが困るだろ」

「もちろん。今すぐに答えを出せとは言わないわ。それに紅地さんの時と同じで、無む理り強じいもできない」

　シビさんは淡々と告げる。

「だけど……黄塚くん。紅地さんと一緒に戦うのはあなたの本意じゃないかしら？　王種三号との戦いに臨のぞもうとしたあなたの姿に、私はそう感じたのだけど」

「待ってくれ、シビさん。戦うのは私一人で十分だ。剋こく獣じゆうなら、私一人で打ち倒せる。私は王おう種しゆ二号、烈れつ火かの剋こく獣じゆう五ご帝ていホルスを打ち破っている。ただの高校生である黄き塚づかくんを危険にさらす必要なんてないはずだ」

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。あなたも本来はただの高校生なのよ」

「それは……そうだが」

「そうだよ。紅地さんはただの高校生のはずなんだ」

　本当にそのとおりだ。ただの高校生で、それどころかメンタルはこんにゃくに届くか届かないかも怪しい……そんな子なのに、人類を脅おびやかす敵と戦う英雄を演じているんだ。

　だから、ボクは即答したかった。杏あんずと一緒に殲滅官として、剋獣と戦う。彼女の背中ぐらいは護まもると言いたかった。

　でも、心の隅すみにあるものがそれを許してくれない。杏を襲ったあの時の感情が胸の内のどこかにある。身体からだや、龍りゆう気きを求める凶暴な感情と、杏を刺した時に感じた悦えつ楽らく……。

「今はまだ考えていて。答えはまた改めて伺うかがわせていただくわ」

　ボクの迷いを察したのかシビさんはあっさりとその話題を打ち切った。

「もうひとつ、話があるの。ここからは紅地殲滅官にも、黄塚くんにも聴いて欲しい話よ」

　シビさんの後ろでタタラさんが取り出したタブレットを操作する。

「先に言っておくわ。悪い知らせよ」

　シビさんは表情を変えないまま、続ける。

「報告はふたつ。まずはひとつめ」

　シビさんは、タタラさんからタブレットを受け取り、そこに目を落とす。

「一週間前の王種三号による関東全域への襲撃と、池いけ袋ぶくろの戦い、《関東防衛戦》。あの時、紅地殲滅官と黄塚くんは王種三号タイサイを打ち破ったわ。それは確かよ」

　嫌な予感がした。悪い知らせと言っているのだから、それはそうかもしれない。

「まさか」

「そう……。王種三号タイサイは滅びてはいない。倒しきることができなかった」

「バカな!?　黄塚くんの一撃はタイサイを葬ほうむったはずだ。奴やつが龍気を送り込んでいた池袋の剋獣の群れだけではなく、関東全域に張り巡らされていた身体も滅びていた」

「そのとおりよ。だけど、タイサイは逃れていた。王種二号ホルスの時とは違って、タイサイの残ざん骸がいから、その核──本体である獣じゆう魄はくは見つかっていない」

　シビさんがタブレットの液晶画面をボクたちに向ける。

　池袋を中心とした地図が映し出されている。見方によっては天気図のようなそれが何を現しているのかはあまりわからない。だけど、サンシャインシティのあたりから何かが逃れるような動きがあったことだけはボクにも理解できた。

「《桔き梗きよう》天文室の歪わい曲きよく点てん測位のログを入念に洗い出した結果、黄き塚づかくんの皇こう土ど剣けんがトドメを刺す直前、獣じゆう魄はくが逃れた形跡が認められたわ」

　ボクも杏あんずも何も言うことができなかった。

　池いけ袋ぶくろを半壊させて、関東全すべてを巻き込んで、多くの人を傷つけて、ボクと杏が命をかけてようやく倒したと思ったタイサイが生きている……。

「ただ、タイサイがほぼ全てともいえる力を失ったことは確かよ。長い時間をかけて関東全域に張り巡らせた肉体を切り捨て、蓄たくわえた龍りゆう気きを失うことと引き換えに、ようやく逃れたのだから」

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かんの言うとおり、関東地下に巣食っていたタイサイの肉体は完全に滅びていることが確認されています。あとは獣魄を発見次第、追撃殲滅すればいいと思います」

　慰めるように、シビさんとタタラさんは言う。

　確かにそうなのかもしれないけど、あまりにも衝撃的な報告だった。

「そうか」

　ボクが何も言えない中、杏が呟つぶやく。

「だが、タイサイがその状態なら、本当に悪い知らせというのは、ここからじゃないのか」

「そのとおりよ。続けるわ」

　シビさんがタブレットを操作した。

　切り替わった画面には海が映し出されている。

　青い海の中に黒い島がポツンと浮かぶ。その周りは砂浜らしい白い色で包まれていた。

「……違う」

　ボクも杏もそれに気づいた。

　島は動いていた。白波を立てて、黒い島は海を行く。

　時々、映り込む海鳥や、遠くに見える島影が、その黒い塊かたまりの異常な大きさを表していた。

「全長一キロを超える異界外来種です」

　ボクは絶句する。

　だけど、確かにそれは異界外来種──剋こく獣じゆうだった。

　その剋獣は角を持っていた。そびえ立つ塔にも似た太く巨大な角が一キロを超えると言われた巨体から長く伸びている。よく見れば全身は分厚い鱗うろこで包まれていた。

　海原を進むそれは巨大な魚のようで、同時に、伝説に登場する海竜のようにも見えた。黒い色は鉄の鈍にぶい光沢に似ている。

「個体識別名称はベヒーモスと名づけたわ。旧約聖書に登場する巨大な怪物……」

　その巨体は、姿こそ全然違うものの、池袋に出現したタイサイの本体を思い出させる。むしろ、タイサイよりもはるかに巨大だ。

「この巨きよ躯くは……近この衛え種か」

「そのとおりよ」

「近この衛え種？」

「異界外来種は軽けい装そう種、重じゆう騎き種などに分類されているわ。黄き塚づかくんも知っているわね」

　ボクはこれまで遭遇した剋こく獣じゆうを思い出す。

　二階建ての家に近い巨体を持つ魔ま猿えん、軽装種ヒヒ。

　ヒヒよりも巨大で、石の身体からだを持つ重じゆう装そう種ギガス。

　それに、三十メートルを超える石せき竜りゆう、重騎種バジリスク。

「剋獣の戦闘体系は私たちの世界のものに近いわ。それはこの地球の歴史でいえば中世的なものに似ている。だから、中世的な兵種を参考にして分類しているの」

「その頂点が王おう種しゆ。つまり、四し海かい天てん宮きゆうで五ご帝ていと呼ばれた奴やつらだ」

　杏あんずが言うと、シビさんは頷うなずいた。

「本来、異界外来種というものは厳密には王種のみを示すの。他のものたちは王種によって、龍りゆう気きを分け与えられた存在に過ぎないわ」

　ボクの中にいる剋獣。それも同じだ。龍気によって生きて、それを失えば土つち塊くれに還かえる。

「だから、異界外来種を増やすことができるのは王種のみ。ただ、その中に例外があるの」

「それこそが近衛種だ。その名のとおり、五帝が自らを護まもらせるために大量の龍気を用いて生み出した剋獣が近衛種だ。その力は純粋な戦闘力では五帝に迫る。さらには五帝以外で唯一、他の剋獣を生み出すこともできる。つまりは、王の力の代行者だ」

「近衛種ベヒーモス……」

　タイサイの本体や肉体の一部だった触手を上回る巨体と剋獣を生み出す力。

　どれほどの脅きよう威いなのかは考えるまでもない。

「タイサイの戦略は関東全域にその身体を張り巡らせて、自分の分身と配下の剋獣をバラ撒まくことだった。そのために龍気を費ついやした。だから、奴は近衛種を生まなかったんだ。地下を通してタイサイが生み出した肉の柱、あれが近衛種のような存在だったとも言える」

「だが……」と、杏は重い息を吐はく。

「広範囲に展開し、数を生んでの物量作戦に出ていた反面、個々の戦闘力は低かった」

「あれで……低かったんだ」

「戦闘に特化して作られた近衛種は相当に強い。継戦能力自体は五帝に劣るが、短期的な戦闘では、それに匹敵する脅威だ」

「そんなものが現れたのか……」

　タブレットの映像の中、ベヒーモスが動きを止める気配はない。

「シビさん。これはどこの映像だ？」

「《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》。王種五号、オケアノスの支配海域付近よ」

　ボクは息を呑のんだ。

　脳裏に浮かんだのは親友、阪さか井い克かつ也やの顔だった。

　克也はちょっと変態だけど、いい奴やつだ。そんな克也の故郷、大阪を中心として、兵庫、奈良、和歌山、瀬戸内海の一部まで、近きん畿き地方を呑のみ込んだものが《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》だった。

　この世界に初めて出現した剋こく獣じゆう五ご帝てい《流りゆう渦か帝てい》オケアノス。

　まだ杏あんずが剣けん皇おうになる前に、オケアノスは近畿地方を襲撃し、多くの犠牲者を出した上、流渦の龍りゆう気きでその周辺を隔かく離りしてしまった。

　流渦の結界、なだれ落ちる巨大な滝、瀑ばく布ふ水界が近畿地方を覆おおい、その中とは連絡すらできない。徐々にだけど、《近畿侵蝕圏》は今も拡大を続けて、日本から人の住むことができる場所を奪い続けている。

　克也が故郷のことを寂しげに語っていたことを思い出してしまう。

「なら、ベヒーモスは流渦の近この衛え種なのか？」

「いいえ」と、シビさんが首を横に振る。

「歪わい曲きよく点てん測位と衛星画像の解析によれば、ベヒーモスの肉体は金属で作り上げられているわ。つまりは鋼鉄の海獣、金属を司つかさどる釼けん塵じんの近衛種よ」

「そうか……あの砂浜みたいなのは、砂じゃないんだ」

　ベヒーモスの周りに広がる白いものを見て、ボクは思わず声を上擦らせた。

「釼塵の龍気と、それが変容させた海ということか」

　ベヒーモスの周りには白い砂が巻き上がっているようにも見えた。

　だけど、それは龍気の煌きらめきだ。

　ベヒーモスが噴き上げた釼塵の白い龍気が散っている。一キロを超える巨大な身体からだを護まもり、触れるもの全すべての龍気を侵蝕して、変化させてしまう侵しん蝕しよく光こう帯たいだ。

　それに触れた海の水が釼塵が司るもの、つまりは金属に変わっている。

　ちょうど流氷を割るように、ベヒーモスは自ら金属に変えた海を砕きながら進んでいる。

　ぞっとする光景だった。

「……しかし、それはおかしい」

　眉まゆを動かして、杏は呟つぶやいた。

「釼塵の五帝、《釼けん塵じん帝てい》エリスの活動は主に北米を中心としているはずだ。神出鬼没で、戦闘報告も釼塵の剣皇アーリン・ゴルドウィンとの遭遇戦の一度のみ。様々な形の武器を用いる巨大な金属塊だった……というその報告以外では実体もわからず、映像すら残っていない相手だが」

「そう。現在の王おう種しゆ四号エリスの活動拠点は北米。二十二の都市、村落から住民のみが消滅する……その事件を起こしたとされているわ」

　住民たちの行方は知れない。

　ボクもニュースでその存在は知っていた。関東を襲撃した《烈れつ火か帝てい》ホルスや《皇こう土ど帝てい》タイサイとは別種の、どこか陰湿さすら覚える不気味さを感じる。今年に入ってからも失しつ踪そう事件は確か一度起きている。

「なら、エリスは今、日本に来ているのか？　五ご帝ていなしに剋こく獣じゆうの出現はありえない。近この衛え種が北米で作られたとは考えにくい。あの巨体が北米から日本まで発見されることなく来ることなんて不可能だ。いや、エリスが日本に侵入しているとしても、何な故ぜ、ベヒーモスは《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》に姿を現した？」

　杏あんずの表情は苦々しい。

「ベヒーモスの進路は？」

「東です。関東圏を狙ねらう可能性が非常に高いです」

　タタラさんが告げた。

「わかった。それなら、私が洋上で迎え撃つ」

　迷うことなく杏は言った。

「烈れつ火かの龍りゆう気きは釼けん塵じんの龍気に対して強い。古代中国の五行説でいえば、火剋金。激しい炎の熱は金属を溶かす。ゆえに烈れつ火か剣けんなら、近衛種であろうとも一方的に撃破が可能だ」

　杏はベッドから身を起こそうとする。

「待ってください。紅あか地ち殲せん滅めつ官かん」

　それをタタラさんが止めようとする。

「準備をしないといけない」

　そう言った杏は英雄だった。迷いなんてない。

　だけど、ボクには杏が怪け我がの痛みを堪こらえていることがわかる。額に滲にじんでいる汗は暑さからくるものじゃない。

「まだ起きてはダメよ。紅地殲滅官。私からもお願いするわ」

「シビさんまで」

「紅地さん。あなたの傷はまだ塞ふさがっていないわ。龍気の影響も鑑みれば、最終的に傷が残らないところまで回復すると、医師も言っていた。だけど、重要器官を逸それていても、タイサイから受けた傷はわずかとはいえ背中にまで貫通している。骨にも罅ひびが入っているのよ。龍気で強化されていなければ、動ける傷じゃないの」

「だが、ベヒーモスが沿岸に近づくまでに倒さなければ、多くの被害が出ることになる」

「倒せるなら、私は今の状態のあなたにも出撃をお願いしたと思うわ。確かに、釼塵の異界外来種が相手なら、それが近衛種だとしても、苦もなく勝つことができるでしょう」

　そういうと、シビさんは胸元にあるネックレスに触れた。

　細い銀の鎖くさりの先には黒く滑らかな宝石のようなものが光っていた。鱗うろこにも似た変わったデザインをしている。

「どういうことだ？」

　応こたえる代わりに、シビさんが映像を拡大する。

「敵はベヒーモスだけじゃない」

　ボクは目を見張る。

　釼けん塵じんの龍りゆう気きで金属に変えた海を割って進む、鉄色の鱗うろこで覆おおわれた島のようなベヒーモスの巨体の周り、割り砕かれて沈んでいく金属と青い海が入り混じる中に何かがいる。

　海の中から黒い鋏はさみが突き出した。

　それは黒い甲殻で全身を包む海え老びのような剋こく獣じゆうだった。異様に大きな鋏を持つその姿はただの海老というよりもロブスターやザリガニ、あるいは逆に、海老の胴を持つ蟹かにのようにも見える。

　ベヒーモスと比べればずいぶん小さく見えるけど、それは釼塵の近この衛え種が大き過ぎるだけで、多分、この黒い剋獣は何十メートルもあるはずだ。

　それも、一体だけじゃない。数十を超える群れが海の中に潜んでいる。

「重じゆう騎き種カルキノスか」

　杏あんずがその名前を口にした。

「アーリン・ゴルドウィンの《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》奪還作戦の時に、大量に出現した重騎種よ。その強固な甲殻は、侵しん蝕しよく光こう帯たいを破られてなお銃弾を防ぎ、大型の鋏は装甲車をも切断した」

「多くの犠牲者を出した剋獣だ……」

　杏の声に苦いものが混じる。

　釼塵の剣けん皇おう、アーリン・ゴルドウィン率いる民間軍事会社ヘパイストス。獣人を組み入れたその部隊を中心として行われた《近畿侵蝕圏》奪還作戦に、杏はバックアップとして参加していた。

　作戦は失敗に終わった。

　そして、撤退戦の中で多くの人を助け、多くの人の死を看み取とった。

　あの時、杏が流した涙と、傷ついた姿を、ボクは忘れることができない。

「こいつは流りゆう渦かの重騎種のはずだ。何な故ぜ、釼塵の近衛種と共にいる？」

　シビさんは首を横に振った。

「残念ながら現段階では何とも言えないわ。最悪の想定をすれば、近衛種ベヒーモスによる攻撃において、王おう種しゆ四号エリス、王種五号オケアノスが協調しているとも言える」

　シビさんたちの表情は事態の異常さと深刻さを現していた。

　この世界に剋獣が現れてから、五ご帝ていが力を合わせるなど聞いたことはなかった。

「さっき、ベヒーモスの目的地が関東圏の可能性が高いと、タタラが言ったわね。それはカルキノスの一群が、ベヒーモスを先行する形で駿する河が湾わん沖合まで進んでいるからよ。多くはベヒーモスを護まもるように展開しているけど……」

「王種同士が協調、連れん携けいしている可能性が高いか……」

「そうね。しかも、ベヒーモスには紅あか地ち殲せん滅めつ官かんが最も苦手とする流りゆう渦かの異界外来種が護衛についている。さらにあなたは今、重傷を負っている」

「烈れつ火かの龍りゆう気きは流渦の龍気に弱い……」

　ボクはうめく。

　古代中国の五行説でいえば、水剋火。当たり前のことだけど、水は火を消し去る。

《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》奪還作戦での撤退戦で、杏あんずはその不利を承知で戦い、防御を破られて重傷を負っている。今の身体からだで杏が戦えば、結果は言うまでもない。

「だから……私はもう一度、お願いしようと思うの。ベヒーモスが関東圏に到達するまで、猶ゆう予よはあと三日。だけど、考えてほしい」

　シビさんが眼鏡の下の目でボクをじっと見つめる。

　冷たく見えると思っていた目だけど、その奥には確かな熱を感じる。

「黄き塚づか光みつ義よしくん。私たちに力を貸して」

「ボクがいきます」

　迷うことなく応こたえた。

「黄塚くん……！」

　杏が声を上げる。

　だけど、こんな状況なんだ。

　戦えるなら……身体の半分が剋こく獣じゆうだとしても、ボクがやるしかない。

　杏が抗議するようにボクを睨にらんでいたけど、ボクは……！
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　杏あんずのお見舞いに行った次の日、ボクはいつもどおり普通に学校に登校した。

　ただ、池いけ袋ぶくろの戦いの前とあとで、登校環境はちょっと変わっている。

　ボクは学校の行き帰りを《桔き梗きよう》の職員さんに送ってもらっていた。

　その人は背広を着て、帽子をかぶっている。

　だけど獣人だ。犬の獣人で、どこか優しい雰ふん囲い気きの目をしている。

「今日もすいません」

「いえ。こうしないと、道々大変でしょう」

　マスコミの取材とかで普通に登校もできないし、他も大変だろうから……って、ことでしばらくはこうして送り迎えしてくれるらしい。

　ふと、ハンドルを握るその人の手に包帯が巻かれていることに気づく。目の上にも大きな絆ばん創そう膏こうを貼はっていた。

「もしかして、その怪け我が……。先週のタイサイの攻撃で」

「ああ。品しな川がわに出現したタイサイの一部を食い止めるために、特とく守しゆの応援に出たんですよ。最前線ってわけじゃないのに、怪我をしちゃって。情けない」

　犬の獣人さんはそういうふうに言ってくれるけど、もっと早くタイサイを仕留めていれば、怪我をさせることもなかったんじゃないかと思ったりもしてしまう。あの戦いの中で命を落とした獣人もわずかだけどいるんだ。

　特守や《桔梗》に身を置いて、異世界の獣人は、自分の世界でもないこの世界のために戦ってくれている。

　こんな……ボクなんかの送り迎えなんてさせてしまって、申し訳なくてしかたがない。

「黄き塚づかさん。着きましたよ」

　言われて我に返った。

「いつもありがとうございます」

　頭を下げる。

「いえいえ。あ、帰りも僕が来ますから」

　そういうふうに望んだわけでもなかったのだけど。

　とにかく、もう一度、送ってもらったお礼を言って、車を降りた。

「いた！　剣皇だ！　新しい剣皇！」「少しだけ！　少しだけお話を！」

　そうだ！　マスコミだ！　待ち構えられていた。

「すいません！　今から学校なんで！」

　追いつかれる前に校内に入ってしまう。

　……一週間前、タイサイとの戦いが起きる前とは全すべてが違ってしまっている。

　マスコミに追いかけられる日が、ボクに来るなんて思ったこともなかった。

　教室に向かって歩いていると、あちこちから視線を感じる。みんながボクを見ていた。自意識過剰だという話ならそれでいいのだけど、露骨に見られているので間違いはない。

　杏あんずは多分、剣けん皇おうになってからずっとこんな視線に晒さらされてきたのだとしみじみと思う。

　だけど……杏に対してと、ボクに対してのみんなの反応はけっこう違う。

　杏はいつもみんなに囲まれていた。その輪の中にあった。誰もが杏を頼りにしていた。

　でも、ボクは遠くからじっと見られるばかりで、近づいて来る人はほとんどいない。

「杏は本当に英雄だよなぁ」

　杏が剣皇になったのはまだ中学生の時だ。みんなを護まもるために戦い続けて、《烈れつ火か帝てい》ホルスまで討ち果たした彼女は、高校生になった頃には、英雄として、この学校の……世界のみんなに受け入れられていた。

　ボクは剣皇になったばかりで、みんなも戸惑いのほうが大きいんだろう。

　時々、こっちををチラチラと見ながら、何か喋しやべっている人もいる。

　陰口というわけじゃない。ただ、こちらに聞こえないように喋っている……はずなんだけど、困ったことにボクの身体能力は皇こう土どの龍りゆう気きの影響で普段もけっこう強化されてしまっている。もちろん聴覚もだ。

　なので、遠くの声とかも意識してしまうと聞こえてしまう。

　そういえば、杏もボクの心臓の音や、克かつ也やの鼻息を聞いていた。後者はなんでそんなことしちゃったんだろう……って感じだけど。

「すごかったんだってね。《仏》先輩」「『《仏》の時間は終わった』が、決め台詞ぜりふだったらしいぜ」

　……まさか自分の呼び名がここまで《仏》だったなんて。思いにもよらなかった。

　確かに《仏》の黄き塚づか光みつ義よしとか、《歩く人畜無害》とか言われてたみたいだけど。

　あと、その決め台詞は口にするとすごく後悔しそうだ。テレビで流れたりすると恥ずかしさで多分、死んでしまう。

「かっこよかったらしいね。『貴様には三度もチャンスはやらん。俺の《仏》は一撃必殺！』」「《仏》怖っ!?　神よ、人類は仏を失ったというのか」

《仏》というものの定義に一石を投じていると思う。

「内緒なんだけど……実は黄塚くんって、柳や生ぎゆう一族の血を引いてるらしいよ。実は剋こく獣じゆうが攻めてくることは江戸幕府が開かれた頃から、時の権力者に警戒されていて、将軍家指南役の裏の顔は剋獣を討つことだったらしい。だから、その血を継いだ黄塚くんは幼い頃から血が滲にじむような訓練を受けていて、本当はめちゃくちゃ強いんだって。名前がミツヨシなのがその証拠。つまり、あの柳生十じゆう兵べ衛え三みつ厳よしのミツヨシとは、つまり、剋獣と戦う使命を帯びた者の称号で、黄き塚づかくんもその称号を受け継いでいるんだ」

　我が家すごい!?

「ベヒーモスの目標聞いたか？　横よこ浜はまらしいぞ」「わりと近いなぁ……。紅あか地ちさん、大怪け我がしてるんだろ？　《仏》とかいうので大丈夫かよ」「どうだろうな。うちの兄貴は横浜壊滅ぐらいは覚悟しとけって、特とく守しゆの中の人が掲示板に書いてたって、友達から聞いたんだってさ。中華街終わったって。ツイッターで【拡散希望】と」

　確証ない情報の拡散はやめよう！　伝わってほしい、ボクのこの気持ち！

　……ともかく、横浜上陸は初耳だし、多分、デマだけど……プレッシャーを感じる。

　実のところ、ボクがベヒーモスと戦うのかどうかはまだ確定していない。ボクは引き受けたいと思っているし、シビさんもそのつもりのようだったけど……。少なくとも公式の発表はない。

　それでも……ボクが戦ったとして。ベヒーモスを止めることができず、もし、上陸なんてされてしまえば、大きな被害が出てしまうんだ。街が壊れて、家がなくなって、想おもい出での場所が失われて……人だって死ぬ。

　考えるうち、教室に辿たどり着ついた。

　いつもどおりに挨あい拶さつして、いつものように席に着く。

　みんなも同じように挨拶を返してはくれるけど、他のクラスや学年の人たちと同じで、どこか遠慮しているのを感じる。同時にベヒーモスとの戦いへの期待も感じる。

　手を見ればちょっと震えてしまっていた。

　ボクなんかがこんなことを思うのは思い上がりかもしれないけど、多分これが、剣けん皇おう、紅地杏あんずが抱え続けてきた重圧なんだと思う。

　杏が胃を悪くしたりしたのを苦笑してなんていられない。ボクも胃痛に効くらしい納豆のお世話になる日が来てしまったんだろうか。

「よお、おはよう。ヒーロー・ザ・《仏》」

　ポンと肩を叩たたかれた。やけに馴なれ馴なれしい態度と気軽な声。

　振り向ければ、爽さわやかな雰ふん囲い気きをまとう甘い顔立ちのイケメンがいる。

「お前、なんかムカつくねん」

　その顔を歪ゆがめて、関西弁で吐はき捨てる。

「朝一番に、ボクはなんでそんなこと言われたの？」

　いたのは、クラスメイトで多分、親友だって言ってもいい相手、阪さか井い克かつ也やだった。

「理由やったら三つある。ひとつはもうわかっとる思うけど、お前が紅地さんの幼なじみやからや。運命的に許せん」

「じゃあ二つめ」

「それはお前が紅地さんと同じになったことや。何が剣皇やねん!?　チヤホヤされやがって、なめとんか、ワレ！」

「そこで三つめは？」

「なんで俺ちゃうねん!?　剣けん皇おうなるの俺ちゃうねん!?　剋こく獣じゆうとかボコって、紅あか地ちさんが俺の胸に飛び込んでくるやろ!?　嗅かぐやろ!?　イイ匂においやろうが!!」

「ちゃんと聞いてみたけど、途中からあまり理解できなかったよ」

　虚空にある何かを抱きしめて、克かつ也やは鼻息荒く何かを吸い込んでいた。

「ほんと、顔だけはいいのに……」「また深呼吸してるわ。酸素を与えたくない」

　わりと露骨にクラスの女の子が離れていく。いつもどおりだ。

「死ねーっ!!」

　いきなりチョップされた。

「痛い!?」

「なんや？　やられっぱなしか？　おいおい、剣皇さん、どないしたねん？　調子悪いんかー？　いてまうで、あー？」

「本当にイラッとするなぁ」

「そこで皇こう土ど剣けん出して殴り返せへんあたり、《仏》やな」

「チョップ一発で皇土剣出すのは、地獄の鬼でもどうかしてるんじゃないかな」

　言いながらも、ボクはなんだかホッとしていた。

　色々な意味で……になるけど、克也は変わらない。

「でも、チョップはそろそろやめて。痛いって言ってるだろ!?　何発殴るんだよ!?」

「そんなことどうでもいいねん」

「……よくないんだけど。チョップ続いてるんだけど」

「紅地さん、大丈夫なんか？　怪け我がの具合、どうやねん。もう一週間休んでるやろ」

　色々不純なところはあっても、克也が杏あんずの心配をしてくれているのは確かだった。

　クラスの他の人も聞き耳を立てていたりする。

　みんなが杏を心配してくれている。それが嬉うれしい。

「大丈夫だよ。傷は深かったけど、最終的には跡も残らないって。動くこと自体はもうできるし」

「そうか……。それやったらええねん」

　克也はやっとチョップをやめてくれた。

　だけど、身を乗り出して近づけてきた顔に安あん堵どの表情はない。

「そやけど……。動けるってことは、ベヒーモスに当たるんとちゃうんか？　戦わせられるんとちゃうんか？」

　声をひそめる。

　克也はそれを案じてくれている。

　杏あんずがベヒーモスを倒すことを期待する人がいて、傷ついていても杏が戦うことが当たり前みたいにも思われる。それに苛いら立だちを憶おぼえてしまうのも確かだ。でも、違う人もいる。

「できれば……ボクが戦いたいと思ってる。そうお願いしてる」

「そうなんか。それやったら安心や。お前が行くんやったら、俺も心配せんでええしな」

「それは……ありがとう」

「そやけど」

　克かつ也やはボクの肩を叩たたいた。さっきよりも力がこもっている。

「お前、慣れてへんやろ。紅あか地ちさんとは格がちゃうんやし、無理はすんなよ」

「心配してくれるんだね。ありがとう」

　素直に感謝する。

　だから、克也は変態だけど、イイ奴やつなんだ。

「いや、俺はこう言いたいんや。お前が活躍した時にな。『皇こう土どの剣けん皇おう。あーあー、あいつな。あれはな。俺が育てたんや。まあ、まだまだやけど……できた奴やろ？』って」

　今日一番のドヤ顔を見た。

「育てられた覚えは皆無なんだけど」

　でも、少しだけど心が軽くなった。
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「ただいまー」

　家に駆けこんでドアを閉めて、ホッと胸を撫なで下おろす。

　ここはボクの自宅だ。帰り道もあの犬の獣人さんに送ってもらった。

　そして、また待ち構えていたマスコミがいて、ちょっと大変だった。

　獣人さんがあらかじめ車を壁にするように停とめてくれてなかったら、捕まっていたと思う。マスコミの怖さと獣人の優しさが身に染みてしまった……。

　あと、杏は本当に大変だったんだなーと思う。

「杏みたいに屋根の上走るようにしようかな……」

　そんなことを考えながら、リビングに入る。

「おかえり。光みつ義よし」

　言ったのはカウンターキッチンの向こうで食器を洗っている母さんだった。

　テーブルに座って新聞を広げている父さんはこちらをチラッと見ただけで何も言わない。

　母さんはいつ見ても大きい。横にじゃなくて、縦に大きい。

　女性としては長身とか、そういうレベルじゃなくて、ボクよりも背が高い。そのわりに顔は若いし、多分、それなりに美人だとは思う。

「お母さん、モデル体型なの。モデルできちゃうの」って、自分で言わなければ、モデル体型だと素直に評価したかもしれない。

　反対に父さんは背が小さい。多分、同年代の平均より少し小さいボクよりも頭ひとつ分ぐらい小さい。眼鏡をかけていつも気難しい顔をしている。

　だいたい全部が逆の夫婦だとボクは思っている。

「父さん」

　母さんがカウンターをドンと叩たたく。

　父さんは眼鏡の下、気難しさを煮詰めたような目でそっちを見た。

「お帰りって言わないとダメ。母さん、許さんよ」

「おかえり」

　父さんは即座に言った。

　ちなみに力関係は母さんが九で、父さんが一だってわかってた。

　ボクは思わず苦笑しながら、もう一度、「ただいま」と言った。

　父さんは何事もなかったかのような顔で新聞に目を落とす。

　正直、今さら取とり繕つくろっても手遅れだ。いつも言われるんだから、最初から普通に喋しやべっていればいいのに……。

「あ、光みつ義よし。ねえねえ」

　手を拭ふきながら、母さんがやって来る。

　そして、おもむろに色紙を取り出した。

「サインして。ねえねえ、サインして」

「……もう何度目かになるんだけど、実の息子にすらサインをねだる母さんのミーハー具合にいまだ心底驚いてるよ」

「だって、光義。杏あんずちゃんにあまりサインをねだるなって言ったじゃない。必然的に光義が書くことになるのよ」

「理り路ろ整せい然ぜんとしてるようで、本当はそんなことないよ？」

　荷物を置いて、色紙を受け取る。

　実際、杏はボクの家に来るたびに、サインをねだられて困り果てていた。

　みんな知らないけど、杏はサインをするだけですごく恥ずかしがっているんだ。その練習は散々……それこそ血が滲にじむぐらいやっていたけど。

「もう三枚ぐらい書いてるよ」

「玄関に飾るものを忘れていたのよ」

「杏のサインを飾ってなかったっけ？」

「杏ちゃんの……烈れつ火かの剣けん皇おうのサインと、我が息子、皇こう土どの剣皇のサインが並ぶ。それ、すなわち、世界の希望よ」

「確かに希望だね……。我が家の玄関に掲げられているけど」

　実の親にサインをねだられるのが恥ずかし過ぎる。

　父さんがチラチラとこちらを見ていた。

　見てるの気づいているんだけど。助け舟がほしいんだけど。

　でも、力関係が九倍上の相手に、父さんが勝てないことも知ってた。

　とりあえず、書くだけ書こう……。

『いえ。ボクなんてたいしたことはしていないです。紅あか地ちさんを少し手助けしただけで』

　いきなりテレビから聞き覚えがあり過ぎる声がした。

　危うく色紙じゃなくて、テーブルにサインするところだった。

　バッ！　と顔を上げると、テレビにはボクが映っている。

　何度か見た覚えがある、タイサイとの戦いの次の日にインタビューを受けた時の映像だ。

　ガチガチに緊張して、なんだか挙動不審でキョロキョロして、時々、言葉につっかえている。今、噛かんだ。

　チラリと見れば、母さんがニコニコしながらそれを見ていた。

　無言だけど、父さんもガン見してる。

「杏あんずちゃんのかっこよく決まっているのもいいけど、我が息子の初々しさにもたまらんものがあるわね。うふふふ」

「チャンネル変えていい？　いいよね？」

「ダメよ」

　母さんが言うと、父さんはテレビのリモコンを自分の傍そばに引き寄せた。

　言いなりか!?

　しかも、ボクはテレビ台のレコーダーが録画中を示す赤いランプを光らせていることにも気づいてしまった。

「うわっ!?　録画されてる!?」

「池いけ袋ぶくろの事件から光みつ義よしがテレビに映りっぱなしだもの……。むしろ、どのチャンネルを録画するか。どのテレビ局が最もステキに我が息子を映しているのか。それを見極めるセンスはお母さんの双そう肩けんに託されたわ」

「託してないんだけど……。録画停止したら……あ、ダメなんだね」

　父さんがレコーダーのリモコンも確保しているのを見て、深くため息をつく。

　ボクは杏の活躍をなんとしても残しておきたくて、烈れつ火かの剣けん皇おうの特集と見たら、とにかく録画していたわけなんだけど、あの時の杏の気持ちがよくわかってしまった。

　自分の出ているニュースとか特集とか、録画されたり、同じインタビューを何度も何度もテレビで見るのは確かに、恥ずかしいとか恥ずかしくないとか、そういう問題じゃない。

「あ、光義がビルを蹴けりそこなって、落ちそうになっているわ。これも初々しいわね」

「うわもう!?　そんなところまで映ってるの!?　一般の人の提供？　スマホにカメラをつけることそれ自体に一石を投じたくなるんだけど。ノーモア盗撮だよ！」

「ステキよ。光みつ義よし」

　母さんが親指を立ててきた。

「皇こう土どの剣けん皇おうは母さんが育てた」

「うん……確かに育てられたけどね」

　本日二回目の今日一番のドヤ顔を見た。

　まさか克かつ也やと同じことをするなんて……。

「む……」

　父さんが小さくうめく。

　見れば気難しそうな顔でテレビを睨にらんでいる。

「テロップがかぶった」

　ボソリと言う。

　いまだボクの特集が流れているので、あまり画面を正視したくなかったけど、気になったので見てしまった。

　遠くから撮影された池いけ袋ぶくろに現れた剋こく獣じゆうの群れの映像。それに重なる形で、画面の上のほうには確かにテロップが出ている。

『新しん宿じゆくでビル火災。テロの可能性』

「《八雷やくさ》というやつか……」

　父さんは苦虫を噛かみ潰つぶしたように表情を歪ゆがめる。

　機嫌のよさそうな顔をあまり見せない人だけど、これだけ不機嫌な顔をするのも珍しい。

「《八雷》って、獣人のテロ組織よね。ここのところ、日本でも多いわよね。こういうの。獣人に関する仕事をしてるところばかり狙ねらってるんでしょ？」

　母さんも顔を曇くもらせる。

　テレビに出ている情報は速報のテロップなんで詳細はわからないのだけど、確かにこれまでニュースで見てきた国内の《八雷》の事件は、獣人の援助とか、獣人に向けた医療とか、そういうのに携わっている企業が多かった。

「あんなことしたら、真面目まじめにがんばっている他の獣人さんに迷惑だって思わないのかしら？　特とく守しゆとか、イイ人ばかりなのに。隔かく離りされたりしている獣人さんたちの境遇を考えると……少しは気持ちもわからなくはないけど」

　獣人たちによるテロ組織《八雷》。

　その存在はボクも知っている。南米とか中国とか、特に海外でのテロ活動が多いのだけど、母さんが言うように、最近は日本での活動も目立ってきている。

「《八雷》が五ご龍りゆう剣けんのひとつを持っているっていう噂うわさもあるわね。本当なのかしら？　光義は知ってる？」

「さあ、どうなのかな」

　言いながらもボクは以前、杏あんずが言っていたことを思い出す。

　四し海かい天てん宮きゆうで生まれ、唯一、剋こく獣じゆう五ご帝ていに対抗することができる武器。五大龍りゆう気きを司つかさどる五振りの剣。対異界外来種剣撃兵装、五ご龍りゆう剣けん。

　そのうち、烈れつ火か剣けんは紅あか地ち杏が、皇こう土ど剣けんはボクが、釼けん塵じん剣けんはアメリカのアーリン・ゴルドウィンが持っている。流りゆう渦か剣けんは行方知れずで最悪、失われている可能性すらあるらしい。

　杏は言った。

『嵐らん樹じゆ剣けんも存在は確認されているんだが……あれを持つ者は剣けん皇おうとは言えない』

　嵐樹剣は失われてはいない。

　以前、杏は漏らしていた。《八雷やくさ》が嵐樹剣を所持している。

　直接語ってはいないけど、その言葉を逆にとれば嵐樹剣に選ばれた者が《八雷》にいるということだ。

「どうしてこんなことをするんだろ……」

　繰り返し表示されるテロ事件のテロップを見て、ボクは呟つぶやいた。

　母さんの言うとおりだ。ボクの知る獣人は……カラスキさんやタタラさん、シビさんを含む四海天宮の人たちはこの世界に害を為なそうなんてしていない。今日も犬の獣人さんにお世話になったばかりだ。

　獣人たちにとってこの世界は自分たちの世界じゃないのに、それを護まもるために命をかけて戦ってくれている。

　命をかけているのは剣皇も同じだ。

　烈れつ火かの剣けん皇おうで、ボクの幼なじみの杏も、失敗したとはいえ、《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》奪還作戦を敢行したアーリン・ゴルドウィンも、その力を人のために使っている。

　なのに、嵐樹剣の持ち主と、《八雷》という組織の獣人は……。

　もちろん、理由はあるのかもしれないけど、納得なんてできない。

　ボクも母さんや父さんも黙り込んでしまっていた。

　なんとなくリビングに重い空気が満ちる。

「光みつ義よし。心配よ」

　小さな吐息と共に母さんが言った。

「え？」

　一瞬、何のことかと思って、思わず手元の色紙に目を落とした。

　色紙には普通の楷書で『皇こう土ど剣けん皇おう　黄き塚づか光義』と書いてある。玄関に飾っている『烈れつ火か剣けん皇おう　紅地杏』に合わせたのだけど、あっちはすごく流麗でサインらしいサインだ。杏が三日三晩練習して、しかも練習を継続しているからこその賜たま物ものだって、ボクは知ってる。

　なんだか申し訳のない自分のサインの出来を見ると、確かに練習したくなる。

「サインのことじゃないわよ」

「あ、うん」

　母さんは言いにくそうにしていた。

　代わりとでもいうように、父さんが口を開く。

「自分の息子が戦いに行くかもしれないんだ。母さんが心配しないわけないだろ」

　ボクのほうを見ずに渋い顔で言う。

「お父さんが心配しないわけもないわよね」

　母さんが言うと、父さんは目を逸そらす。

「素直になりなよ」

「……少しだけな」

　父さんがボソッと言った。

「ともかくだ」

　咳せき払ばらいして、父さんは続ける。

「親としては、お前が特務殲せん滅めつ官かんに就くことは反対だ」

「父さん……」

「だが、この世界が置かれた状況はわかっている。世界は異界外来種が来る以前の状況を保つことができている。だが、近きん畿きを見れば、それは剣けん皇おうがいて、五ご龍りゆう剣けんがあるからこそ、辛かろうじて保たれているだけなのだとわかる。だから、親でも止めることはできん」

　父さんは言葉を切って、もう一度口を開いた。

「お前はどうする気だ？」

　父さんは険けわしい表情を崩さないし、母さんもボクを心配そうに見ている。

「……まだ考えてる」

　ボクは煮え切らない言葉を返した。

　五龍剣を振るい、剋こく獣じゆうと戦う。ただ、それだけなら、ボクの答えはもう決まっていた。

　これまでただ見ていることしかできなかった杏あんずの孤独な戦いを助けることができる。それはボクがずっと願い続けてきた力だ。

　だけど……。

　また、血の匂においがした。掌てのひらにはあの時の感触が残っている。心にはあの時の感情が、愉ゆ悦えつとして残っている。

　近この衛え種ベヒーモスとはボクが戦いたいと思っている。でも、そのあとは？　龍りゆう気きを失わなければ大丈夫だとしても、杏と同じ立場で、杏と一緒に戦う資格があるんだろうか？

「考えているならそれでいい」

　父さんは広げたままだった新聞に視線を戻した。

　ふと見れば、テレビにはベヒーモスの映像が映し出されていた。

　海を行く鉄の獣。あと二日で関東に到達する巨大な敵。

　太平洋岸の各地で避難する人たちと、その人たちへのインタビューが映し出される。

　ベヒーモスが行き過ぎても、倒されるまでは避難所での生活が続く。

　そして、挿入されるのは《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》近辺の過去の映像だ。

　黒い甲殻を持つ蟹かにの剋こく獣じゆう、重じゆう騎き種カルキノス。

　手撮りのブレた映像の中で、それが上陸して、港町を蹂じゆう躙りんしている。触れたものを水に変えながら、黒い巨体が街を行く。

　ベヒーモスはあれよりもずっと巨大だ。

　父さんも母さんも不安げにそれを見ていた。

　ベヒーモスの目指す場所は先行するカルキノスの進路から、関東にほぼ確定している。

　カルキノスに蹂躙されていく過去の街の光景に、お台だい場ばや、川かわ崎さき、横よこ浜はまの街が重なる。

　また、新しん宿じゆくのビル火災のテロップが表示された。
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　揺れる銀色の髪。タタラさんが駆ける。

　握りしめた槍やりをしごき、突き出した穂先がボクの目の前に迫り来る。

　それをよけて、距離を離そうとボクは後ろに跳んだ。

　ボクの周囲には黄に近い金色の光が散る。

　身体からだが同じ色の鎧よろいに包まれていた。龍の鱗うろこにも似た意匠が刻まれたその鎧は、皇こう土ど剣けんが龍りゆう気きを凝ぎよう縮しゆく、物質化して作り出した龍りゆう鱗りんだ。

　ボクの手には自分の身長よりも長くて、分厚く頑強な刀身を持つ皇土剣がある。刃やいばに刻まれた龍の紋様が龍気の光でキラリと光る。

　対して、ボクに槍を突き込んだタタラさんは池いけ袋ぶくろで見たスーツ姿でも、杏あんずの病室で見た和風のメイドさんのような姿でもなかった。

　踏み込んだ脚は太ももまで露あらわになっていた。華きや奢しやに見えるタタラさんだけど、その身体が鍛きたえられて引き締まっていることがよくわかる。

　袖がなくて、スカートには深いスリットが入ったワンピース状の服は、チャイナドレスに似ている。その脚や腕、胸元に強化プラスチックの装甲がなければだけど。

　外れた槍を引き戻して、勢いを殺さずに振り回す。

　タタラさんの使う槍はその身長の倍ぐらいある上に、柄えまでの全すべてが金属でできている重量級の代物だ。それを軽々と取り回している姿が信じがたい。

「逃れていては訓練になりませんよ」

　タタラさんは腰を軽く落として槍やりを構える。

「はい」と、応こたえると、ボクは皇こう土ど剣けんを握りしめてタタラさんと相対した。

　杏あんずの病室を訪ねた翌々日。ベヒーモスの関東圏到達が予測されている日まであと一日。

　ボクとタタラさんは広い部屋にいる。部屋というにはあまりに広過ぎる……ちょっとしたグラウンドぐらいはあるその空間は、《桔き梗きよう》本部の地下にある訓練室だ。

　一見、フローリングのように見える床と、そこに描かれたライン。なんとなく学校の体育館を思わせるけど、床も壁も衝撃を吸収してくれる軟質素材で作られているんだとタタラさんは言っていた。

　クリーム色の壁にはうっすらと龍りゆう気きが循環しているのが今のボクにはわかる。龍気を用いての訓練でも簡単には壊れないようにしているらしい。詳しい原理は聞いていないけど、大型の設備だからこそできることだそうだ。

「ありがとうございます。タタラさん。忙しいのに、わざわざ訓練してもらって」

「お気になさらず。私たちにとっても必要なことです」

　タタラさんは表情を変えずに言う。

「黄き塚づかさんは皇土剣の剣けん皇おうになり、初戦にもかかわらず、王おう種しゆ三号タイサイとの激しい戦いを切り抜けました。驚きよう嘆たんに値します。しかし、黄塚さんがいまだ皇土剣と龍気の扱いに慣れていないことも確かです。そのため、ベヒーモス迎げい撃げきの前に、ほんの少しでも、龍気を用いての戦いに慣れていただかなければならないと、私たちは考えています。そのための訓練を行うのは、私の役割です」

「ベヒーモスはやはり関東に上陸するんですか？」

「先行するカルキノスの一隊が伊い豆ず半島沖に先行、待機しています。少なくともそこより東なのはもう間違いありません」

　構えを崩さないまま、タタラさんは続ける。

「近この衛え種ベヒーモスの進路、関東圏への正確な到達予測時刻、王種五号オケアノスとの関係や、王種四号エリスの動きなどは、現在、《桔梗》天文室、特とく守しゆの調査部隊、さらには釼けん塵じんの剣皇、アーリン・ゴルドウィンが率いる多国籍企業ゴルドウィンを通じて米国政府の協力を得て調査を続行しています。それらが完了するまでにできる限り、黄塚さんに経験を積んでもらいたいと考えています」

「うん。……紅あか地ちさんは、ボクが戦うことにまだ反対しているけどね」

　昨日の夜、杏からは『できればやめてほしい。お願いだ。私がなんとかしてみせる』と、メールが届いた。

　ボクは戦いたい。そうメールを返した。

　ボクの経験不足もそうだけど、単純に、杏が優し過ぎるから、反対しているのは確かだ。

　杏はボクの身体からだを心配している。ボクの中にいる剋こく獣じゆうがどうなるかわからないと思っている。

　だけど、あんな怪け我がを負ったままの杏あんずを戦わせたくはなかった。

「黄き塚づかさん？」

「あ、大丈夫です。すいません」

　今は集中しないといけない。とにかく、強くならないといけない。

　ベヒーモスとの戦いで龍りゆう気きを枯こ渇かつさせるようなことがあれば、ボクはまたおかしくなってしまう。自分の身体からだのことだからわかる。

　だから……戦う方法をちゃんと学ばないといけない。

　雑念を振り払って、目の前のタタラさんを見み据すえる。

「私では剣けん皇おうの相手としては力不足かもしれません」

「そんなことは……」

「五ご龍りゆう剣けんの……剣皇の力は絶大です。ただの人間、獣人と剣皇、この差は絶対に埋めることができません。ただ、それでも、わずかばかり参考になることはあると思います」

　タタラさんは真剣な目をしていた。

「私が若輩の身で《桔き梗きよう》の副局長を務めさせていただいているのには理由があります。ひとつは私がシビ局長の補佐をできるだけの龍気に関する知識を持つこと。もうひとつは私にシビ局長の護衛を務めることができるだけの戦闘力があるからです」

　ボクには武術はわからない。ただ、目の前のタタラさんの構えに隙すきらしい隙が見えないことはなんとなく理解できる。

「かつて四し海かい天てん宮きゆうを制した帝国には四し聖せい騎き士し団だんと呼ばれる精鋭騎士団が存在しました。四方を守護するとされる伝説の聖獣の名を冠した四海天宮最強の戦闘集団です。そのひとつ西せい方ほう白びやつ虎この副団長を務めていたのが、私の父、《飛ひ爪そう剣けん》カラスキでした」

　隻せき眼がんの虎こ人じん。特とく守しゆ《桔梗》分隊隊長の姿を思い出す。

「恥ずかしながら、今は家電大好きお父さんですが」

　ボクも思い出した姿は、アロハシャツにサンダルばきで、両手に家電量販店の袋を抱えている隻眼の武人のオフショットだったので、ちょっと申し訳なくなった。

「私の武術と、龍りゆう気き操そう法ほうはお父さんから学んだものです。お父さんやかつての団長クラスには届かずとも、相応の戦力だと自負しています。それでも、剣皇には遠く及ばないでしょう。ゆえに、私はこれから龍気操法を交え、全力をもって黄塚さんを襲います。殺すつもりでいきます。それでも、皇こう土ど剣けんの龍りゆう鱗りんを貫くことはできませんが、龍気を用いて襲い来る剋こく獣じゆうとの戦い方の参考にはなると思います」

　そう言ったタタラさんから異様な迫力を感じる。殺気というのはこういうものなのかもしれない。

「でも、本当に大丈夫なんですか？　タタラさん。こっちは剣を当てちゃって」

　言いながら、皇こう土ど剣けんに目を落とす。

　剣の周囲に黄土の煌きらめきが散る。皇土の龍りゆう気きの光とはまた違うくすんだ光。それは剣を覆おおう砂の膜だ。

　タタラさんに言われるままに、ボクはそれを皇土剣にまとわせていた。龍気の消耗自体は幸いたいしたことがない。

「はい。四し海かい天てん宮きゆうでもよく使われた方法です。こちらでは世界そのものが持つ龍気が少ないため、五ご龍りゆう剣けんでもないとなかなか持続的には使えませんが。噴き出す砂の膜が衝撃を和らげ、刃やいばが直接触れることを防いでくれます。安心して攻撃を加えてください」

「わかりました」と言いながら、ボクは砂をまとう皇土剣を見る。

　それでもまともに当たれば、タタラさんは怪け我がをするんじゃないだろうか……と、思ってしまうのだけど、ボクのような素人がそんな心配をするほうが失礼になる。

「それでは……準備はいいですね？」

　皇土剣を握りしめて頷うなずく。柄つかを握る手にはいつの間にかじっとりと汗をかいていた。

「いきます」

　タタラさんは簡潔に言う。同時に、その白い脚が床を蹴けった。

　離れていた間合いが一瞬で詰まった。スピードというよりも、ムダのない動きで一直線に来たんだと気づく。

　タタラさんの喉のどから裂れつ帛ぱくの気合が放たれた。

　しごきながら突き出される槍やりは最小限の動きで引き戻され、新たな刺突を生む。無数の連打がボクを襲う。

　下がれば、その隙すきを突いて槍自体を大きく振り回して、叩たたき込んでくる。

　よけられないタイミングを狙ねらったその攻撃は重過ぎる一撃だ。

　全すべてが鉄でできた槍を軽々と振り回すタタラさんの腕力と、槍自体の重量が組み合わさった攻撃はまともに受けることもできないほどの威力がある。

　素人のボクに防ぎきることができるわけもない、洗練され、鍛きたえ上げられた連続攻撃が襲いかかる。

　硬いものがぶつかる音が訓練室に大きく響いた。
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「……っ!?」

　ボクはそれを凌しのぎきっていた。

　繰り出された連撃は全て見えていた。鋼鉄の穂先の先端までくっきりと見える。スローモーションにしたわけじゃないけど、スローに見えてしまうような不思議な感覚。

　皇こう土ど剣けんがボクの身体からだに巡らせた龍りゆう気きの影響だ。皇土の龍気がボクの身体能力を著しく強化してくれている。

　それは単純に筋力の話だけじゃなくて、反射神経や動体視力も尋常じゃなく増している。そのことをタタラさんの洗練された動きを見切ったことで改めて思い知る。

　よけながら後退したところに槍やり自体を叩たたきつける大振りの一撃が来た。

　確かにかわせる攻撃じゃなかった。

　だけど、重過ぎるはずの攻撃をボクは受け止めて、難なく受けきった。

　連撃を破られても、タタラさんは止まらない。まだ攻撃は続く。

　叩きつけた槍は皇土剣に絡みつくように離れない。それを支点として、タタラさんは棒高跳びの要領で宙に舞い上がった。

　同時に、タタラさんの唇から澄みきった旋律がこぼれた。歌のようで詩のようで、だけど、聞き覚えのない言葉と音が訓練室に響く。

　槍から離した片手と、チャイナドレスに似た戦闘服からこぼれる銀の尻尾しつぽが滑らかに動く。それは空中に何かを描こうとするような仕草だった。

　タタラさんの周囲で龍気が激しく躍動する。それは鋼鉄の槍そのものが持つ釼けん塵じんの龍気だ。釼塵は金属を司つかさどる龍気。だから、金属はその龍気を宿す。

「龍りゆう気き操そう法ほう、百ひやつ花か繚りよう乱らん」

　釼塵の輝き、白銀ともいえる光が槍から放たれた。

　同時にタタラさんの手にある槍が融解するようにその形を変える。

　白く煌きらめく鉄がタタラさんの両腕にまとわりつき、光の中から何かが放たれた。

　それは白光を帯びた鋼鉄の鎖くさりだった。

　槍から姿を変えた鎖は生きているようにしなりながら迫る。

　とっさに皇土剣でそれを叩き斬きろうとしたけど、鎖は自分の意思で攻撃をかわして、足下からボクの身体に巻きついてきた。

「くっ！」

　その時にはもうタタラさんは次の行動に出ていた。

　鎖を腕の防具に巻いたタタラさんの手の中でさらに白光が煌めく。

　そこにあるものは二本の小刀だった。

　鎖も刀も、タタラさんが龍気操法によって鉄槍を構成する釼塵の龍気を崩し、再構成して作り出したものだ。タタラさんの槍が柄えまで全すべて金属だったのは、多分、最初からこの龍気操法を使うことを念頭においてのことだったんだろう。

「変幻自在の武装連撃。それが百花繚乱です」

　ボクに巻きかせた鎖を手繰って、空中のタタラさんが一気に迫る。

　身動きを封じ、小刀でトドメを刺す。タタラさんはそのつもりだ。

「させない！」

　ボクは全身に力を込めて、そのまま強引に身をよじった。

「くっ……」

　タタラさんが声にならない声を漏らす。

　鎖くさりに絡みつかれたままで、ボクは力任せにタタラさんを振り回していた。

　表情を歪ゆがめたタタラさんは自分の手で鎖を断ち切って空中に逃れる。

　鎖が食い込んだ強化プラスチックの籠こ手てが罅ひび割れていた。

　さらに次の瞬間、ボクに巻きついていた鋼鉄の鎖が呆あつ気けなく弾はじけ飛んだ。

　タタラさんが茶色の目を見開く。

　ボクだってちょっと驚いている。できるとは思ったけど、いくらなんでも簡単過ぎた。

　何か特別な力を使ったわけじゃない。ただ、純粋な腕力で、ボクは鋼鉄の鎖を粉砕してしまった。

「まだです」

　タタラさんは空中で回転して姿勢を制御しながら軽やかに着地する。

　同時にまた床を蹴けってボクへと迫る。

　砕けた鎖の残りや小刀がタタラさんの手の中で今度は大斧おのの形を取った。

　だけど、タタラさんが接近するよりも前に、ボクは皇こう土ど剣けんを横薙なぎに叩たたきつけていた。

　とっさにタタラさんが跳ぶ。

　皇土剣の一撃をかわしてそのまま空中から飛びかかるような動きだった。

　だけど、タタラさんはそうすることができなかった。

「きゃっ」

　悲鳴を上げて、小柄な身体からだが吹き飛ぶ。

　タタラさんは確実に皇土剣をかわしていた。

　だけど、剣が巻き起こした風圧がタタラさんを巻き込み、弾き飛ばした。

「剣圧だけで……！」

　それでも空中で身を翻して、タタラさんは大斧を振りかぶる。

　投げるつもりか？　と、身構えた。だけど、違う。

　鋼の大斧を形作る龍りゆう気きがざわめく。例えるなら水が急激に沸ふつ騰とうする時のように、龍気が荒れ狂い、膨れ上がっていく。

　タタラさんの唇から漏れ聞こえる旋律が大きく変わる。別の龍りゆう気き操そう法ほうを使おうとしている。それも強力な切り札を！

　皇土剣の力を使うべきだ。

　杏あんずの烈れつ火か剣けんが烈火の龍気を炎として吹き出すように、皇土剣は皇土の龍気から鉱物を自在に作り出すことができる。タイサイとの戦いでは、ボクはこの剣に鉱物の刃やいばをまとわりつかせて数十メートルを超える巨剣として振るった。それを振り回すための強化外骨格の役割を果たす鎧よろいだって作り上げて、操った。

　壁を作り、盾にして攻撃を弾はじき返すべきだ。

　そう考えてボクは皇こう土ど剣けんを振るおうとした。

「……っ！」

　それができなかった。迷ってしまった。

　皇土剣の力で鉱物を作り出すには、物質化するための龍りゆう気きが必要になる。

　ボクがこの剣で使う龍気は龍りゆう魂こんが生み出すものじゃなくて、ボクの中にある龍気……剋こく獣じゆうの身体からだが持つ龍気だ。

　杏あんずが命をかけて分け与えてくれた龍気。失えば、ボクは……。

「龍りゆう気き操そう法ほう、飛ひ爪そう剣けん！」

　タタラさんの叫びで、ボクは我に返った。

　大斧おのが虚空を斬きり、斧の全すべてが強烈な銀光を放ち、その中から長大な鉄の刃やいばが伸びた。

　タタラさんが振り回したそれが訓練室を大きく薙なぎ払う。

　さっきまでの攻撃よりも格段に速くて鋭い。

　白光を弾けさせて迫る鉄の塊かたまりをボクはなんとか皇土剣で受け止めた。

　とんでもなく速く重い一撃だけど、龍気で強化されたボクの身体は揺るがない。













　ミシリと音が鳴り、鉄の刃やいばが罅ひび割れて砕ける。

　白い光が薄れていく中、破片が舞い散った。

　タタラさんが着地し、衝撃を殺すために床の上を転がった。

　そのまま膝ひざを立てたタタラさんの手にはもう武器は残っていない。

　さっきの飛ひ爪そう剣けんで全すべての龍りゆう気きが四散したことがわかる。砕けた鉄片がパラパラと訓練室の床に落ちていた。

　タタラさんはボクのほうをじっと睨にらむと、大きく一度吐息する。

「困りました」

　その身体からだから力が抜けた。

　ボクも皇こう土ど剣けんを下ろす。

「私の攻撃全てが見えていましたね。見切っていたというよりも、動きを読み取ることができていたというのが正しいのでしょうけど」

「そうですね」

　実際、そのとおりだった。ボクはタタラさんの動きを先読みしたわけじゃない。強化された反射神経が、その動きを見てから対応する力をくれていた。

「龍りゆう気き操そう法ほうの応用として、私も龍気による身体強化を行っています。しかし、五ご龍りゆう剣けんのものとは比べ物にもなりません。紅あか地ち殲せん滅めつ官かんの力で十分にわかっていたはずなのですが」

　表情はほとんど変わらないが、半分呆あきれたような雰ふん囲い気きを感じる。

「ただ、黄き塚づかさんの動き自体は完全に素人でした。例えば、初撃の槍やりをよけた時は動きにムダが多過ぎましたし、百ひやつ花か繚りよう乱らんの鎖くさりもまともに受けてしまっていました。最後に放った飛爪剣は大岩を両断できる切り札なのですけど……皇土剣なら、そのまま受け止めることができるのですね。龍りゆう鱗りんを突き通せるとは思ってはいませんでしたが」

　よく見ると、タタラさんの尻尾しつぽはひょいひょいと動いている。

　ネコ科の動物が尻尾を動かしている時の機嫌って、どうだったっけ……。犬なら喜んでるって聞いた気がするけど。逆……だっけ。

「すいません。至らなくて……」

「いえ。黄塚さんが素人なのは当然です。この訓練はそんな黄塚さんに戦いに慣れてもらうことが目的なのですから。しかし……素人同然ですら、ここまで強くては……。これでは訓練になりませんね。困りました」

　無表情に見えたけど、タタラさんの耳は心なし垂れていた。

　訓練にならないなんて、そんなことはないと言いたかった。龍気操法を目の前でいくつも見ることなんて普通はないし、龍気の流れがこんなに目まぐるしく変わるのを目の当たりにできたのは、いい経験になっていると思う。

　ただ、タタラさんの言うとおり、戦いとしての緊張感はなかった。

　ここまでの攻防で、ボクは汗もかいていないし、息も乱れていない。タタラさんの攻撃は見えていたし、当たったところで、ダメージにならないこともわかっていた。

「何な故ぜ、戸惑った」

　その時、訓練室の入口のほうから声がした。

　赤い髪がふわりと揺れる。

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん」

　そこには制服姿の杏あんずが軽く腕を組んで壁にもたれて立っている。

　黒い瞳ひとみは鋭くボクを見つめていた。

「戸惑った？　ボクが？」

「そうだ。タタラさんの龍りゆう気き操そう法ほう、飛ひ爪そう剣けん。それが相応の威力を持つことに黄き塚づかくんは気づいていたはずだ。結果的に皇こう土ど剣けんで防ぐことができたが、確実を期すには皇土剣で防御するべきだった。そうしようともしていたはずだ」

　ドキリとした。

　ボクはあの時、龍気を失うことを恐れて、皇土剣を使うことができなかった。

　杏はそれを見抜いている。

「近この衛え種との戦いはやはり私がやるべきだ」

　杏は言った。

「黄塚くんが弱いとは言わない。だけど、今の黄塚くんには荷が重過ぎる相手だ」

「だけど……紅地さんは怪け我がをしている」

　ボクは言い返す。

　どうして、杏がここにいるのかわからないけど……いや、多分、心配して見に来てくれたんだろうって気がしてきた。

　ともかく、そこに立っているだけで、杏が辛つらそうにしているのは、ボクにはわかる。

　剣けん皇おうとしての顔で平然としていても、痛みを堪こらえた表情の変化は一目見れば理解できる。

　ボクは杏の幼なじみなんだ。

「まだ傷が痛むんだろ？」

「この程度、たいしたことはない」

　杏が口元に笑みを浮かべる。その笑みがほんの少しだけ遅かったのが、ボクの言っていることが正しい証拠なのに。

「それに、病院は？」

「ベヒーモスの接近に備そなえて、《桔き梗きよう》本部の医務室に移ることになった。こちらも設備自体は整っているからな」

「確かにその予定ですが、来る時間が少々早かったですね」

　タタラさんが真顔で言った。

　杏あんずはバツの悪そうな顔でそちらを見る。

「黄き塚づかさんを心配していらっしゃったことはわかりました。しかし、紅あか地ち殲せん滅めつ官かんには今は安静にして、治療に専念していただくことになっているはずです」

　タタラさんはほんの少し眉まゆ根ねに皺しわを寄せている。

　けっこう怒ってる。これはボクにもわかる。

「どうしても気になったんだ。すまない。すぐに医務室に向かう」

　タタラさんがため息をつく。

「すいません。黄塚さん。今日の訓練はここまでにしましょう。私は別の方法で、疑似的な実戦を積む術を考えてみます。訓練室の清掃は、局員がやるのでこのままで大丈夫です。黄塚さんには帰りの車を用意します。紅地さんにも医務室の準備を急がせますので、こちらでお待ちください」

　そう言い残すと、タタラさんは鉄の欠片かけらが飛び散った訓練室を出て行った。

　つまりは、訓練室にはボクと杏が二人で取り残されることになる。

「う……」

　杏が小さくうめいた。

「傷が痛むの？　大丈夫？」

「いや、そうではなくて……」

　杏が目を逸そらす。

　そうか……今の「う……」は二人になって気まずくなってしまった「う……」だ。

　だけど、それはボクも同じだ。

　こんな言い合いをすることなんて、これまでなかった。

　杏の言っていることは正しい。だけど、ボクは今の杏を戦わせたくない。

　杏も今のボクを戦わせたくはないんだろうけど……。

　何と言えばいいのかわからなくなってしまう。

　杏もうつむいたまま、言葉に迷っている。

　なんだろう……この感じ。もしかして、初めてかもしれない。

「……別に、間違っていたわけじゃないんだ」

　杏がポツリと言った。

「光みつ義よしの戦いを見ていた。すごいと思っている。きちんと落ち着いてタタラさんの動きを見極めていた。判断もおおむね正しい。経験を積んで戦闘勘と技術を磨みがけば、どんどん強くなると思う。私なんかよりもずっと素質がある。さすがは光義だ」

「……褒ほめてくれてるの？」

「そ、そうだ。だって、あんなにすごいんだ。百点満点で言えば、三万点あげていい」

「限界を超えた高得点！」

　顔を上げた杏あんずの頬ほおが赤い。唇が震えている。

「タタラさんのあんな連続攻撃、初めて見たらパニックになる。私ならもう何が何だかわからなくなって、全部焼こうとする。それをちゃんとよけて受けて、戦っていたんだ。本当にすごいと思う。本当は『素晴らしい！　素晴らしいね、黄き塚づかくん！』とか、拍手しながら部屋に入ってきたかったんだけど、邪魔になると思ってやめたんだ」

「いつもながら、杏の気遣いには頭が下がる想おもいだよ」

「あ、いや……。私が言いたいのはそんなことじゃない。いや、ここまで言ったことは全部本当のことで、光みつ義よしがすごいのは確かなんだが、でも……」

　杏が首をブンブンと横に振る。

　眉まゆを立てると、ボクをじっと睨にらむ。両手はギュッと握りしめていた。

　頬を膨らませて、唇を尖とがらせている。いつもは見ることのない子供っぽい雰ふん囲い気き。

　かわいい。見み惚とれてしまいそうになる。

「剋こく獣じゆうと戦うのは、私のほうが相応ふさわしい。それは否定できない事実だ」

　きっぱりと言うけど、表情はそのままなのでかわいくて、反応に困ってしまう。

「私の烈れつ火か剣けん《焔ほむら》は龍りゆう気きから生み出す炎による超広域攻撃が可能だ。地を埋め尽くす炎の波は濤とうが押し寄せれば敵はよけることもできない。皇こう土ど剣けんにはこれほどの攻撃能力はない」

「確かに……作ることができるのはあくまで鉱物だからね」

「それに、《焔》の刀身は遠近問わず戦うことができる特異な形状をしている」

　杏の手の中で赤い輝きが散る。それは炎を噴き上げ、一本の曲刀を作り出す。

　さらにその刃やいばの陰から次々と新たな刃が生まれ、四本の曲刀が交差した十字の剣が完成する。

「これもただの大剣である皇土剣にはない力だ。私と《焔》は距離も範囲も構うことなく、全すべての敵を焼き尽くし、斬きり裂く」

《焔》は再び赤い燐りん光こうへと変わり、杏の身体からだに吸い込まれるようにして消えた。

「と、とはいえ……。光義と皇土剣が弱いと言っているわけじゃないんだ」

　杏がまた目を逸そらす。

「皇土剣は鉱物を作り出すことができるわけで、火を出すだけの烈火剣よりも汎用性はずっと高い。汎用性が高いということは、使いこなせばなんだってできるってことだ。範囲を攻撃できないと言ったが、剣を降らせての攻撃だってあるし……。光義なら、皇土剣を烈火剣よりもずっと巧たくみに使いこなせるのはもう間違いない」

「えっと……。フォローしてくれてる？」

　杏が目を丸くした。

「ち、違う。これはフォローなんかじゃない。ただ……その、事実を述べているだけだ」

　ほっぺたがまた赤くなる。

「光みつ義よしと皇こう土ど剣けんはすごい。他の龍りゆう気きとの親和性も相まって、皇土剣はもっと強くなる。私よりも、きっと……」

「それは光栄だけど……。杏あんずを超えるなんて」

　だけど、超えたいと思うボクも確かにいた。

　杏と並んで戦いたい。杏を護まもって、盾になりたい。

　ただ、同時にわかっている。皇土剣を使いこなすということは、龍気を消耗するということだ。

「見ていて思ったが、皇土剣は生み出す鉱物、その性質自体を操ることもできるはずだ」

「鉱物を操る？　鎧よろいを作った時みたいに、作り出した鉱物を操るという話じゃなくて？」

「そうだ。今の光義は皇土剣に近い硬度の刀身や鎧を作り出しているが、その強度や特性を状況に応じて使い分けることができるなら、皇土剣はさらなる力を……っ!?」

　杏は慌てて口を押えた。

「……いや、今のはアドバイスじゃないんだ！　私は光義が戦うのは反対なんだ！　だって、光義は……」

「それはボクも同じだよ。怪け我がをしている今の杏を戦わせたくなんてないんだ」

「だけど……」

「龍気を枯こ渇かつさせさえしなければ、もうあんなことにはならない。その確信はあるんだ」

　ボクは開いた自分の手を見ながら言った。

「……どういうことだ？」

「うん。ひとつは感覚的なものなんだ。あの状態に……龍気に飢えて本能のままに動いていた時の記憶があるからわかる。あの時のボクは龍気を失って、それを求めて動いていただけだった」

「だから、龍気さえ失わなければ大丈夫……だとでも言うのか？」

「そう。だけど、正直なところ、もうひとつ大きな懸け念ねんがあるよね」

　杏は応こたえない。だけど、図星だったはずだ。

　ボクも杏も今日までその懸念を口に出していない。

　もし、それが現実のものになれば、杏はボクを殺すしかなくなるし、ボクも死ぬしかなくなるからだ。

「《皇こう土ど帝てい》に作られた剋こく獣じゆうの身体からだを持つボクが、《皇土帝》の意思のままに動くんじゃないかってこと。《皇土帝》は生きている」

「光義！　よせ。それ以上は……」

　ボクは首を横に振ると、微笑ほほえんで見せた。

「大丈夫だよ。あの時、ボクは操られていたわけじゃなかった。ただただ龍気が欲しかっただけだ。それに、大丈夫なんだって言えるきちんとした理由もある」

「理由？」

「タイサイを倒すことができた。それが一番の理由だよ」

「あ……」

　ボクはこの一週間ずっと考えていた。

　この身体からだに潜む剋こく獣じゆうが杏あんずに危害を加えることがないか。杏を襲った時、ボクはただ龍りゆう気きを求めていただけなんだという確信はあったけど、それがタイサイのせいなんじゃないかとも思っていた。

　でも、杏の病室でシビさんと話したあと、気づいた。

　ボクの中の剋獣をタイサイが自在に操ることができるなら、池いけ袋ぶくろでの決戦の時にそうするべきだったはずだ。

　タイサイを倒しきることはできなかったけど、あの戦いで奴やつはほとんどの力を失っている。あれほど杏を殺そうとしていたのに、出し惜しみする必要なんてなかったはずだ。

　タイサイが生きていたから、戦いのあと、ボクがあんな状態になった……と考えることもできるけど、その場合、龍気を手に入れただけで正気に戻っているのはおかしい。

　だから、龍気を失わない限り、ボクの中の剋獣はボクの支配下にある。そう考えていいんだろうと思う。

「そうか……」

　杏は深く息を吐はく。

「だからね。杏。ボクはベヒーモスと戦いたい。杏を助けたいんだ。この身体が人間じゃないとしても……。ボクの意思で動かすことができる限りは」

　杏は応こたえず目を伏せた。

「杏！」

「だけど、それでも、私は……」

　杏はそれ以上言葉にしなかった。

　車の準備を終えたのか、タタラさんらしい足音が近づいて来る。

　ボクと杏の話はそこまでだった。





　　　◆　◆　◆






　品しな川がわからボクの実家のある西東京へとタタラさんは車を走らせる。

　少しだけ時間が空いていたので、自分で送ってくれるということだった。手間をかけてしまって申し訳ない。

　助手席の窓の外に東京の街並みが通り過ぎていく。

　チラリとタタラさんを見る。

　今さらなのだけど、タタラさんは車の運転に慣れている。

　銀色の髪からネコの耳を覗のぞかせたタタラさんがハンドルを握っているのは、なんとなく不思議な光景に見えた。

「獣人も免許は取れますよ」

「あ、別に、そういう意味で見てたんじゃ……。昨日、送ってくれた人も獣人でしたし」

「若く見えますか？　一応、黄き塚づかさんより年上で、免許を取れる年齢です。でも、お酒は飲めません」

　タタラさんは前を見たままで言った。

　もしかすると、わりと童顔なのを本人も気にしているのかもしれない。

「この国の獣人も一応、日本国籍をいただいていますから、面倒な手続きと審査は必要ながら免許を取ることはできます。特とく守しゆなどは職業柄、全員、免許を持っています」

「そういえばそうですね」

　ボクも特守の獣人が大型の車を運転しているのを何度も見ていた。

　蛇や熊くまの獣人が運転しているのと比べると、ネコ耳があるだけのタタラさんなんて、そんなに変わった光景でもない。

「四し海かい天てん宮きゆうにはなかったものなので、人によっては、免許の取得に相当苦戦するようですけど」

「カラスキさんはすごく順応してそうですね」

　家電量販店の袋を手にした虎こ人じんのことが忘れられない。

「……ドライブに行こうって、すごくうるさいです。公用車を使おうとするので、ひどい目に合わせてしまいました」

　池いけ袋ぶくろで見た見事なジャーマンスープレックスを思い出した。

「私はシビ局長に同行することが多いので、他にも色々特例をいただいています」

「運転手のようなこともしているんですね」

「局長の護衛も仕事ですから。それに……局長はこういうのは苦手で」

「……車の運転ですか？」

「車の運転もですが、自転車などもその……」

　乗れないらしい。

　シビさんが自転車に乗ってる光景はあまり想像できないのだけど。

「ＰＣなどへの順応はかなり早かったそうです。人には向き不向きがあるという例ですね」

　……そう考えると、車の免許を余裕で取得して、デジカメで娘さんの写真を撮って、ＰＣで処理しているカラスキさんはちょっとこの世界に順応し過ぎな気がする。

「……紅あか地ちさんはやはり、黄塚さんを戦わせたくはないようです」

　ボクが車で待っている時に二人で話していた。その時に、杏あんずがそういうことを言ったのかもしれない。

　ハンドルを握ったまま、タタラさんは続ける。

「ただ……。《桔き梗きよう》としては、近この衛え種ベヒーモスの迎げい撃げきは黄き塚づかさんにお任せしたい。そう考えています。ベヒーモスの関東圏到来は現時点では、明日の夕刻だとされています。紅あか地ちさんの傷はまだ塞ふさがりきってもいません」

「ボクもそうしたいと思います」

　窓の外に目をやりながら言う。

　品しな川がわから北上する車の窓の外には変わらない東京の街並みが広がっている。

　西東京はタイサイの関東全域襲撃《関東防衛戦》の時にも、大きな被害は受けなかった。

　だけど、ベヒーモスやカルキノスが上陸したら、ここも無事では済まないかもしれない。

《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》のカルキノスの映像が脳裏をよぎる。

「紅地さんが心配するのもわかります。ボクはまだまだ未熟です。だからせめて……もう少しだけでも戦うことに慣れておきたいと思います」

「微力ながらお手伝いさせていただきます。少なくとも、龍りゆう気きとそれによる攻撃に馴な染じむぐらいはできるように全力を尽くします」

　前を見たままで、表情も変わらない。だけど、タタラさんが本気で言ってくれていることがわかる。

　お礼を言おうと口を開いた。

　その時、ボクは窓の外に赤い光を見た。

　杏あんずの烈れつ火か剣けんにも似た光……だけど、これは龍気の光じゃなくて、炎だ。

　少し離れた空に炎が浮かんでいる。いくつもの炎の塊かたまり。それが落下していく。

　そして、爆音が響いた。わずかだけど、揺れが伝わってくる。

「あれは……！」

　繁華街に近い場所をボクたちは走っていた。

　雑居ビルが並ぶのが見える。

　その中に炎を噴き上げるものがあった。さっきの火が落ちたのはそこだ。

「えっ……」

　ボクは目を凝らす。

　一瞬、錯覚かと思ったけど、ボクの見間違いじゃなかった。龍気で強化された視力で見ているのだから、なおさら間違いない。

　ビルの陰を見慣れた人間とは違う姿をした人たちが駆けて、跳ぶ。

　明らかに獣人だ。

　わずかだけど、銃声のようなものまで聞こえる。

「タタラさん、車を停とめてください」

「停とめはしますけど、《桔き梗きよう》と各機関への連絡をします。黄き塚づかさんはここで待機を……。黄塚さん！」

　タタラさんの制止を振りきって、ボクは車の外へ飛び出した。

　燃えているビルまではそんなに距離はない。

　逃げてくる人たちを見切って掻かき分わけて、ボクは銃声が鳴るビルのほうへ走っていく。

　ビルは色々な店舗が入る雑居ビルが並ぶ界かい隈わいにある。

　建物の陰から様子を伺うかがおうとして、ボクは声を上げそうになった。

　やっぱりビルを襲っているのは獣人だ。頭が犬や亀かめ、蜻蛉とんぼの頭と羽根を持つ人までいる。

　ほとんどの獣人はこちらの世界のシャツなんかを普通に着ている。特とく守しゆみたいな戦闘服じゃなかった。だけど、拳けん銃じゆうや短い刀剣で武装している。

　悲鳴が上がった。

　ビルの中にいる獣人が会社員らしい人を突き落とした。二階から落とされて叩たたきつけられた人がアスファルトの上でうめいている。死んでいないことにホッとするけど助けに動くことができなかった。

　倒れているのはその人だけじゃない。他にもビルの前の道路には背広を着た人が血を流してうつぶせに倒れている。

「《八雷やくさ》です」

　後ろから声がして、思わずビクッとしてしまった。

　言ったのはタタラさんだった。ボクを追って来てくれたのか、ちょっと息が切れている。

　いつもよりちょっと眉まゆが上がっていた。

「勝手な行動は慎んでください。あなたは民間人です。そもそも殲せん滅めつ官かんだったとしても、基本的には事件にかかわる権限はありません」

「ゴメンなさい。なんとかしないとって思って」

　確かに勢いで動いてしまっていた。

「あれが《八雷》……」

「はい。間違いありません。数人、見覚えのある顔があります」

　タタラさんは鋭い目で《八雷》の獣人を睨にらんでいる。

「……タタラさん。《八雷》が嵐らん樹じゆ剣けんを持っているというのは本当なんですか？」

　一瞬、タタラさんが目を瞬かせた。それから小さく息を吐はく。

「……話したのは紅あか地ちさんですね。一応、正式には機密ではあるのですが……ほぼ周知の事実ですし、まあ、構いません」

　あ、しまった。杏あんずが怒られたら、どうしよう……。

「《八雷》を率いる者の正体は各国政府も、《桔梗》もいまだ突き止めることができていません。ただ、嵐樹剣の剣けん皇おうであることは間違いありません。幸い、ここにはいないようですが……」

　確かにボクも五ご龍りゆう剣けんが力を発揮している時の強力な龍りゆう気きは感じない。

「名はイザナミ。日本神話の国生みの女神にして、八雷やくさいかずちの神かみを従える黄よ泉みの神を名乗る者です」
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　また銃声が鳴って、ボクは思わずビクッとしつつ、そちらを見た。

　周りのビルからも悲鳴を上げて人が逃げ出している。

　そんな中で獣人の一人が、襲っていた雑居ビルからワイシャツ姿の人を引ひき摺ずり出して蹴けり飛ばした。

　鳥の頭を持つ赤い獣人だった。

　羽毛の色は赤いけど、頭は多分、鷹たかのものだ。猛もう禽きん類るいらしい鋭い目が周囲を睨にらんでいる。両腕は手じゃなくて翼だった。

「よしよし。それじゃあ、早いところ済ますぜ」

　その鳥人の指示で残る獣人たちが動く。

　既に黒い煙を上げているビルに次々と獣人たちが踏み込んでいく。

　ビルの一室が爆発した。いくつもの悲鳴が聞こえる。

《八雷》は獣人に関係する企業を狙ねらうと聞いている。なら、今、あいつらが狙っているのはあそこなのか？　事実、他のビルや部屋を狙っている様子はない。

　でも……！

「あいつら……！」

　目の前で獣人がテロ行為を行っている。昨日、母さんが怒っていた気持ちがわかる。

　ここにいて力を貸してくれるタタラさんや、ボクたちの世界のために命がけで戦ってくれる特とく守しゆの獣人たち。そんな人たちががんばってくれているのに、《八雷やくさ》とかいうテロリストのせいで獣人全体が偏見を受けることになる。獣人は危険だとか、獣人が剋こく獣じゆうを連れてきたんだとか……！

「剋獣って敵がいるのに。あいつら、なんでこんなことを」

　タタラさんが小さくだけど溜ため息いきをついた。

「タタラさん？」

「……いえ、ともかく。黄き塚づかさんはここを動かないでください。既に《桔き梗きよう》を通じて警察にも通報しています」

「だけど、警察で対応できるの？」

「この状態では不可能でしょう。ただ、事態の収拾はできるはずです」

「それなら、ボクが……」

「剣けん皇おうが戦うべき相手は《八雷》ではありません。剋獣です」

　その時、また悲鳴が上がった。

　ビルから飛び出してきた人が逃げようとしている。

「いかんよ。逃がさんぜ」

　すぐ傍そばを走っていく人を見送って、赤い鷹たかの獣人が言った。

　その嘴くちばしから歌うような旋律がこぼれる。両の翼がはためく。その動きは空中に何かの紋様を描くかのようだった。

「龍りゆう気き操そう法ほう!?」

「咲かせよう。赤しやつ花か王おう」

　赤い鷹が言った。

　同時にビルの周りに散っていた炎が次々と爆発した。

　さらに飛び散った炎が小爆発を繰り返していく。赤い花が次々と咲くかのように、破裂する炎が地面を、ビルの表面を走っていく。

　巻き込まれた男が吹き飛んで転がった。

「……っ!?」

　赤花王という龍気操法が走らせた炎の炸さく裂れつは他のビルにも及んでいる。

　その場にいるのは逃げようとしていた人たちや、《八雷》の獣人だけじゃない。

《八雷》が襲っているビルの斜はす向むかいには予備校が入ったビルがあった。

　そこに一人の女の子がいた。長い黒髪をツインテールにしたその子は、目の前のできごとに呆ぼう然ぜんとしているのか、立ち尽くしていた。

　その頭上で赤しやつ花か王おうの炎が炸さく裂れつして、ガラスとコンクリートが砕け、女の子の上に落ちる。

「ゴメンなさい！　タタラさん！」

「黄き塚づかさん!?」

　ボクは飛び出していた。遅過ぎたぐらいだと思う。

　この手の中に金色の光が生まれて、凝ぎよう縮しゆくされ、一気に肉厚の大剣を作り上げる。全身を包み込んだ光が龍りゆう鱗りんとしてボクを覆おおう。

　女の子との間を一息に走り、その腰に腕を回して引き寄せ、右手だけで振るった皇こう土ど剣けんで、落ちてくる瓦が礫れきを薙なぎ払った。

　女の子をかばう形で抱きかかえて転がって、ボクは立ち上がる。

「あ、え……」

　すぐ傍そばにある女の子の目が丸くなる。

　顔を上げるとツインテールが勢いよく弾んだ。

「その剣、鎧よろい……皇土の剣けん皇おうさん!?　や、やだ！　うそ!?　助けられちゃったの!?」

　女の子はほっぺたを押さえて声を上げた。

「え、えっと……」

　慣れない。どう反応したらいいのかわからない。杏あんずはいつもカッコイイことを言うのに『《仏》はいつでも君を見ているさ』とか思いついたんだけど、ダメだ。ボクにはセンスがない。

　人類の英雄、烈れつ火かの剣けん皇おうのすごさを変なところでも理解してしまった。

　杏の場合、あのへんの台詞せりふも、一生懸命練習してのものだってわかってるんだけど。

「あぁぁっ!?　剣皇さん！　気づかれちゃった！」

「気づかれたって……」

　女の子が思いきり指差してるほうを見る。

　鷹たかの獣人と完全に目が合ってしまった。

「あー。こいつはぁ……」

　赤い鷹の獣人は大きな翼で頭を叩たたきながら言った。

「このとんでもない龍りゆう気きと龍の紋様が走るその剣。皇土の剣皇だな。こいつは奇遇だ」

　ボクは女の子から手を離すと、鷹の獣人のほうへ歩み出て、皇土剣を構える。

「け、剣皇さん、どうしよ……」

　女の子が声を上げる。

「大丈夫。ここはボクがなんとかするから」

　その子を背中にかばって、目の前の獣人から視線を外さないまま言う。

「わしも逃げてえな。剣皇とことを構えるなんて、心の覚悟ができてないぜ」

　鷹の獣人はそう言うと、また龍りゆう気き操そう法ほうの旋律を奏でる。

　明らかに他の獣人とはまとう雰ふん囲い気きが違う。

　嘴くちばしから放たれた声はやけにしわがれていた。

　鳥の獣人なんでちょっとわかりにくかったけど、よく見れば老人に見えなくもない。

　着ている服は他の獣たちとは違って、着流しとでもいうような着物姿だった。

　小さな爆発が獣人の背後のビルで起きた。

　それが合図だったのか、ビルに侵入していた獣人たちが、入り口や窓から次々と飛び出してくる。

　刀剣や拳けん銃じゆうがボクのほうへと向けられていた。

「ちょっと!?　こいつ、剣けん皇おうじゃないですか!?」「あんた、これマジでやんのかよ！　バカじゃねえの？」

「そんなこと言われても、しょうがねえわなぁ。あと、バカって言った奴やつはあとでボコボコにしてやるからな」

　呑のん気きに言ってるけど、獣人たちは号令のひとつもなくボクを包囲するように動き出していた。

　それを率いているのがこの鷹たかの獣人なのは多分、間違いない。

「逃げて」

　後ろにいる女の子に言った。

「で、でも……。一人で、一人で大丈夫なの!?　警察、警察を呼ばないと！」

　焦って携帯電話を取り出している。

「うん。呼んでほしい。だけど、ここは危ないから逃げてから、呼んで」

「あ、え、えっと……わかった」

　女の子はペコリと頷うなずくと走っていく。

　ボクはあの子のほうに獣人が行かないようにと、下がりながら、獣人の動きを睨にらむ。

　相手は十人ほどいる。《八雷やくさ》というけど、メンバー八人というわけじゃないみたいだ。

「《八雷》って組織の目的はボクにはわからない」

　リーダーらしい鷹の獣人に言う。

「でも、おとなしく警察に投降するべきだと思う。ボクたちも、四し海かい天てん宮きゆうの人も、本当の敵は剋こく獣じゆうのはずだ。むしろ、戦うなら、特とく守しゆと一緒に剋獣と戦ってほしい。どうして、こんなことをするんだ？」

　言っていて声に怒りが滲にじんでくる。

　杏あんずを怖がらせたくないから、怒ったりなんてしたくないけど、でも……こいつらはちょっと許せない。

「どうして？　か。まあ、応こたえる必要はないわな」

　鷹の獣人は肩をすくめた。

「だが、捕まるのはゴメンだ」

　そして、翼を広げる。

「わしはタマオノ。偶然のこの出会いに感謝しつつ、お前と戦うぜ。皇こう土どの剣けん皇おう」

　言い放つと同時に、その獣人──タマオノは飛んだ。

　翼を広げて舞い上がりながら、両足を器用に使って、腰に吊つるしていた小刀を抜き放つ。

　タマオノの両足は鷹たかそのもので、先端には鋭い鉤かぎ爪づめが光る。

　両足に一本ずつ小刀を握りしめて、タマオノは黒煙立ち込めるビルの狭間はざまに舞った。

　そして、ボクは気づいた。その小刀が虚空に何かを描いている。タマオノの喉のどからはさっきまでとは違う旋律が流れ出していた。

「別の龍りゆう気き操そう法ほう!?」

「いくぜ、我が奥義。流星弓!!」

　ビルの壁面に残る炎がタマオノの周りに集まる。

　そして、一際大きく燃え上がると、繁華街の空に何十もの炎の塊かたまりを作り出していく。

　車から見た攻撃だ。

　火の玉が一斉に降りそそぐ。その姿は名前のとおり、夜空を行く流星のようだった。

　だけど、軌道はわかる。

　火の玉が密集する場所を避けて走りながら、直撃するものを皇こう土ど剣けんで斬きり捨てる。













「こんなもので……！」

　見たこともないほど強烈な龍りゆう気き操そう法ほうだけど、多分、よけなくても龍りゆう鱗りんで弾はじくことだってできたと思う。

　その時、すぐ後ろで別の龍気が膨れ上がるのを感じた。

　死角に立つのはカラスキさんほどもある大柄な鰐わにの獣人だった。そいつが太い腕で抱えているのは丸太だ。

　それが青い光をまとい、槍やりのように伸びる。これも龍気操法だ！

　流星弓でここに追い込まれていたんだと気づいたけど、遅かった。

　ボクは無む理り矢や理りに身をよじって青い槍の一撃をかわす。それでも、ほんの少しよけきれず、龍鱗をかすめた。

「……っ!?」

　その一撃はただかすめただけだった。なのに、ボクがまとう金の龍鱗が削り取られるように欠けていた。

「タイサイの一撃にだって耐えたのに！」

《皇こう土ど帝てい》タイサイとの戦いで、龍鱗は砕かれたけど、こんな呆あつ気けなく抉えぐられたりはしなかった。

「そりゃ、相そう剋こくってもんだぜ」

　空中のタマオノが言う。

「そうか……！」

　五大龍気の相性。杏あんずの烈れつ火かが流りゆう渦かに弱いように、ボクの皇土にも弱点がある。

　つまりは木剋土。木々は土に根を張り、侵しん蝕しよくする。だから、皇土の龍気は、嵐らん樹じゆの龍気に弱い。今の攻撃は嵐樹の龍気操法だ。

　でも、いくらなんでもここまで効果覿てき面めんだとは思っていなかった。

　さらに水の槍や、土の塊かたまりが次々と襲いかかって来る。

「……おかしい。こっちの世界では、龍気がなくて、龍気操法は簡単に使えるものじゃないはずなのに！」

　繰り出される攻撃を凌しのぎ、龍鱗で弾き返しながら、ボクはその答えに気づいた。

　足下が不自然なほどビショビショに濡ぬれている。大量の水がそこに撒まかれていた。それだけじゃなくて、道端に停とめられた軽トラには土の入った袋が大量に積んである。さらに鰐の獣人が持っている丸太と、ビルを焦がす炎。

「準備してたのか。龍気を持つものを前もって」

　訓練室でのタタラさんは釼けん塵じんの存在、鋼鉄の槍をもとにして龍気操法を繰り出していた。手段としてはあれと同じだ。

「そうだぜ。誰だ？　この世界じゃ龍気がないから、龍気操法は使えない……。そんなことを言って諦あきらめたバカは」

　タマオノが嘲あざける。

「それなら、最初から戦場を決めて、龍りゆう気きを帯びたものを準備しときゃいいんだ」

　言いながら、土や炎、不自然なぐらいに撒まかれた水を差す。

　この世界は四し海かい天てん宮きゆうよりもずっと龍気が少ない。でも、純粋な龍気の塊かたまりに近い、物質を用意すれば、それを龍りゆう気き操そう法ほうの媒介にできるんだ。

　地面に落ちてまだ燃えている流星弓の炎がタマオノのほうへ集まり、再び炎の雨と化す。

「その上で龍気操法で生じたものを何度も使えばいい。龍気は本来失われず、循環するもんなんだ」

「くそ……！」

「そして、剣けん皇おうって奴やつの弱点は、そいつがバケモノじゃなくて人だってこと。龍気の護まもりさえブチ破ることができれば、殺とることもできるんだぜ」

《八雷やくさ》の獣人はボクから距離をとっている。その状態から龍気操法を繰り出して休みなく攻撃を繰り返す。

　タタラさんの訓練を受けた時と違う。複数の攻撃が、しかも、こちらの死角を狙ねらってくる。その中に龍りゆう鱗りんを貫く嵐らん樹じゆの攻撃が混ざっている。

「……止めきれない」

　目に入る攻撃は見切ることができる。かわして、皇こう土ど剣けんで弾はじく。

　でも、それを囮おとりにした攻撃が避けられず、龍鱗に衝突する。嵐樹以外の攻撃じゃ、分厚い龍鱗を貫くことなんてできないけど……。

「やっぱり龍鱗は抜けんよな……五ご龍りゆう剣けんの龍気は無尽蔵。相克に頼って、抜くしかないのは辛つらいな！」

　そうだ。本当なら、嵐樹の攻撃にだけ気をつけて、持久戦に出てもいい。

　でも、ボクにはそれができない。龍気を失うわけにはいかない。

　まだ余力があるうちに勝負をつけるべきだ。

　避けることができた攻撃を龍鱗で弾きながら、皇土剣を振りかぶる。

「これでっ!!」

　薙なぎ払うように振るった皇土剣から大量の土砂を放つ。

　それはビル街に巻き起こった砂嵐だった。

　タタラさんとの訓練で剣に砂をまとわせた時の応用だ。直撃しても吹っ飛ぶぐらいで死んだりはしない。

　この一撃で数を減らして……！

　皇土剣を振り抜いたボクは目を見張った。

　タマオノが伏せている。他の獣人もだ。

　ボクがこの攻撃を放つのを予期していたみたいに、攻撃の範囲から散って、車の影に隠れ、身を伏せて凌しのいでいる。

　数人は弾はじき飛ばされていたけど、ボクが思ったほどじゃない。

　後ろで足音がした。

「……っ!?」

　とっさに身をよじったところを、嵐らん樹じゆの槍やりが突き抜けていく。

　だけど、無理な姿勢を取ったボクは次の攻撃をかわせない。

「今だ！　足を止めてやれ！」

　銃声が鳴った。

　銃弾は龍りゆう鱗りんに届く前に砂に変わるけど、それだけじゃない、水や炎、金属の龍りゆう気き操そう法ほうがボクを打ち据える。

　その全すべてが通用しない。

　だけど、龍気が……！

　まだ余力はあるはずだけど、焦りは加速する。

「くそ……！」

　嵐樹の攻撃を通すためか、足止めするためか、《八雷やくさ》は攻撃の手を緩めてくれない。

　カミキリムシらしい頭の獣人が槍ほどもある鉄の矢を放った。

　よけられない。また龍気を削られてしまう。

「飛ひ爪そう剣けん！」

　そこへ声が響いた。

　続けてまばゆい白光を放つ長大な鉄の刃やいばが、《八雷》の鉄の矢を真正面から叩たたき壊した。

　刃はそのままカミキリムシの獣人の足元を薙なぎ払い、砕き、弾き飛ばす。

　振り回される刃がアスファルトを抉えぐり取り、固まっていた獣人たちを襲う。

　軌道上の獣人たちが飛とび退のいたが、弾け飛んだ地面に巻き込まれて激しく転げた。

　一瞬、《八雷》の攻撃に隙すきが生じる。

　そこへタタラさんが飛び込んで来た。

　叩きつけられてバラバラに飛び散った飛爪剣の破片の一部が、タタラさんの手元に集まって、鋼鉄の手て斧おのと化す。

「遅れてすいません。一撃で薙ぎ払える期を窺うかがっていました」

「あ、いや。ボクのほうこそ、ゴメンなさい。勝手に飛び出してしまって……」

「人を助けようとしたのです。やむをえません」

　タタラさんは身を低くし、手斧を構えて空を睨にらみつける。その視線の先には赤い翼を広げたタマオノがいる。

「四し聖せい騎き士し団だん南なん方ぽう朱雀すざく団長。《流星弓》タマオノ」

　タタラさんが言う。

「ん、んー？　ああ、そうか。見覚えあるかわいいお嬢ちゃんだと思ったら、カラスキの娘か！　いやぁ、父親に似なくてよかったなぁ。虎こ族の顔も、人族の顔も、鷹よう族のわしにはわかんねえが」

　鷹たかの顔だけど、タマオノが挑発的に笑っていることはボクにもわかった。

「だが、お嬢ちゃん。そんなことより、わしは南なん方ぽう朱雀すざくじゃねえよ。翼よく国のタマオだ。今は《八雷やくさ》のタマオノか」

「帝国の裏切り者が四し海かい天てん宮きゆうの裏切り者になり果てましたか」

「翼国は独立したんだ。話がわからなかったのは、帝国だろ。まあ、滅んだ国の話はいい」

　タマオノが続ける。

「見事な飛ひ爪そう剣けんだったぜ。釼けん塵じんの龍りゆう気きをただただ斬ざん撃げきとして叩たたきつける龍りゆう気き操そう法ほう。龍気を撒まき散らすことから、循環しての再利用も難しい一撃必殺の大技。用いた龍気に応じて威力は激増するが、そいつを振るう力と技、放つ期を見極める目が要求される。若いのにそいつをここまで扱うお嬢ちゃんの技量には感服する」

　タマオノはその一撃で倒された三人の獣人を流し見て、タタラさんに視線を戻した。

「だが……。お嬢ちゃん。わしとやり合う気かい？」

　タタラさんは構えたまま応こたえない。

「黄き塚づかさん。タマオノは元騎士団長クラスの相手です。龍気を用いた戦いに通じている上、敵はそれらを用いる準備を整えています。包囲は崩しましたので、ここは一度撤退を」

「なんだよ。もうちょっとこの年寄りと遊んでくれるんじゃ……」

「なら、私が遊んでやろう」

　黒煙が立ち込める街に凛りんとした声が響く。

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かん！」

　タタラさんが声を上げた。

《八雷》が襲撃していたビルの屋上に、杏あんずがいた。

　その手には烈れつ火か剣けん《焔ほむら》の十字の刃やいばがある。赤い燐りん光こうを放ち、それらを炎として燃え上がらせる。杏の周囲には火の粉が散っていた。

　制服姿の杏の身体からだを真紅の龍りゆう鱗りんが包んでいる。厚手の黒いタイツで包まれたローファーをはいた脚がビルの淵を踏む。

「こいつは……烈れつ火か剣けん皇おうかよ」

「《八雷》……。ようやく対たい峙じすることができたな」

　静かに言った杏の黒い瞳ひとみに明らかな怒りが燃えていた。

　焔をまとう杏が放つ熱のせいか、その周りの空気が歪ゆがんで見える。

「《八雷》。お前たちがいたずらに龍気を用い、この世界を乱すなら、烈れつ火かの剣けん皇おう、紅地杏はその雷ことごとくを焼き払い、貴様らの悪しき心を灰かい塵じんと帰す」

「そいつは困るぜ。わしらは今、烈れつ火か剣けん皇おうとここでやり合う気なんてなくてな」

「お前たちが投降するなら、戦う必要などないわけだが？」

「そういうわけにも……いかんだろうがよ！」

　タマオノが燃えるビルの炎から作り上げた火の矢を杏あんずへと放った。

　号令もなく合わせる形で《八雷やくさ》の獣人たちも杏目がけて攻撃を繰り出す。

　息を呑のむほど完かん璧ぺきな連れん携けいだった。

　それに対して、杏は烈れつ火か剣けんの炎を炸さく裂れつさせて、その反動を生かして跳んだ。

　急加速した杏は襲い来る石弾、雷のことごとくをかわしていく。そのまま、正面のビルへと飛び移り、その壁を蹴けって一気に落下した。

　着地した杏の目の前には、丸太を手にした鰐わにの獣人がいる。

　杏の倍ほどもありそうな獣人の腹に、杏は蹴りを叩たたき込む。

　声もなく吹き飛んだ鰐がく人じんが壁に叩きつけられた時には、杏はまた跳び上がっていた。

　壁面を走り跳び、烈火剣から炎を噴出してその軌道を変え、不規則に跳び回る杏に《八雷》の攻撃は、あれほどの連携を見せながらも追いつくことができない。

　辛かろうじてかすめる攻撃も、杏は意にも解さず龍りゆう鱗りんで弾はじき飛ばしてしまう。

　烈火剣すらほとんど使わず、杏は《八雷》の獣人たちを次々と打ち倒していく。













　当たり前のことだけど……杏あんずとボクの技量は比べ物にならない。それを再認識する。

「畜生が!!　流星弓!!」

　アスファルトの上に降り立ち、獣人の一人を烈れつ火か剣けんの峰で薙ないだ杏を目がけ、タマオノが龍りゆう気き操そう法ほうを放ち、大量の炎の矢が杏へと降りそそいだ。

　だけど、杏は焦りなんて見せない。防御すらせず、タマオノを睨にらむ。

　一気に跳躍してタマオノを倒すつもりだとボクにもわかる。

　だけど、その時、タマオノの顔に余裕が戻った。

「……なんてな」

　鷹たかの獣人の嘴くちばしから漏れる旋律が急に変化した。小刀を握る脚が複雑な形を描く。

　落ちてくる何百もの炎の矢が唐突に爆発した。飛び散った炎がさらに小さな爆発を起こして、爆発が連鎖する。

「流星弓から赤しやつ花か王おうに繋つなげたんですか」

　タタラさんが息を呑のむ。

　攻撃能力はほとんどなくなっているけど、大量の火の粉が降ってくる。

　タタラさんの前に出ると、ボクはそれを皇こう土ど剣けんで斬きり払った。

　ビルの狭間はざまの空が、それこそ大量の花に覆おおわれたように赤く染め上げられていた。

　杏の手で烈火剣の刃やいばが回転する。振り散る火の粉がそこへ吸い寄せられ、炎の車輪を作り出し、赤い光と化して刀身に吸い込まれていく。

　瞬またたく間に赤花王が消え去る。

　そこまで、ほんの数秒のできごとだった。

　だけど、もう空にはタマオノの姿はなかった。それだけじゃなく、他の獣人たちもことごとく姿を消している。杏が打ち倒した者もいなかった。

「鮮やかな退ひき際ぎわだな」

　タマオノがいた場所を見上げたまま、杏は感心したように言った。

　それから息をつくと、ボクたちのほうを振り返る。

「二人とも怪け我がはないか？」

　自分こそ重傷を負ってるのに、そんなことおくびにも出さずに言った。

　そんな杏はまぎれもなく烈れつ火かの剣けん皇おうだった。





　　　◆　◆　◆






「やれやれ……。災難だったな。黄き塚づかくん」

　言いながら、杏はキョロキョロと周りを見回していた。

　そこは《桔き梗きよう》本部の医務室だ。

　医務室と言っても、十数名の人間を収容できるように広い病室が用意されている。

　専門的な知識はないけど、設備もけっこう充実しているように思えた。

《八雷やくさ》との戦いのあと、ボクたちはタタラさんと一緒に、本部に、一応の傷の手当のために戻って来ていた。

「あの時、私はちょうどシビさんと話していたところだった。そこにタタラさんから連絡が来たんだ」

　ボクは医務室のベッドの上に座っている。

　見たところ、この部屋にはボクたち以外、誰もいない。医療スタッフは、ベヒーモスの接近に備そなえるために多忙で、すぐに席を外してしまった。

　杏あんずは病室のドアの向こうを窺うかがって、「ふむ」と頷うなずいた。

　それから、ドアを締め直して振り返る。

「光みつ義よしぃぃっ！」

　そして、ボクのほうに走ってきた。

「よかった……。本当によかった。無事で……」

　そのまま、ボクの前で、ヘナヘナと崩れ落ちた。

「え、えっと……」

「心配していたんだ。《八雷》と遭遇して戦闘状態だなんて、連絡が入って、シビさんが前にいるのに取り乱しそうになってしまった。『光義が!?　光義が!?』と、喉のどまで出かかった」

「それに関しては……ゴメン。タタラさんが行くなって言ってたのに……」

「いや、いいんだ。人を助けようとした。そんな尊い行為を私は非難することなんてできない。むしろ……」

「ど、どうしたの？」

「遅くなってしまって、すまなかった……。もっと早く駆けつけるべきだったのに……。光義を戦わせてしまうなんて、私は……。私がすぐに駆けつけて、《八雷》を残さず蹴け散ちらしていればよかったのに」

「でも、《桔き梗きよう》本部からあの場所までだと、少し時間がかかるのはしかたないよ。それに、そもそも、ボクが弱かったから悪いんだし。杏は怪け我がをしているんだから……」

「違う！　悪いのは私だ。シビさんが止めたから、つい言い訳を始めてしまったんだ。それをここに告白する。対処は警察がする。怪我をしているのだから、待機するようにと言ったシビさんに対して、私はこう言ったんだ。『私が行かず、剣けん皇おうを失ってしまったらどうする？』と」

「理由としては至極まっとうな気がするんだけど。でも、本当は特務殲せん滅めつ官かんは剋こく獣じゆうとしか戦闘行為は認められてないんじゃなかったっけ？」

「偶発的な遭遇にしてしまえば正当防衛は成り立つ。それに光みつ義よしを助けに行くのに、こんな打算的な理由なんて必要ない。私と光義はし、親友だし……。その……。なら、本当はシビさん相手でも、何も言わずに行くぐらいじゃないといけないんじゃないか？」

「でも、杏あんずには杏の立場があるじゃないか。それに……」

　ボクは心からの言葉を告げる。

「助けに来てくれたことは嬉うれしかった」

　同時に、怪け我がをしている杏に無理をさせてしまったことは悔しくて悔しくてしかたなかったけど……。

「光義……。また、そんな優しい言葉を……」

　杏は目元に浮かんだ涙を拭ぬぐおうとする。

「失礼します」

　その時、突然、タタラさんが入ってきた。

　話していて全然気づかなかった。

「紅あか地ちさん。助かりましたが、無む茶ちやはやめてください」

「あ、あぁ……」

　涙を拭おうとしたまま杏が硬直している。

　その目が助けを求めるようにボクを見た。

　まずい！　いつもの杏から剣けん皇おうへの切り替えができてないし、涙も拭ふけてない。

　見ればタタラさんは手にしたプリント……多分、診察結果？　みたいなものに目を落としているけど、顔を上げれば涙で濡ぬれた杏の顔が見えてしまう。

　杏に視線で「涙を拭いて！」と訴えながら、立ち上がって杏を隠そうとする。

「え？」と、杏は目を丸くする。

　ダメだ！　今に限ってすごく察しが悪い！

　だからもう、ボクは一瞬で判断した。

「紅地さんのバカ！　なんでそんなこと言うんだ！」

　叫ぶと、近くにあった枕まくらをつかんで杏の顔に叩たたきつけた。

「わぷっ」

　ぶつかった枕が落ちる。

　杏が目を瞬かせる。

　よし！　一応、今ので涙はだいたい拭えた。ぶつけてゴメン！

　でも、まだだ。今は凛り々りしい杏が欲しい。剣皇っぽい杏の姿が。

　とにかく、なんだかそれっぽい感じの会話がしたい。

「ボクが未熟だなんて！　そんなのわかってるよ！　くそう！　紅地さんが全然、ボクを認めてくれない！　ボクを……ボクを認めてよ、紅地さん！」

　今だ、杏あんず！　剣けん皇おうっぽく!!

「あ……」と、杏はようやくボクが、杏が泣いてたことを誤ご魔ま化かす演技をしてるのをわかってくれた。

　杏はひとつ咳せき払ばらいすると、ボクのほうに向き直る。

　胸を張って堂々と立つ。黒い瞳ひとみは自信に満ちてボクを見み据すえる。

「いや、弁わきまえるべきだな」

　辛しん辣らつに言う。

　烈れつ火かの剣けん皇おうのキャラを作っている杏がそこにいた。やった！　間に合った！

「君は自らの未熟を認めているはずだ。そして、実際、《八雷やくさ》を相手に手間取り、手傷まで負った。そんな今の君を認めろというのか？　私にはできないな。《八雷》との戦いに臨のぞむ。その選択は本当に正しかったのか？」

「殲せん滅めつ官かん。黄き塚づかくんはやれることをしました」

　杏の言葉を遮さえぎり、タタラさんが言った。

「確かに無謀で、自分の立場を考えない行動ではありましたが」

「ああ。私も、彼の行動、それ自体を咎とがめているわけじゃない」

　杏はボクを見て、フッと微笑ほほえむ。

「君の行動自体は賞賛に値する。まさに剣皇だといえる」













「ううん。ゴメン。紅あか地ちさんの言うとおりだね。確かにボクは《八雷やくさ》を相手に太刀打ちもできなかった。紅地さんが来なければどうなっていたか……」

「いや。わかってくれればいいんだ。なに。未熟であることを知ることも、強さのひとつだ。タタラさん。彼も疲れている。もう一度送ってあげてくれないか」

「はい。ただ、私はこのあと、予定がありますので……。改めて他の者を手配します」

「すいません」

「いえ。それでは少々お待ちください」

　杏あんずに診察結果を渡して、少し言葉を交わすと、タタラさんはもう一度部屋を出て行った。

　その足音が遠ざかって、ボクと杏が残される。

「光みつ義よし……。す、すまない」

　杏がしがみついてきた。

「い、いいんだよ。実際、本当のことなんだし。それよりも、色々バレなくてよかった」

「よくない。私は……光義になんてことを……。嫌な先輩みたいだ。剣けん皇おう先輩。そんな価値もないのに……」

「だいぶ価値があるよ。あんぱん買ってこい！　って言われたら、即座に従うよ」

「あっ！」と、杏は声を上げた。

「そうだ……。傷だ。光義、《八雷》に手傷を負わされたのだろ？」

「うん。ゴメンね。ボクはまだまだ未熟で……」

「未熟とかはどうでもいいんだ。見せてくれ」

　言われて、ボクはシャツをめくる。

「ほら、もう塞ふさがってるよ。多分、龍りゆう気きの影響だと思うけど」

　ボクは軽く言った。

　でも、杏はじっとボクの怪け我がを見ている。

「……龍気が減っているな」

「そうだね……。《八雷》の攻撃を龍りゆう鱗りんで防いでいたから……っ!?」

　不意に杏がボクを抱きしめていた。

　赤い髪がボクの首筋に流れ落ちる。ふわりと甘い匂においが漂う。汗なのか、それとも、杏の匂いなのか、甘い香りと柔らかな人の匂いが混じって香る。

　ボクを抱きしめる杏の腕、それに密着した身体からだが服越しだけど温かさを伝える。

　杏の身体から赤い龍気が湧わき上がり、あふれた。

「杏!?」

「光義。じっとしていてほしい」

　杏がまとう龍気がボクの身体に染みてくる。

「だって、杏は傷を治さないといけなくて……」

　だけど、逆らうことができない。確かにボクの龍りゆう気きは《八雷やくさ》に削られていた。それほど失われていたわけじゃないけど、ボクの中の剋こく獣じゆうは烈れつ火かの龍気を貪欲に啜すすり取り、蓄たくわえようとする。

　熱い力が身体からだの奥にみなぎるのを感じた。

　しばらくして杏あんずが身を離す。

　その足下がほんの少しふらついたけど、倒れることなく踏みとどまる。

「杏。こんなのは……」

　杏は黙り込んで首を横に振る。ポタリと涙が落ちた。

「《八雷》の獣人とのただ一度の戦い。それだけで、これほどの龍気を削られた。お前の龍気は私と違って回復しない。それなのに大量のカルキノスを相手にしたりすれば……ベヒーモスと戦えば。それに……」

　杏の視線は治りかけたボクの傷に向けられていた。

「剣けん皇おうは傷つく。死ぬ……」

「それは杏も同じだろ？　杏は怪け我がをしている。だからボクがベヒーモスと戦うんだ」

「無理だ」

　杏は言った。

「嫌だ！　ボクは戦う」

　目を伏せると杏は深く息を吐はいた。

　もう杏は泣いていなかった。強い意思を燃やす烈れつ火か剣けん皇おうがそこにいる。

「光みつ義よし。私と来てくれ」

　烈れつ火かの剣けん皇おう、紅あか地ち杏は言った。





　　　◆　◆　◆






　龍りゆう鱗りんに身を包む杏がいた。

　赤い鎧よろいが龍気の燐りん光こうを散らして煌きらめく。

　その手には烈れつ火か剣けん《焔ほむら》が握りしめられていた。

　杏に促うながされるままに地下の訓練室にやって来た。

「これは……」

「光義。皇こう土ど剣けんを抜くんだ」

　そう言うと、杏はボクと少し距離をとって立つ。

「何な故ぜ？」

「抜いてくれ」

　有無を言わさぬその言葉に、ボクは従う。

　皇こう土どの龍りゆう気きが金の煌きらめきとなって吹き出し、それが大型の刃やいばを作り出す。

　同時に分厚い龍りゆう鱗りんがボクの身体からだを覆おおっていく。

　ボクと杏あんずは五ご龍りゆう剣けんを手にして、向かい合って立つ。

「私は負傷している。まだ傷は塞ふさがっていない。当然、動きは鈍にぶく、痛みで集中力も低下している。はっきり言うが、今の私の戦闘力はかなり落ちている」

　言い切る。

「光みつ義よし。今のお前は既に《八雷やくさ》から受けた傷も完治している。龍気も龍りゆう魂こんからの供給がなくとも、私が与えたもので充実している。万全の状態に見えるが、違うか？」

「いや、そのとおりだと思う」

　タイサイと戦った時と同じか、それ以上の龍気がボクの中に満ちている。全すべて杏が命がけで分けてくれたものだ。むしろ、少しだけど杏のほうが龍気を落としてる。

「ならば……私と戦え」

《焔ほむら》の四本の刃が回転し始める。あふれ出た炎が赤い車輪を描く。

「ま、待って!?　どうして、そんな……！」

「待たない！　行くぞ、光義！」

　杏が床を蹴けった。

　長い赤髪をなびかせて、烈れつ火か剣けんを高速で回転させながら、杏はボクとの距離を一瞬で詰めて来る。

　炎の光の中にボクは光る何かを見た。

　剣けん皇おうとしての目でボクを睨にらむ杏の目尻から涙が散る。

「迎え撃て！　光義！」

　突進しながら、杏は叫んだ。

「今の私に勝てないお前が、剋こく獣じゆうに勝てるのか!?」

「杏!?」

　とっさにボクは行動に出る。

　杏に剣なんて向けたくはなかった。しかも、今の杏は怪け我がをしている。

　だけど、多分、このまま何もしなければ、杏はボクを認めてはくれない。

「頼む、皇こう土ど剣けん！　力を貸してくれ！」

　ボクの身体の内にある龍気が皇土剣を通じて放たれる。

　あふれ出た黄に近い金の輝きが振り回した剣の軌跡に光の帯を描き、そこから十数本の剣が伸びた。皇土剣とほぼ同じ形、大きさの剣の束だ。

　ボクはそれを杏目がけて、全身を振り回しての皇土剣の一撃で打ち放つ。

　何十もの剣が杏を目がけて落ちていく。

　だけど、杏はその隙すき間まを難なく抜けた。よけられないものは烈火剣で両断する。

　あまりにもムダのない動きで、まっすぐ走っているようにさえ見えてしまう。

「まだだ！」

　突っ込んでくる杏あんずに対して、ボクは踏み込んだ。

　放たれた光が刀身にまとわりついて、その刃やいばを長く、太く分厚く変える。

　一瞬で十メートル近い巨剣と化した刃。ボクはそれを剣の雨を抜けた杏へと、横薙なぎに叩たたき込んだ。

　杏だってかわしきれるはずがない。

　そう思ったのに、杏は止まらなかった。勢いは一切緩まない。

　ボクが振り回す巨剣にまっすぐに突っ込んでくる。

　直撃する!?

　その瞬間、ボクは見た。

　杏が前転しながら巨剣を超えた。

　回転する烈れつ火か剣けんの切っ先をボクが叩きつけた巨剣に引っかけていた。その回転と自分自身の勢いを生かして、難なく皇こう土ど剣けんをかわし、そのままボクへと斬きりかかって来る。

　杏の烈火剣が迫り、そして……ボクの首に刃が触れた。

　刀身を燃え上がらせていた炎が消える。

　ただ一瞬の攻防だった。













「これが……私と光みつ義よしの力の差なんだ」

　烈れつ火か剣けんの刃やいばからボクの身体からだへ烈火の龍りゆう気きが流れ込む。

　ボクが減らしてしまった分の龍気をまた杏あんずが与えてくれていた。

　杏が剣を引くと、ボクの膝ひざから力が抜けた。ガクリと膝をつく。

　杏はそれ以上は何も言わなかったけど、その言葉の意味はわかる。

　ボクは皇こう土ど剣けんの力を使って全力で攻撃した。

　でも、杏は烈火剣をただ剣として使っただけだ。烈火の龍気による烈火剣本来の威力を発揮してすらいない。それなのに、手も足も出なかった。

「だから、この戦いに光義の力は必要ない」

　そう言うと、杏は背を向けた。

「私をずっと支えてくれていた。タイサイとの戦いでは私と一緒に戦ってくれた。光義が隣にいてくれることが本当に嬉うれしかった。心強かった」

　動けないボクを振り向くことなく、杏は言う。

「ありがとう」

　言い残して訓練室を出ていく。

　追うことはできなかった。

　ただ、杏が残した最後の声がほんの少し震えていたことだけが、耳から離れなかった。





　　　◆　◆　◆






「ゆえにだ。私は本作戦から黄き塚づか光義くんを外すことを提案する。そもそも、彼はまだ特務殲せん滅めつ官かんですらなく、剣けん皇おうとしても未熟だ。王おう種しゆに迫る戦闘力を持つ近この衛え種と戦える域に至ってはいない」

　杏は澱よどみなく言い切った。

　近衛種ベヒーモスの関東圏到来が予想されるその日の午前。ボクは《桔き梗きよう》本部に呼び出されていた。

　薄暗い部屋の中、壁面を占める大型ディスプレイがぼんやりと輝いている。分割された画面の中には、データと共に、海上を行くベヒーモスのライブ映像が映し出されていた。その横にはベヒーモスの現在地を中心とした太平洋岸の日本地図と、その進路予測が表示されている。

　そこは《桔梗》本部二階にある会議室だった。

　大型ディスプレイを背にして、制服姿の杏が語っている。

　ディスプレイを挟んで、対面にはシビさんが立っていた。

　会議室にはボクを含めて、多くの人が入っている。多分、各地域の特とく守しゆの人なんだろう。カラスキさんたち戦闘服姿の獣人の姿も多い。

　杏あんずはボクのほうをまったく見ようとしない。

　ディスプレイを挟んで立つシビさんは困惑の表情を隠せない。

　小さくうなると、シビさんはボクのほうを見た。

　眼鏡の奥の黒い瞳ひとみが薄暗い会議室を照らすディスプレイの光に浮かぶ。何も言わないけど、「どうする？」と、シビさんは告げているようだった。

　ボクはやっぱり杏に言い返すことができない。

　杏が本当に心配しているのがボクの未熟さだけじゃないことは痛いほどにわかる。

　龍りゆう気きを失えば暴走し、命を落とす可能性さえある剋こく獣じゆうの肉体。死ななくても、ボクは杏や、それ以外の人に危害を加えかねない。そうでなくても、ボクが剋獣だということがわかれば、どうなるかもわからない。

　そして、ボクは杏を相手に、手も足も出なかった。《八雷やくさ》と戦ったことで、杏に負担をかけてしまいもした。

「近この衛え種ベヒーモスとの戦闘は私が行う。近衛種であれば、私が問題なく撃破できることはホルスとの前ぜん哨しよう戦せんで実証されている。そのため、民間人である黄き塚づかくんには万が一の時に備そなえる形で、戦闘には参加せずに待機していてもらおうと思う。特とく守しゆ、《桔き梗きよう》に対する政府の要請は、陸上に被害が出ないように、敵を海上で迎げい撃げきすること。そのため、私はやはり海上でベヒーモスを迎撃するべきだと考える。それがもっとも被害を出さない方法だ」

「しかし、紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。医療スタッフの見解では、あなたの傷は戦闘行動に耐えることができる状態ではないはずよ」

「シビさんも知ってのとおり、今の私は龍気をほぼ回復に費ついやしている。夕刻の作戦予定時刻まで烈れつ火か剣けんの龍気全すべてを肉体の活性化に使用すれば、短時間の戦闘に耐える状態にまで回復することは可能だ。事実、昨日の状態でも《八雷》を撤退させている」

　短時間の戦闘なら可能……とわざわざ言ったということは、それはつまり、長時間の戦闘になればもたないと、杏自身わかっているということだ。

　シビさんもそれを理解しているのか、目を伏せて考える。

　その手が胸元にあるネックレス、黒い鱗うろこに似た宝石に触れた。

「……確かに王おう種しゆ三号タイサイとの戦闘では、黄塚光みつ義よしくんは大きな役割を果たしてくれたわ」

　シビさんは言う。

「ただ、あの作戦はあくまで経験豊富な紅地殲滅官との共同作戦だった。近衛種との戦闘を含め、戦闘経験が少なく、立場的にも民間人である黄塚くんにこの作戦を一任することはできないと判断するわ。協力を申し出てくれた黄塚くんには本当に申し訳ないのだけど」

　シビさんは「ゴメンなさい」と頭を下げた。

「……いえ。そのとおりだと思います」

　反論できる理由がない。

「近この衛え種ベヒーモスには紅あか地ち殲せん滅めつ官かんに当たってもらうわ。ただ、海上での迎げい撃げきは認めない」

「何な故ぜだ？　最も被害を出さない方法に間違いはないはずだ」

「普段ならまだしも、海上は流りゆう渦かの領域。ベヒーモスと連れん携けいする流渦の重じゆう騎き種カルキノスがいる以上、認めるわけにはいかないわ」

「シビさん！」

「近衛種を倒すために確実を期するというなら、この条件は譲れない」

　シビさんが言い切った。

「しかし、政府の要請は上陸前に討つことだろ？」

「ええ。だから、上陸寸前のベヒーモスを沿岸で迎撃する。これなら、特とく守しゆが援護することも可能よ」

　シビさんがタタラさんに指示を出せば、大型ディスプレイには関東を中心とした沿岸地図が拡大表示される。

「ベヒーモスは現在、伊い豆ず半島の沖合にいるわ。ただし、東京湾には既に先遣隊である重騎種カルキノスが侵入している。ここまでベヒーモスがカルキノスに誘導されるように進行していたことを踏まえれば、ベヒーモスの狙ねらいは湾内」

　ディスプレイにはベヒーモスの進路と、現状のカルキノスの分布が表示される。

　カルキノスはベヒーモスを導くように、伊豆半島から東京湾にだいたい等間隔で侵攻していた。

「ベヒーモスが上陸する可能性が高い湾内を中心として、関東圏の沿岸部に既に特守戦力を集中配備しているわ。ベヒーモス、カルノキスの足止めのため、海上、沿岸に対釼けん塵じん、対流渦の障壁を中心としたトラップを設置。ベヒーモスの目的地が判明次第、紅地殲滅官が現場に急行し、特守との連携によって、ベヒーモスを撃破する」

「それなら、私も沿岸で待機する。いや、湾内のカルキノスを撃破する。それから、ベヒーモスの動きに合わせて動いていけば、到着までの時間を短縮、特守の損害を抑えることができるはずだ」

「いいえ。それも許可できないわ」

「シビさん！」

「戦闘の直前まで全すべての龍りゆう気きを傷の回復に使う。そう言ったのは、紅地さん。あなたよ。不利を承知でカルキノスと戦闘して、静岡まで、ベヒーモスを追って移動して、そこから東京に戻ってくる……。それで回復が間に合うの？　わたしたちはあなたを失うわけにはいかないのよ。作戦として悪手。そうだとしても……」

　言い返そうとして、杏あんずは言葉に詰まった。

「以上。《ベヒーモス迎撃作戦禹王の防壁》を開始します。詳細は各部署に追って通達します」

　参加者たちが立ち上がり、部屋を出て行く。

　そんな中で、まだ杏は納得ができない顔をして、佇たたずんでいた。

　ボクは何も言えず、代わりに戦うこともできない。

　不ふ甲が斐いなさに拳こぶしを握りしめる。






　　　第五章　海を裂く釼けん塵じん









　かつて品しな川がわ埠ふ頭とうのコンテナ街があったその場所に、ドーム状の屋根を持つ異界外来種、侵しん蝕しよく因子研究機関《桔き梗きよう》の特徴的な建物が建っている。

　大型のコンテナ倉庫よりもずっと広い敷地に、高い塀に護まもられ、白い外壁に覆おおわれた本部がある。

　ベヒーモスが関東圏に最接近する日。近この衛え種の剋こく獣じゆうは予測どおりのルートを来ている。湾内への侵入予測まではあと二時間。

　ボクはそこにいた。

　ベヒーモスとの戦いには参加しない。ただ、一応、ここで待機する……ということにはなっている。

　塀の内側、木々が植えられて、綺き麗れいに整えられた芝生が広がるその中庭に立っている。

　少しずつ気温が上がり始めた五月の末だけど、海からの風は火照った体に気持ちいい。

「黄き塚づかさん」と、声がかけられた。

　タタラさんが本部に戻ってきたところだった。

　今日のタタラさんは和風のメイドさんのようなあの服を着ている。

「すいません。手持ち無ぶ沙さ汰たにさせてしまって」

　申し訳なさそうに言う。

「せめて、私が訓練でもできればよかったのですが……」

「いや、そんな。今、タタラさんはかなり忙しいでしょうし」

「確かに時間はありませんが……。こんな場所に待機させてしまって、申し訳ないです」

　タタラさんは本部の建物を振り返る。丸い屋根が夕日に赤く染まっていた。

「紅あか地ち殲せん滅めつ官かんにもギリギリまで身体からだを休めてもらうために、別室で待機していただいているのですが」

　今朝、会議室で会ったのを最後に、ボクと杏あんずは顔を合わせていない。

　同じ《桔き梗きよう》本部にいるのに。

　ボクも杏も気まずくて、何を話せばいいのかちょっとわからなくなっていた。

「時間があったとしても私では、戦闘勘を磨みがいてもらう程度のことしかできません」

「そんなこと……。ボクには十分貴重な経験でした」

「剣けん皇おうを鍛きたえることができるのは剣皇だけ……。言い訳ですね」

　がんばってくれてるタタラさんが力なく言うのが申し訳ない。

　顔を向けるとタタラさんは少し言葉に迷いながら、海風に揺れる髪を押さえる。

「今回は待機することになりましたが。私はあなたに期待しています。私だけではなく、シビ局長もです」

　タタラさんは少し眉まゆを下げて、困ったような顔をする。表情の薄いタタラさんにしては珍しい。

「殲滅官になるかどうか……ということですよね」

「はい」と、タタラさんは頷うなずく。

「今回のことで確信しました。紅地殲滅官一人では、やはりいずれ無理が来ます。いえ……もう無理が来ているんです」

　タタラさんは杏が休んでいる《桔梗》本部の建物を振り仰ぐ。

「強要することはできません。法的にも、個人としても。しかし、《皇こう土ど帝てい》を相手に一歩も退ひくことなく、紅地殲滅官を助けて戦った黄き塚づかさんは私たちと同じ想おもいを抱いている。そう考えています」

　タタラさんは本当に杏のことを大事に想ってくれている。

　ボクも応こたえたい。でも……。

「おお！　タタラ！　俺のかわいい娘！」

　不意に正門のほうから声がした。

　戦闘服の上からでもわかる逞たくましく盛り上がった身体と、白い獣毛に包まれた虎とらの顔、そこに走る大きな傷跡とギラギラと光る隻せき眼がん。

　カラスキさんが大きく両腕を広げてやって来た。厳いかめしいはずの虎とら顔が全力で緩んでいる。

　チッ！　と、タタラさんが露骨に舌打ちした。

「どうだ？　タタラ。お父さんと夕飯を食べに行かないか？　お父さん、なんだって食べさせてやるぞ。ビフテキか？　カレーか？　あ、そうだ。その前に写真を撮らせてくれ。夕日に染まる《桔き梗きよう》本部と、そこに立つ可か憐れんな花が一輪……今しかねえだろ!?」

「嫌です」

　タタラさんは一切の容よう赦しやなくカメラを取り上げた。

「おいおい、そんなに恥ずかしがるなよ。その表情を撮らせてくれ。タイトルは『恥じらいの年頃。お父さんゴメンなさい』だ。俺以外にそんな顔を見せるのは本当に許さんがな」

「まず、夕食をご一緒することはできません。何な故ぜなら、お父さんはこのあと《ベヒーモス迎撃作戦禹王の防壁》の品しな川がわ埠ふ頭とうの警備だからです。写真も撮らせません。任務に私物を持ち込まないでください。あと、数時間内に戦闘の可能性が高いのに……」

「別に邪魔になるものじゃなし。俺の役割はこの命を盾としてでも、《釼けん塵じん帝てい》の眷けん属ぞくを止めることだ。その前にお前の写真を見て決意を固めるのは普通だろうが」

　すごい。いきなりフラグだ。

「写真なら、プリントして持ち歩いてください」

「まあ、あるんだがな」

　胸ポケットから取り出したのは、タタラさんの写真だった。しかも、寝顔だ。

　いつもの固い表情が嘘うそのように安らかに眠っている。ちょっと涎よだれが垂れてた。

「お父さん。その写真、戦闘前に絶対に見てくださいね。そして、『必ず帰るぜ。タタラ』とか言えばいいんじゃないですか？」

　言いながら、タタラさんがこちらをチラリと見た。表情はいつもと変わらないのだけど、ほんの少しほっぺたが赤い。

　ボクは一応、写真から目を逸そらしておいた。

「お、おう？　当然言うけど。なんだよ。突然、どうしたんだよ。反抗期終わったのか？」

　さらに畳み掛けるフラグ。克かつ也やなら「これあかんやつや」って言う。

「お父さん。気持ち悪いです。加齢臭がします」

「こいつは戦う男の匂においだ。今にわかる。それよりもだ」

　腕を組むと満足そうに頷うなずいた。

「その服を着ていると、似てるな」

　昔の給仕のようなタタラさんの服装をマジマジと見つめて、涙ぐみ始める。

「お前な、本当に、母さんに似てるんだ。その服だとな……う、うぅぅ……」

　タタラさんが「うっ……」とえずいた。

「すいません。黄き塚づかさん。私は嫌悪感が限界に達したのと、《ベヒーモス迎撃作戦禹王の防壁》の準備がありますので、ここで失礼させていただきます。お部屋は二階の仮眠室を使ってください」

「わかりました。色々ありがとうございます」

「それでは失礼します」

「待てよ、タタラ！　もうちょっと……もうちょっとだけな！　あ、やっぱり写真を」

「撮らせねえっつんですよ!!　クソ、親おや、父じ!!」

　タタラさんはカラスキさんの顔をつかむと、そのまま真下に振り下ろした。

　カラスキさんの巨体が顔面から芝生に突っ込んだけど、もう振り向きもしない。そのまま歩み去る。

「え、えっと……」

　写真を握ったまま顔から地面に突っ伏したカラスキさんを見下ろす。

　大丈夫なのかな……。

「ふー。英気を養ったぜ」

　何事もなかったかのように起き上がって、顔の泥を拭ぬぐうと、写真を胸ポケットに直す。

　タフ過ぎる……。

「皇こう土どの剣けん皇おう。どうだ？　いい娘だろ」

　すごく自然に会話を続けてきたので、むしろ戸惑う。

「え、えっと……」

「母さんに似て、本当に綺き麗れいに育ってくれた。母さんは人族なんぞに興味のない俺が、一目で惚ほれ込こんでしまった美人だったからな」

　しみじみ言う。

　この人は種族の壁を越えて結婚してるんだ。

　よく考えたら、色々大変だったんじゃないのかな。

「思い出すぜ。結婚を認めさせるのに、親父と一昼夜殴り合ったことを」

　本当に大変だった……。

「タタラはそんな愛の賜たま物ものだが。剣皇なら……友達から、始める、ぐらいは、許しても……かまわん」

　途切れ途切れに言いながら喉のどの奥で唸うなって目を血走らせる。

　剣皇じゃなくても、あふれる殺気には気づくことができると思う。正直、逃げたい。

「俺はタタラが大事だ。残るこの目に突っ込んでも全然痛くないほどだ。だが、そんなタタラがいつかは嫁にいくこともわかっている。剋こく獣じゆうどもとの戦い……そいつが終わる日が来たら、俺はタタラの結婚式に行く。タタラの花嫁衣い裳しようを見るまで、俺は死ぬわけにはいかん。全すべての戦いが終わったら、娘が結婚するんだ」

　自分のフラグだけは立てた。さすがフラグ隊長……。

「まあ、タタラのためだろうが、そうでなかろうが、死ぬべき時がきたら死ぬしかないが」

　やけにあっさりと言う。

「そう……なんですか」

「意外そうな顔だな。だが、お前だって、烈れつ火かの剣けん皇おうのためだったら、死ぬだろ？　自分が死んで、剣皇やこの世界が一秒でも長らえることができるなら、だ。だから、お前は皇こう土ど剣けんを持って、皇土の剋こく獣じゆう五ご帝ていなんてバケモノに挑んだんだろ？」

「それは……」

　あまりにも当然のことのように言われて、ボクは戸惑ってしまった。

　そうだ。ボクは杏あんずのためならなんだってする気だった。ボクの命だって賭かける。

　でも、ボクは今……。

　カラスキさんが眉まゆ根ねに皺しわを寄せて、訝いぶかしげな顔をした。

「皇土の剣皇、お前……」

　何か言おうとしたけど、フンと鼻を鳴らして言葉を止める。

「剣皇。光みつ義よしくんだったな。聞いてるぜ。このあとも待機だろ？　ちょっとつき合わんか？」

「カラスキさん、任務のはずじゃ」

「そうだ。これから品しな川がわ埠ふ頭とうの警備だ。まあ、つまりはこの本部の東側の海の守備だな。ベヒーモスは順調に東京湾に近づいてるようだが、まだ少し時間はある。なぁに。シビが文句を言うなら、俺がガツンと言ってやるから」

「シビ局長と親しいんですか？」

「四し海かい天てん宮きゆうからの腐れ縁だな。さあ、行くぜ」

　ついて行っていいものか少し迷ったけど、確かにボクにできることはあとは、本部でおとなしく待機していることだけだ。

　少しぐらいはいいかなと、カラスキさんの後に続く。

　カラスキさんは本部の外に停とめていた特とく守しゆの車両に乗った。

　ボクが助手席に乗るのを待って、車を走らせる。

　品川埠頭は以前とは姿を変えている。かつてはガントリークレーンが並んで、いくつものコンテナや倉庫、企業の社屋が並んでいて、火力発電所があったらしいけど、今は《桔き梗きよう》本部以外には、たくさんのプレハブの家屋が建っている。

《烈火帝迎撃作戦金烏殺し》。

　ここは杏が剋獣五帝の一体、《烈れつ火か帝てい》ホルスとの決戦を行った場所だ。

　その戦いで品川埠頭からＪＲ品川駅の東側一帯までが焦しよう土どと化した。今もまだ品川駅東は品川焦土と呼ばれていて、復興は進んでいない。

「知ってると思うが、ここは獣人の居留地だ。俺やタタラの家もある」

　カラスキさんがプレハブの家屋を顎あごで指す。

「ここしか住む場所がないからな。なんとしてでも護まもってやらんと」

　聞いてはいたけど、実際、目にすると言葉が出ない。

　異世界からの難民として扱われている獣人たちは、一般の人と同じ場所に住むことを許されていない。衝突や差別を恐れてのことらしいけど……やっぱり、申し訳ない。

　品しな川がわ埠ふ頭とうに居留地のひとつが作られたのも、品川焦しよう土どが一般の人たちとの緩かん衝しよう地域になるからだって言われている。他の居留地も普通に考えれば、住むには不便な場所ばかりだ。

「住民の避難は済んでるが、せっかくの家がなくなって、明日寝るとこがないのはキツいからな」

　カラスキさんは運転しながら言う。

「まあ、ここが一番、烈れつ火かの剣けん皇おうのいる場所から近い。俺もたいしてがんばらんでもすみそうだが」

　車が停とまった。《桔き梗きよう》本部からわずか五分ほどの距離だ。

　目の前には東京湾が広がっている。湾を挟んでそれほど遠くない場所にお台だい場ばが見えた。

　南には大おお井い埠頭、そのさらに向こうには川かわ崎さきの街があるはずで、ベヒーモスはさらにそのずっと先、東京湾の入り口あたりにまで迫っているらしい。

「これが……対釼けん塵じん障壁」

　そこに張り巡らされたバリケードをボクは見上げた。

　簡素な鉄塔と有ゆう刺し鉄てつ線せんのバリケードは十メートル以上の高さがある。

「任意のタイミングで爆破可能な代物だ。地面には炎を撒まき散らす地雷も仕掛けてある」

　言われてみれば有刺鉄線には爆薬らしいものが何カ所も取りつけられているし、地面にも確かに大量の地雷が敷ふ設せつされていた。

「烈火の龍りゆう気きで釼塵の龍気の盾を破って、俺たちが叩たたくわけだ」

　よく見れば海にもブイらしいものが浮いていた。多分、あれも機雷か何かだ。

　湾岸には多分、迫撃砲らしいものも少しだけど設置されていた。

「ただ……ベヒーモスへの対策に力を入れ過ぎて、流りゆう渦かへの対策が薄いのが気にかかるな。奴やつが湾内のどこを狙ねらっているかわからないせいで、装備も分散して不十分なんだよな」

　カラスキさんはほんの少ししか設置されていない砲を見て、苦い顔をした。

　十メートルを超えるバリケードも、三十メートル級のカルキノス相手ですら頼りなく見えてしまう。これだけ大量に仕掛けられたトラップも、それ自体が剋こく獣じゆうに対する決定打じゃないこともわかってる。

「最終的には剣皇に頼るしかないのが情けないが……」

「カラスキさん！　ちょっと遅いですよ!?　また、娘さんに絡んでたんですね！」

　特とく守しゆの隊員がカラスキさんを怒鳴りつけた。

　獣人じゃなかった。人間の女性で、なんだか小柄な人だ。身長はボクよりも小さくて、カラスキさんの前に来ると子供みたいにも見える。顔もちょっと幼い。

「どうせ、娘さんに嫌がられてきたんですよね？　カラスキさんが時間に遅れる時って、だいたいそうなんですから」

「うるせえよ！　嫌がられたり嫌われたり避けられたり、下着洗濯する時、露骨に別にされたりしてねえからな！　あれは……俺のパンツを大事に思ってくれてるから、別で洗ってるんだよ！」

「されてるじゃないですか」

　その隊員はかわいそうな人を見る目でカラスキさんを見上げる。

「なんだその目は!?　悲しいなんて思ったことはねえんだ！　なあ、おい!?」

「ともかく、サボらないでください」

　そう言うと、彼女はカラスキさんにいくつか伝言を残して、ボクのほうに頭を下げると去って行った。

「くそ……。俺は隊長だぞ。娘にだって好かれるイイ親父おやじだぜ」

　自分に言い聞かせるみたいにブツブツ言いながらも、カラスキさんは海から少し離れた場所に停とまっている指揮車のほうへ行くと、獣人の隊員が差し出したタブレットを手にして何か指示を出した。

　それからこっちに戻ってくる。

「すまん。待たせたな」

　カラスキさんは海を臨のぞんで立つ。

「で、黄き塚づかくん。お前、何か悩んでるのか？」

　唐突に言われて、ボクは目を丸くする。

「……そんなふうに見えますか？」

　顔や態度に出した覚えはなかったのだけど。

「伊だ達てに歳としは取ってねえからな。わかるんだよ」

　カラスキさんは牙きばを見せて笑った。

「聴くぜ？　いいから話せ」

　隻せき眼がんがボクを見る。

「困ったな……」

　ボクの中の剋こく獣じゆうのことを話すことはできない。本当は話すべきなんだろうけど……でも、できないのはボクが臆おく病びようだからだ。

　杏あんずのメンタルが弱い弱いと散々思っていたけど、ボクこそ豆腐どころか、レンジで温めたマシュマロだ。ほとんど溶けてる。

「ちょっとだけ悩んでます」

　ボクは言ってしまった。多分、誰かに聞いて欲しかった……そんなところはあるかもしれない。

「本当はベヒーモスとの戦いは、紅あか地ちさんに代わって、ボクがやりたかったんです」

　ベヒーモスがいるはずの海の向こうを見み据すえて口にする。

「だけど……紅地さんに未熟過ぎることを指摘されました。烈れつ火か剣けんの力をほとんど使いもしない紅地さんに負けました。傷ついた紅地さんの代わりにすらなれなかった」

　訓練室での戦い。杏あんずに一いつ蹴しゆうされた瞬間を思い出す。

「紅地さんを助けたいって、ずっと考えていたんです。たった一人で、英雄として戦わなければならない紅地さんを助ける力が欲しいって。剣けん皇おうになって、並び立てるはずの力を手に入れた。そう思ったんです。でも、実際には、剋こく獣じゆうどころか《八雷やくさ》相手でも手玉に取られる始末で」

　自分の手を見る。

「せっかく力を手に入れたのに何もできなかった」

　この手は人間としてのボク自身のものじゃなくて、身体からだに宿る皇こう土どの剋獣が作り出した偽物の血肉でできている。

　そこまでして生きて、杏まで傷つけてしまった禍まが々まがしい力を宿して、それなのに……。

「ぷっ」

　カラスキさんが噴き出した。

　思わずそっちを見る。

「待て待て。すまん！　バカにしたわけじゃねえよ」

　カラスキさんはおかしそうに手を振る。

「お前、烈れつ火かの剣けん皇おうと同じだ」

「同じ？」

「お前の悩みの原因を一言で言い当ててやるよ。実力不足だ」

　カラスキさんはきっぱりと言った。

「剣皇ってやつは強いぜ。俺だろうが、俺のかわいい娘だろうが、《八雷》だろうが、被害気にせず、本気でやれば一瞬で蹴け散ちらせるぐらい強い。格ってやつが違うんだ。お前だってそうだろ？」

　確かに……《八雷》との戦いで、タイサイを倒そうとした時みたいに、皇土の龍りゆう気きを存分に使って、街を破壊しながら戦っていれば、結果は違ったかもしれないとは思う。

「だがな。烈れつ火か剣けん皇おうは剣皇になったばかりの時、その力のなさを嘆いていた。近きん畿きで多くを救えず、この品しな川がわを焼き、他にも数多く、護まもりきれないものがあった。まあ、口には出さずに堪こらえていたが、悔くいているのは見ればわかったぜ」

　カラスキさんの言うとおりだ。

　杏あんずはあれだけの力を持って、焔ほむらまとう英雄と呼ばれながら、いつだって悲しんでいた。力が足りないと泣いていた。

　ボクはそのことを多分、この世界で一番よく知っている。

「だから、烈れつ火か剣けん皇おう、紅あか地ち杏は俺に協力を仰いだ」

「協力？」

　それは初耳だった。

「俺が特訓したんだ。烈れつ火か剣けんの使い方を、剣技を、武術を、龍りゆう気きの性質を学び、新たな戦い方を編み出し、その実力を驚くほどに高めていった。素質もあるが、あれは剣皇がそれを強く望んだからできたことだ」

「紅地さん、そんなことをしていたんだ……」

　ボクがタタラさんに教えてもらったみたいに、杏もそんなことをしていた。

　剋こく獣じゆうとの戦いと、英雄であろうとすることで疲れ果てていたのに。

「烈れつ火かの剋こく獣じゆう五ご帝ていを討ち、今、また皇こう土どの剋獣五帝を退けた剣皇、紅地杏。それはただ烈火剣に選ばれただけで存在するわけじゃない。紅地杏が烈火の剣けん皇おうだからこそ、できたことだ」

　そのとおりだとボクは思った。何な故ぜ、今までそのことに気づかなかったのか。

　杏はメンタルが弱くても、流れそうになる涙を必死に堪えて、焔まとう英雄というキャラを一生懸命作り続けて、命をかけて剋獣と戦い、傷ついても傷ついても立ち上がる。

　ボクはそんな杏を一番傍そばで見てきたはずだった。

　英雄、烈火の剣皇としての杏の強さ。世界の敵に抗あらがうことができる本当の強さ。それはただ烈火剣という武器を手に入れただけで、持てる強さじゃなかった。

「黄き塚づかくん。不安や悩みってやつはな。だいたいは実力の不足から来る」

　カラスキさんは澱よどみなく言い切った。

「そういう時はどうするか。やれることをやって鍛きたえるしかねえんだ」

「鍛える……」

「そうだ。たとえ、力ってやつがなくても、鍛えたところで届かないことがわかっていても、そうするしかない」

　カラスキさんは笑った。虎とらの顔だけど、その笑顔がどこか自じ嘲ちよう的てきなように感じる。

　一つしかない目は海の向こうを……多分、もっと遠いところを見ていた。

「四し聖せい騎き士し団だん西せい方ほう白びやつ虎こ副団長《飛ひ爪そう剣けん》カラスキ。そんなたいそうな名前も、剋獣五帝の前じゃ何の意味もない。それでも、やれることをやるしかない。やれることをやるために、鍛えるしかない。答えだけは決まってるんだよ、お前の悩みには」

　カラスキさんの手がボクの頭を軽く叩たたく。その厳いかめしい顔と裏腹な優しい手つき。それにプニプニした肉球。そういえば、初めて会った時も、そんな印象を受けた。

「烈れつ火かの剣けん皇おうは最初から英雄だったわけじゃない。だからこそ、俺はあの子を少しでも助けたいと思っているわけだ。……でなきゃ、俺が俺である意味がない。二代に渡って剣皇を死なせるようじゃ、俺は何な故ぜ、生き残った？」

　カラスキさんは深く息をついた。

「あの……カラスキさん。四し海かい天てん宮きゆうでの、杏あんずの先代になる烈火の剣皇っていうのはどんな人だったんですか？　あ、えっと……」

　言ってしまってから後悔する。

　先代の剣皇は四海天宮での剋こく獣じゆう五ご帝ていとの戦いで全員亡くなっている。

「英雄だ。まぎれもなくな」

　優しいけど苦い表情でカラスキさんは言った。

「烈火の剣皇ホトオリ。あの娘は四海天宮の英雄だった。心も、その剣技も、恐ろしく強い少女だった。剣皇になる前も、なった後もだ」

　カラスキさんは夕暮れに染まる空を見上げた。赤い空は烈れつ火か剣けんが放つ炎の色にどこか似ている。

「五帝全すべてと渡り合ったんだぜ。今の、力を落としている五帝じゃない。最盛期の剋獣五帝をまとめて相手にしたんだ」

「あれよりも強い敵と……それも五体まとめてですか」













　信じられなかった。

　五体とまとめて戦うことなんて、どうすればできるのかもわからない。

　四し海かい天てん宮きゆうが滅んだ戦いというのは、どんな地獄だったんだろう。

「そうせざるをえない状況を作り出したのは、俺だ。俺たちの弱さだ。あの時、ホトオリが戦わなければ、四海天宮はもっと早く滅んでいた。五ご龍りゆう剣けんも失われて、生き残りもいなかったかもしれん」

　剋こく獣じゆう五ご帝てい全すべてと戦った烈れつ火かの剣けん皇おうホトオリさん。

　そのあと、ホトオリさんがどうなったのかを、カラスキさんは口にしなかった。

「カラスキさんが戦う理由は……それですか？」

「どういうことだ？」

「同じ獣人でも《八雷やくさ》はこちらでの扱いを不満に思って、テロ行為に及んでいます。認めたくはないけど……でも、実際、しかたがないと思うところもあります。なのに、カラスキさんや、特とく守しゆの獣人はボクたちの世界のために力を貸してくれています」

「戦う理由か……。そりゃ、人それぞれだ」

　カラスキさんはあっさり言った。

「復ふく讐しゆうがあれば、護まもりたい者がいる奴やつもいる。《八雷》は……まあ、俺も認めないが、奴らには奴らの想おもいがある。俺は……そうだな」

　爪つめの先で顎あごを掻かく。

「タタラがいて、ＰＣとデジカメがあるからか」

　そして、豪快に笑った。

「あとは……お前が言ったとおりだ。繰り返したくないからだな」

　カラスキさんは照れたみたいに咳せき払ばらいして、ひとつだけの目を細めた。

「ともかく、だ。どこかの年寄りみたいに後悔を抱えたくなれば、やれることをやるしかねえ。何ができるかを考えて、鍛きたえて、そして、この命を賭かけるしかないわけだ」

　カラスキさんは自分の胸をつかむ。そこにはタタラさんの写真が入っている。

「考えろ。鍛えろ。戦い続けろ。それが誰もが抱く運命ってやつだ」

「はい」と、ボクは頷うなずいた。

　カラスキさんに言われてようやく気づいた。

　それは全部、杏あんずがやってきたことだ。杏とずっと一緒にいて、いつも見ているつもりで、気づいてもいなかった。

　ボクだって、杏が幼なじみじゃなくて、英雄だと思っていたんだ。

「そうだ。ついでに、強くなるコツを教えてやる」

「え？　ここでコツですか？」

　地道にやるしかないという話なのかと思っていたし、納得してたのに。

「龍りゆう気き操そう法ほうってやつは、龍気を自在に組み上げて色々な力とする技術だ。実質、意思で龍気を動かすと言っていい。五ご龍りゆう剣けんで龍気を操る時もそんなもんだろ？」

「確かに……。思ったとおりの形に変わってくれるって印象です。勢いでやってましたけど」

「それだ。だが、俺たちの意思には五龍剣ほどの強制力も精密さもない。だから龍気操法では、龍気を操る筋道として、それを龍気を導く歌と、形を決めるための道標としての印を切る」

「魔法の呪じゆ文もんみたいなものだとは思っていましたけど。あれ、やっぱり意味があったんですね。」

「そうだ。流派によっても、個人によっても違うが、こうして、俺たちは曖あい昧まいな存在である龍気を龍気操法という力にすることができるわけだ。それを放つ時、俺たちは龍気を新たな形にするため、最も強いイメージを言葉として放つ。飛ひ爪そう剣けん！　とかな」

「そういう意味があったんですね。……あれ？　四し海かい天てん宮きゆうとこちらの言葉って、同じなんですか？」

「こっちの言葉に慣れてくると、四海天宮の言葉じゃピンとこなくてな。感覚的なもんだ。歌はあっちのでなんとなくしっくりくるんだが」

　カラスキさんが首をひねる。

「まあ、それはいい。個人差のあることだしな。つまりは何が言いたいかって言うとだ。五龍剣で龍気を操る時にも、この技術は応用できるはずだ。お前の強いイメージを言葉にしてみろ」

「紅あか地ちさんは何も言ってなかったみたいですけど……」

「烈れつ火かの剣けん皇おうにも教えたんだがな。あの子はなんだかよくわからない方向で意思を走らせることに成功してるようだ。『走れ《焔ほむら》！』とか、『焔の猟犬は貴様を捉とらえている！』とかな」

「あれ、そういうイメージの言葉だったんだ……」

　意識してるのかしてないのかはわからないけど。

　いや、多分、最初、カラスキさんのやり方でやってみたけど、恥ずかしくて、誤ご魔ま化かす感じで今のやり方に落ち着いたんじゃないかって気がする。今の台詞せりふは台詞で照れてるけど。

「お前が皇こう土ど剣けんを使いこなしたいなら、ひとつの指し針しんになるはずだぜ。これが四海天宮、カラスキ直伝だ。どうだ？」

「……ちょっと恥ずかしいです」

「そうなのか？」

　正直に言うと、カラスキさんが心底驚いた顔をした。文化の差を感じてしまう。

「これでお前はもう一人で戦える。そう言うつもりだったんだがな」

「カラスキ隊長。フラグばっかり立ててるなよ。あんた必要なくなったら、死ぬよ」

　また通りかかった獣人が呆あきれた顔で言う。

「ちょっと待て。今のどこがフラグってやつだ!?　品しな川がわ特とく守しゆは適当なことばっかり言いやがって。それはフラグ意識過剰なんじゃねえのか」

「年寄りが若者に何か教えると死ぬだろ？　なあ、皇こう土どの剣けん皇おう」

「そうなのか!?　いや、どうせ、四し海かい天てん宮きゆうの奴やつが言ってることだ。どうなんだ？　剣皇。俺はまたフラグやめろとか言われるのか。ちょっと気にしてるんだ」

「微妙に……フラグですね」

「くそっ！　フラグって奴は難なん儀ぎだな。だがまあ、今すぐにどうにかなるわけじゃねえだろ。ベヒーモスもここに来るとは限らない」

「あ……」

「まずいぞ、カラスキ隊長！」

　指揮車のほうから声がした。

　近くにいた獣人の隊員はやれやれといった様子で犬の顔に呆れた表情を浮かべる。

「フラグなんて知るかよ！　俺がこんなところで死ぬわけねえ。で、なんだ？」

　ボクもカラスキさんと一緒に指揮車のほうに向かった。

『近この衛え種ベヒーモスが東京湾に向かって動きだしたわ。ここまでよりも速度を増しているわね。三十分は繰り上がりそうよ』

　差し出された通信機からシビさんの声がする。

　周りの特守隊員がカラスキさんをジッと見た。

「『来るとは限らない』とかよくもまあ……」「カラスキさんが呼んでますよね。フラグで」

　言われた言葉を、カラスキさんは思い切り無視した。

　ボクもその……いや、フラグなんて、そんな……。

「想定どおりで備そなえもしてるだろうが！　目的地はどこだ？　やはり上陸する気か？」

『沿岸で攻撃を留とどめるなんてありえないわ。少なくとも重じゆう騎き種カルキノスは陸上行動が可能よ。目的地は……現在の進路での最短コースで行けば、川かわ崎さき区から江こう東とう区にかけての沿岸部の可能性が高いわ』

　東京湾深部の西沿岸から中央にかけてだ。

「それなら、目的地は品川埠頭ここだろ。上陸したとしても、最終目的だ。わざわざこんな懐深くまで攻め込んで、ただ街を襲うだけとは思えん。奴らがここを襲う理由だってある」

　カラスキさんが海のほうを振り返る。

　まだ、ベヒーモスの姿は見えない。だけど、確かに濃厚な龍りゆう気きを感じる。

『歪わい曲きよく点てん測位と現場での観測で先行する重じゆう騎き種カルキノスの展開も確認されたわ。《桔き梗きよう》特とく守しゆ、品しな川がわ特守は迎げい撃げきの準備を急いで』

「了解だ」

『シビさん。私だ』

　通信に杏あんずの声が割って入った。

『紅あか地ち殲せん滅めつ官かん。まだベヒーモスは沿岸にまで接近してはいないわ。あなたはまだ休んで……』

『短時間なら、さほど変わるものじゃない。傷ももう大丈夫だ。ありがとう。迷惑をかけた』

　傷が治っているはずもないのに、杏は言った。

『だが、幸運だった。ベヒーモスの攻撃目標がこの近辺なら、私は被害が出る前に奴やつを迎撃することができる』

　確かに《桔梗》本部からここまで、杏なら数分もかけずにやって来ることができる。

「紅地さん。気をつけて」

『ありがとう。黄き塚づかくん……ん？　黄塚くん、今、どこにいる？』

「俺と一緒だ」

　カラスキさんがボクの肩を叩たたく。

『何な故ぜだ!?　黄塚くんは本部で待機しているはずだろ！』

「まあ、焦るな剣けん皇おう。ちょっと若い者と話をしたくて、俺が連れ出したんだ。作戦開始までに本部へ戻す。誰か彼を連れて行ってやってくれ」

「あ、いえ。自分で戻れますから」

　すぐそこだし、さすがにそんなことでまで迷惑をかけるわけにはいかない。

　本当はここに踏みとどまって、杏と一緒にベヒーモスを迎撃したいけど……。

「おい、剣皇」

　カラスキさんがボクに耳打ちする。

「困ったら悩むなよ。いざとなれば、本部からここまで来るなんて、すぐだろ？」

　カラスキさんは牙きばを剥むいて豪快な笑みを見せた。

　この人は本当にいい人だ。感謝してもしきれない。

「ありがとうございます」

　頷うなずくと、特守《桔梗》分隊の人たちにも頭を下げた。

「すいません。それじゃ、あとはよろしくお願いしま……」

　爆音が響き渡った。

　揺れる大気がボクの言葉を遮さえぎる。

「え……」

　ボクは目を見開いた。

　爆炎が上がる。

《桔き梗きよう》本部からだ。

　遠くに見えるドーム状の建物から黒煙が噴き出している。

　夕焼けの空をさらに赤く染めて降りそそぐものは大量の炎の雨だった。

　ボクはそれを見たことがある。

「流星弓……！」「タマオノだと!?」

　ボクとカラスキさんは同時に声を上げていた。

『本部に襲撃！　襲撃者は全すべて獣人です！』

　タタラさんの声が上がった。

『襲撃者にタマオノを確認。《八雷やくさ》です！』

　攻撃の影響なのか、通信が乱れた。

　ボクだけじゃなく、特とく守しゆの人たちも本部を振り返り、立ち尽くしている。

「今やるのかよ！」

　カラスキさんの牙きばがギリッと音を立てた。

「……いや、違う。確かにやるなら今か。特守の全てが沿岸の防備に回り、他の政府機関連中もベヒーモスに気を取られている。本来《桔梗》守備の俺らすら出払ってる上、近この衛え種が攻め上がってきているこのタイミングだ。本部をやるつもりなら、今しかねえな」

『品しな川がわ《桔梗》本部への陸と海からの同時攻撃。王おう種しゆ四号エリス、五号オケアノス。それに……《八雷》までもが手を結んでいるとでも言うつもり？』

「バカ言うな！　タマオノのジジイはいけすかねえが……！　やり方は姑こ息そくで、俺の龍りゆう気き操そう法ほうも通じねえ。だが、奴やつも四し海かい天てん宮きゆうの生き残りだろうが！　そもそも、《八雷》自体も……」

『だけど、ベヒーモスの行動に確実に合わせての襲撃が可能だと思う？　全てが偶然だとでも言う気なの？』

　カラスキさんが言葉に詰まる。

『局長。本部内隔かく壁へきの閉鎖が終わりました。しかし、このままでは……。私が戦える者たちと出ます』

「早まるな、タタラ！　おい、シビ。来ているのか？　嵐らん樹じゆ剣けんの剣けん皇おうは」

『いいえ。歪わい曲きよく点てん測位でも、戦闘状態の嵐樹剣の反応はないわ。ただ、この状況で待機状態の嵐樹剣を見つけるほどの正確な測定はできないわね』

『相手がただの獣人であれば、私で対処できます。お父さん……《桔梗》特守と殲せん滅めつ官かんがベヒーモスに対する必要がある以上、ここは私たちが』

『いや、私が出る』

　杏あんずが言った。

『これより《八雷やくさ》を殲せん滅めつする。その後、ベヒーモスの殲滅を行う』

「無む茶ちやだ！」

　ボクは声を上げた。

　いくら杏でもあの怪け我がでの連戦なんて無理がある。

「剣けん皇おう。まだ嵐らん樹じゆ剣けんの剣皇が来る可能性もあるぞ。シビが言ったように《八雷》がこの襲撃を仕組んだなら、必ず来る。俺ならそうする」

「剣皇同士での戦闘……」

　背筋を冷たいものが伝う。

　それがどんな戦いになるのか想像もつかない。

　ボクは確かに訓練室で杏と剣を交えた。でも、あの時、杏は龍りゆう気きを使わなかったし、そもそも殺し合いをするわけじゃなかった。

　烈れつ火か剣けんはこの品しな川がわを焼き尽くした。

　皇こう土ど剣けんはサンシャイン60に匹敵する剣を作り出した。

　そんな力が激突すれば、怪我が治りきっていない杏は……。

『すまない。カラスキさん。私が行くまででいい。ベヒーモスの上陸を阻止してくれ』

「……わかった」

　カラスキさんたち特とく守しゆの隊員たちが武器を手にする。

「待って……。わかってる？　いや、わかってて言ってるんだよね。紅あか地ちさん。万が一、嵐樹剣の剣皇が出現したら……いや、そうでなくても、紅地さんの到着が遅れれば、カラスキさんたちに大きな被害が出るってことが」

　杏は応こたえない。そのこと自体が肯定を意味している。

「剣皇。後ろは気にするな。ここは俺たちが何としてでも死守する」

　カラスキさんが言う。

　戦うことを決めている。違う……。

　ボクはその目を見て気づく。

　カラスキさんは状況によっては死ぬ気だ。直感的にそう思う。他の特守の隊員もそうだ。ベヒーモスが来る海を睨にらんで、粛しゆく々しゆくと準備を整えていく。

「状況が変わった。黄き塚づかくんは後方で待機だ。本部には戻るな」

　カラスキさんは有無を言わさない声で言った。

　だけど、納得できない。

　ベヒーモスが上陸を図ったなら、全長１キロを超えるあのバケモノを長時間食い止めることなんできるはずがない。

　それだけじゃなく、バジリスクに匹敵する巨体を持つカルキノスが何十も迫っている。流りゆう渦かに対する装備が足りないって、カラスキさん自身が言っていた。

　本部にはあのタマオノだけじゃなく、嵐らん樹じゆ剣けんの剣けん皇おうが来る可能性がある。それに立ち向かうのは重傷を負った杏あんずだ。

　最悪の予想はいくらでもできる。

　カラスキさんたちがカルキノスやベヒーモスの上陸を許してしまう。

　最後まで交戦した特とく守しゆを皆殺しにして、奴やつらは《桔き梗きよう》本部へ向かう。

　本当に《八雷やくさ》と剋こく獣じゆうが手を結んでいたなら、最悪、杏は《八雷》、嵐樹剣の剣皇、近この衛え種と戦うことになる。あの身体からだでだ。

《八雷》を倒して、杏が間に合ったとしても、特守には大きな損害が出ているだろうし、杏自身も消耗した状態で、王の力の代行者と言われる近衛種と激突することになる。

「ダメだ……」

　ボクは口にしていた。

　もう覚悟は決まっていた。

　今、やるべきことはひとつしかない。

　ボクの身体から黄に近い黄金の輝きが漏れる。

　眩まばゆい輝きは開いたボクの手の中に重厚な大剣を作り出していく。

「ベヒーモスはボクが引き受ける」

　ボクは皇こう土ど剣けんを握りしめて、カラスキさんたちが睨にらむ海へと歩き出す。

　まだ敵ははるか彼方かなたにいるはずだった。それなのに、海の向こうには白い燐りん光こうがかすかに見える。立ち昇るそれは膨大な釼けん塵じんの龍りゆう気きだ。

「カラスキさん。皇土剣は流渦の剋獣と戦えます。だから、ボクは海上に出て、そこでベヒーモスを叩たたきます」

『よさないか、黄き塚づかくん！　君はまだ皇土剣を使いこなしていない！　それに黄塚くんは……』

　杏が言いたいことはわかる。

　あんなバケモノと戦って、龍気を失えばどうなるのか……。あるいは、失わなくても、ボクはどうかしてしまうかもしれない。

「だけど、ここでベヒーモスと《八雷》を同時に相手取ればどうなるかは、紅あか地ちさんにならわかるはずだ。はっきり言うよ。特守は壊滅するし、紅地さんはベヒーモスと《八雷》、最悪の場合、それに加えて嵐樹の剣皇を相手にすることなる」

「言ってくれる」

　カラスキさんが苦笑いしたけど、否定はしなかった。

『だからと言って、お前が戦う必要などない！』

　泣き声じゃないけど、杏がどんな顔で言っているのかなんとなくわかって心が痛い。

　だけど、続ける。

「うん。ボクはまだ特務殲せん滅めつ官かんでもなんでもない。ただの民間人だ。だから、紅あか地ちさんにも、《桔き梗きよう》にも従う必要はない」

「一応、避難しろって、命令はできるがな」

　カラスキさんが言う。

「だが、今の状況だ。俺は協力者は拒こばまんぜ」

『カラスキさんまで……』

　本部への攻撃が激しさを増していた。

　杏あんずの声にノイズが混じる。

　ベヒーモスも刻一刻と近づいてくる。

　ボクも杏も、もう迷っている時間はない。

「黄き塚づか光みつ義よしくん。皇こう土どの剣けん皇おう」

　カラスキさんが言った。

　ひとつしかない目がボクを睨にらむ。そこにはいつもの優しい雰ふん囲い気きはない。獰どう猛もうさすら覚える。

「烈れつ火かの剣けん皇おうが言ったとおりだ。ベヒーモスは強い。お前が当たる釼けん塵じんの眷けん属ぞくベヒーモスは、タイサイに匹敵すると思っていい。五ご帝ていクラスと単騎で当たるんだ。それでも戦うつもりなのか？」

「戦います」

「そうかよ」

　カラスキさんが白い牙きばを剥むく。

「なら、俺は協力を求めるぜ。いいな、お前らも！」

　カラスキさんの部下が声を上げる。

『やめろ！　やめるんだ！』

　杏はまだ止めてくれていた。

　だけど、ボクはそれには従えない。

「行け。皇土の剣皇！　戦ってこい!!」

　カラスキさんが投げてよこした小型通信機を手にして、海を臨のぞんで、はるか彼方かなたに煌きらめく釼塵の龍りゆう気きを見み据すえる。

　そして、ボクはコンクリートを蹴けって、海へと跳んだ。

「近この衛え種ベヒーモス！　お前の相手はボクが……皇土の剣皇、黄塚光義がしてやる!!」
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《桔き梗きよう》本部の敷地が黒く煙る。

　芝が焼け焦げ、侵入者を阻む壁の一部が破壊されていた。

　そんな中に十名ほどの獣人を引き連れた赤い鷹よう人じんの男が立つ。

　着流しのような和装をまとい、翼の両腕を持つ男は鋭い瞳ひとみで《桔梗》本部の白い建物を見上げた。

「タマオノさん。隔かく壁へきを下ろされてますよ」

　本部の入り口付近に立つ蜻蛉とんぼの獣人が言った。

「まあ、下ろすよな。だが、手て筈はずどおりでいけるだろ。こっちの世界の文明の利器ってやつを使え」

「はいはい。お任せを」

　蜻蛉の獣人が懐から取り出したものはプラスチック爆弾の一種だった。

「とはいえ、そろそろだな。このまま籠こもっている場合でもないだろ」

　タマオノは海のほうへ視線をやる。

　そのはるか向こうに、彼は膨大な龍りゆう気きを感じていた。

「さて。どちらの剣けん皇おうが出てくるか」

　タマオノの呟つぶやきに応こたえるようにガタンと音がした。

《桔梗》本部の入り口を塞ふさぐシャッターが上がり始める。

「退避だ！」

　タマオノが叫び、入り口の間近にいた蜻蛉の獣人を含めて、《八雷やくさ》は大きく後退した。

　その直後、シャッターの向こうからあふれ出た炎が周囲を焼き払った。

　炎と共に一人の少女が現れる。

　渦巻く火炎の中から放たれた焔ほのおは地を焼いて走り、周囲を次々と爆破していく。

「こっちが来たか」

　とっさに空へ舞い上がっていたタマオノはその光景を見下ろし、うめいた。

《桔梗》本部を背負うようにして、炎の渦の中心に一人の人間の少女が立つ。

「烈れつ火かの剣けん皇おう。ホトオリを継いだ娘」

　赤い髪を激しくたなびかせ、十字の形をした異形の剣を握りしめているのは、紅あか地ち杏あんずだった。

　燃え上がる焔の中にもかかわらず、彼女は服すら焦がさない。

　スカートを翻して、黒いタイツに包まれた足を踏み出す。その周囲の地面が融解していく。

　炎に混じる赤い燐りん光こうが空を睨にらむ黒い瞳ひとみを煌きらめかせた。

「こいつはどうだ！」

　炎の矢が空から降りそそぐ。

　しかし、杏あんずはかわそうとすらしなかった。百を超える炎の塊かたまりは杏がまとう赤い龍りゆう気きに触れて弾はじき返され、火の粉として散る。

　その炎は彼女が巻き起こす炎の渦に呑のまれていく。

「わしの流星弓が……。奥義だぜ？　少しは遠慮してくれよ」

「《八雷やくさ》。投降してもらおうか」

　いまだ武器を向ける獣人たちを睨みつけて杏は言い放った。

　烈れつ火か剣けんがさらに激しい炎を上げて回転する。

　毅き然ぜんとした態度で、獣人たちに投降を呼びかけながらも、杏はその心の内では焦っていた。

　耳につけた小型通信機から埠ふ頭とうにいる光みつ義よしやカラスキたち特とく守しゆの状況が聞こえてくる。

　彼らの通信自体は混乱を避けるために、《桔き梗きよう》と特守の本部にのみ送られているが、《桔梗》を通して、状況は伝わってくる。

　特守はまだ戦闘状況ではないが、光義は既にベヒーモスに向けて湾内に突撃を開始していた。彼と近この衛え種の剋こく獣じゆうが交戦するまでそれほど時間はない。

　早くこの戦闘を終わらせなければならない。嵐らん樹じゆの剣けん皇おうが奇襲を仕掛けてくる可能性はあるが、それよりも前に目の前の彼らを倒せば、作戦を中断する可能性はある。

「投降か。するわけねえだろ、烈れつ火かの剣けん皇おう」

「そうか」

　杏の手で烈火剣が唸うなりを上げる。

　四本の刃やいばが高速回転し、タマオノが放った流星弓の残り火を含めて周囲の炎全すべてを巻き込んで巨大な塊を作り出していく。

　杏は炎塊を頭上に掲げた。それは赤く燃える小さな太陽とでもいえるものだった。

　猛烈な熱が存在するだけで風を巻き起こし、空中にいるタマオノの羽根が激しく震えた。

《八雷》の他の獣人たちは目の前に出現したそれを愕がく然ぜんとした表情で見ている。

「ならば、荒れ狂う真紅の波に呑まれて、悔くいろ！」

　杏が頭上の炎の塊を地面に叩たたきつけた。

　炎が炸さく裂れつし、大きくうねり立ち上り、進撃する。

　それは空中にいるタマオノにすら軽く届くほどに高く立ち昇る炎の波は濤とうだった。

《八雷》の獣人たち全てが赤い波に呑み込まれていく。

「……加減はしたが、しばらくは病院に叩き込まれることになる」

「そいつはどうも！」

　杏あんずの眉まゆが動いた。

　残る焔ほのおの波の中から赤い翼をはためかせて、タマオノが飛ひ翔しようする。

　タマオノだけではなく、他の獣人もまた火傷やけどを負ってはいるものの健在だった。

　獣人が一糸乱れぬ連れん携けいで動く中で、彼らをかばうように立っていた蟹かにの頭と鋏はさみを持つ獣人ががっくりと膝ひざをつく。

　その周囲には龍りゆう気きが黒い輝きを発し、半ば蒸発した水の壁が崩れ落ちていく。

「流りゆう渦かの龍りゆう気き操そう法ほう……！　これを読んでいたのか」

「五ご龍りゆう剣けんとて、龍気の相克には勝てんよな。純粋な熱までは止め切れなかったが……加減してくれてありがとうよ！」

　彼らが烈れつ火か剣けんの一撃を防ぎきったことに、杏は驚いていた。

　炎を放った瞬間、タマオノを含め、全すべての獣人たちは蟹の獣人の周囲に集まり、流渦の龍気で防いだのだ。

　烈火の龍気は流渦の龍気を打ち破ることができない。それは覆くつがえすことができない法則、相克だ。

　だが、それ以上に、《八雷やくさ》は杏の攻撃への対処をあらかじめ決めていて、しかも、それを号令すらなく実践できる。

　その事実に驚きを禁じえない。

「今度はわしらからいこうか！　流星弓！」

　タマオノが再び流星弓を放った。

　炎の矢が無数に降りそそぐ。さらには獣人の一人がロケット弾を放つ。

「……っ!?」

　それらは杏を狙ねらってはいなかった。

　吹き降りの雨のように斜めに落ちる炎の矢と、ロケット弾はどちらも杏の後方、ドーム状の屋根を持つ建物、つまりは《桔き梗きよう》本部へと向かっている。

　最初の攻撃で黒煙を上げているそこへ無数の炎塊とロケット弾が襲いかかった。

　杏はとっさに身を翻すと、烈火剣から炎を放つ。

　そのままさらにもう一回転しながら、烈火剣自体を投じた。

　渦巻く炎が焔弾のほとんどを呑のみ込み、高速で回転しながら飛翔する十字の刃やいばはロケット弾を両断し、空中で炸さく裂れつさせる。

　銃声が鳴った。

　武器を離したところを狙い、銃口が向けられていたことに杏は気づいていた。

　短機関銃から連射された弾丸が迫るが、振り向きざま、手をかざす。

　弾丸は龍気に阻まれ、燃え上がり、消失した。

　そのまま戻ってきた烈火剣を顧みることすらなく受け止めると同時に、近くの獣人へと斬きりかかる。

　だが、獣人は杏あんずが動く前に大きく後退し、極端なまでに距離を取って、攻撃自体を外した。

　足を止め、《桔き梗きよう》本部をかばうように立つ杏の後ろで火の粉が雨のように落ちていく。

《八雷やくさ》の獣人たちを睨にらみ、杏は息をついた。呼吸は穏やかとは言いがたい。

「今のも全部落とすか……。とんでもない腕前だな。ホトオリにも迫るんじゃねえか」

　タマオノが言った。言葉とは裏腹に彼の声には余裕さえ窺うかがえる。

「……この前、偶然、戦えてなければ、もうちょっとまずかったぜ。あの時、戦えたおかげで、多少は動きも読める。対応もできたわけだ」

　杏は応こたえない。

　先の炎の波は濤とうを防がれたこともだが、《八雷》の獣人は巧たくみに杏の攻撃を凌しのぎ続けている。無傷ではないが、致命的な一撃を受けないようにする戦い方だ。

　杏に対する《八雷》の動きは先日とは明らかに変わっていた。攻撃に対して距離を取り、今も散開する形に陣形を組み替えている。防御を重視しているのは明らかだ。

　加えて、先日のビル街と違い、高い建物がないこの場所では、杏は立体的な戦い方を封じられてもいる。

　広範囲を薙なぎ払うことができ、投じた烈れつ火か剣けんで複数を切り裂くこともできる杏だが、この状態ではどうしても個別に撃破することしかできず、それを狙ねらえば逃げに転じられる。

「始めからこのつもりか」

　自分の力があらかじめ準備された戦術で殺されていることを感じる。

　そんな中で、彼女は既に激しく消耗していることを自覚していた。

　塞ふさがりきっていない傷から血が滲にじんでいる。止血のための処置はしているが、胸元がじっとりと濡ぬれている。激しく動いたせいで骨は軋きしみ、回復しきっていない体力は徐々に失われている。

「……時間を稼いでいるな？」

　消耗と焦りからくる苛いら立だちの中、杏は口の中で呟つぶやいた。

　嵐らん樹じゆの剣けん皇おう投入前に自分の龍りゆう気きと体力を消耗させているのか？

　それとも、ベヒーモスの到来を待っているのか？

　その両方の可能性もある。

「光みつ義よし」

　彼の名を口にする。

　心の内では焦りばかりが加速するが、それに任せて攻めたところで、先ほどのように凌ぎきられるとわかっていた。

　それでもなお、焦燥は剣皇の胸を焼く。

『浦うら賀が水道に侵入した近この衛え種ベヒーモス、観かん音のん崎ざき東を通過。民間協力者、黄き塚づか氏。東京湾を南下。双方、このままの速度なら五分後に接触します』

　通信機からタタラの声がした。

「やめろ！」

　通信機を光みつ義よしに直接繋つなぎ、反射的に杏あんずは叫んでいた。

「やめろ！　光義！　戦うな！」

『いいや。ボクはやる』

　通信機から帰った光義の声に杏の顔に動揺が走る。
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「いいや。ボクはやる」

　海上をひた走りながら、ボクは言った。

　足の裏に固い感触を覚え、それを蹴けって前に出る。

　海の上でボクが踏むものは海面に触れさせた皇こう土ど剣けんが作り出した鉱物の足場だ。その上を走って、ベヒーモス目がけて一直線に向かっていた。

　杏の制止を拒絶してしまった。

　だけど、ボクはもう決めている。

　ベヒーモスと戦う。最悪でも、あいつを海上で食い止める。

　でも、ただ戦うだけじゃダメだ。

　海を走るために足場にした鉱物を蹴った瞬間、皇土剣を使い、それを龍りゆう気きへと還元して取り込んでいく。

　カラスキさんは言った。

『やれることをやって鍛きたえるしかねえんだ』『たとえ、力ってやつがなくても、そうするしかないんだ』『考えろ。鍛えろ。戦い続けろ』

　ボクが一番恐れていることは、ベヒーモスの強さじゃない。龍気を失って、また杏を襲ってしまう……傷つけてしまう。それが怖い。

　だけど、ベヒーモスは龍気を使わず、この剣ひとつで勝てる相手じゃない。

　なら、どうすればいいのか？

　走りながらボクは考えに考え、答えを出した。

　龍気を失うことなく、龍気を使って戦う。

　海の上の足場から還元される龍気を確かに感じる。

　もちろん、全速力で走っている以上、全すべてを回収できるわけじゃない。

　だけど、そもそも足場自体をボクの体重を一瞬支えることができる限界にまで薄くすることで消耗自体を押さえている。それに加えて龍りゆう気きを回収していくことで、消費はかなり抑えることができていた。

　ボクはただ皇こう土ど剣けんを手にしただけだ。選ばれてすらいなかった。

　烈れつ火か剣けんに選ばれた杏あんずですら、自分の無力に悩んで、考えて、訓練を重ねて強くなった。

　それなら、ボクだってやるしかない。考えて考えて、やれることをやる。そして、戦う。

『やめろと言っている！』

　通信の向こうから杏の声と戦闘の音が聞こえてくる。

　杏の息は荒い。怪け我がが治っていないし、既にかなり消耗していることがよくわかる。

「紅あか地ちさん。ボクはただ皇土剣を手に入れただけだ」

　通信機越しに杏と話す。

「タイサイとの戦いで紅地さんを傷つけたのはボクだ」

『……っ!?』

　杏が息を呑のんだ。

　普通に聞けば、それはボクが実力の不足から、杏に怪我をさせることになったとでも聞こえると思う。

　杏に真意が伝わればそれでいい。

「その責任を感じている。二度とそんなこと起こしたくないと思う。でも……」













　これは心からの、絶対に変わることのない想おもいだ。

「ボクは紅あか地ちさんの力になりたい。父さんや母さん、克かつ也やたち……カラスキさんやタタラさんだって護まもりたい」

　海を走るボクの左手の海上に、大きな船にも似た建物が見える。

　そこには高速道路が弧を描いて走り、建物自体は途中から海に沈んでいくようにも見える。

　特徴的なその海上建造物は東京湾アクアラインの半ば、海上部分の最後にあるパーキングエリア、海ほたるだ。

　そこから木き更さら津づに繋つながる東京湾アクアラインの長い道路を左手の視界に入れながら走る。

　逆側、西には川かわ崎さき特とく守しゆがいる川崎港があるはずだ。

　そして、海ほたるよりもさらに巨大なものが前方に見えてくる。

　近この衛え種ベヒーモス。

　巨大過ぎて距離感がうまくつかめないけど、ボクと奴やつの距離はまだ数キロあるはずだ。

　そのはずだけど、そびえ立つ威容にボクは口の中が渇かわいていくのを感じる。

　映像で見るものとはまるで違っていた。

　空へ突き出した太く長い角は斜めにそびえる鋼鉄の塔のようだった。埠ふ頭とうにあるガントリークレーンですら比べ物にならない。もしかすると、東京タワーに匹敵するほどの高さがあるのかもしれない。

　全身を包む鱗うろこだって、鱗というよりも、島の表面を覆おおう分厚い鉄板にしか見えなかった。そんな中に身体からだと比べれば小さな目がギョロリと蠢うごめいている。

　釼けん塵じんの白い龍りゆう気きを煌きらめかせて、海の水の一部を鉄片と変えて、それを自ら打ち砕きながら、巨大な島が進んでくる。

　ボクの前、東京湾に広がるのはそんな光景だった。

　そして、次の瞬間、ボクは真下に近づく龍気の気配を感じる。

　走るすぐ下の海中に黒い影があった。

「カルキノス!?」

　ボクの作り出した足場を引き裂いて、巨大な鋏はさみが飛び出してきた。

　間一髪飛とび退のいたところで、さっきまでボクがいた場所を鋏が切り裂く。ガキンッ！　と重い音を立てて閉じた鋏はそれだけで軽トラックよりも大きい。

　黒い甲殻に覆われた重じゆう騎き種カルキノスが海の中から跳び上がってきた。

　それも一体じゃない。

　全長三十メートルの重騎種。ベヒーモスの巨体のせいで感覚がちょっと麻ま痺ひしていたけど、こいつら一体一体がちょっとしたビルのようなバケモノだ。

　それが次々と海中から襲いかかって来る。

『黄き塚づか氏、流りゆう渦か重じゆう騎き種カルキノスと交戦開始しました』

『黄塚くん！』

　分厚い甲殻で覆おおわれた巨大な身体からだ。そんな姿をしているのに、カルキノスの動きは信じられないほど速かった。

　多分、流渦の龍りゆう気きを操ることで水中で加速している。

　突撃してくるその攻撃は、皇こう土ど剣けんで反射神経が強化されていなかったら反応できなかったと思う。重騎種という分類に相応ふさわしい突進だと、今さら思い知った。

　巨大な鋏はさみがボクを両断しようと迫り、醜みにくい牙きばが並んだ顎あごが大きく開いて喰くらいついてきた。喉のどの奥から放たれた電柱ほどもある水の槍やりがボクを正確に狙ねらい撃つ。

　皇土剣から吹き上がった黄金の煌きらめきが刀身を覆う。それは鉱物の欠片かけらと化し、塊かたまりを作り出し、数瞬を待たず、長大な巨剣を作り出した。

　ボクの身体に龍気が満ちて、全身に力が湧わき上がる。

　それでも重量を感じざるをえない十メートルを超えた巨剣を迫る水の槍へ叩たたき込んだ。

　さらに軌道上にいたカルキノスの一体を皇土の巨剣が捉とらえる。

　ボクは皇土の龍気を使うことを躊躇ためらわなかった。

「……！」

　多分、分厚い鉄板だって一撃で貫通するだろう水の槍と、《近きん畿き侵しん蝕しよく圏けん》奪還作戦で銃弾を軽々と弾はじき返していたというカルキノスの黒い甲殻。

　皇土剣は驚いたことに、何の手て応ごたえもないほど易やす々やすとそれを斬きり裂いていた。

　水槍が砕けて、カルキノスの胴が横一文字に裂かれ、別わかたれる。

「これが相克か」

　流渦の龍気に対して、皇土の龍気は強い。水は土に堰せき止とめられる。五行説でいう土剋水。

　振り抜いた皇土の巨剣を横に構えたまま、ボクは迷うことなく走る。速度は落とさない。

　海が黒く染まっている。

　ベヒーモスに至る海の中には重騎種の剋こく獣じゆうが数十、もしかするともっと潜んでいるかもしれない。

　それが次々と浮上し、跳び上がり、襲いかかってくる。

　だけど、恐れる相手じゃなかった。

　流渦の龍気は烈れつ火かの剣けん皇おうである杏あんずには致命的な相手かもしれない。杏を殺そうとして、備そなえてきたなら万全の備えだったかもしれない。

　でも、ボクにとっては……ボクでも戦える敵だ！

「やらせない！　思い通りになんてさせるか！」

　剋獣への怒りと共にボクは走り、戦う。

　放たれた水の槍やりを龍りゆう鱗りんに任せて弾はじき返して、行く手を塞ふさぐカルキノスを巨剣で貫き、薙なぎ払い、叩たたき潰つぶす。

　カルキノスの護まもりをボクは打ち破った。

『黄き塚づか氏、近この衛え種ベヒーモス到達まであと五百二十メートル』

　その時、ベヒーモスが動いた。

　島のような身体からだを覆おおう鉄色の鱗うろこがめくれ上がった。ちょうど兵器が内蔵された火器を剥むき出だしにするような動きと共に、めくれた鱗の内側に、鉄の光沢と噴き上げる白の龍りゆう気きが見える。

　ベヒーモスの中に剋こく獣じゆうがいる！　それも大量に！

「小型の剋獣……」

　小型といっても、それはベヒーモスと比べてのことだ。

　多分、一体一体は少なくとも十メートルはある剋獣が、鱗がせり上がって姿を見せた穴の中に潜んでいる。

　長く伸びた剣のような角と鋼鉄の身体は、目の前のベヒーモスを小型化して、折り畳んだかのようだった。

　ベヒーモスが体内に剋獣を潜ませているのか、近衛種らしく作り出しているのかはわからない。

　ただ、無数の剋獣たちの目はボクを見ていた。

　そして、次の瞬間、ベヒーモスの身体からそいつらが一斉に射出された。

「砲撃!?」

　そう言うしかなかった。

　数十匹の剋獣がボクを目がけて飛来する。

　それは全長が十メートルを超える生きた鉄の砲弾だった。

　直撃コースで来た奴やつをボクは皇こう土ど剣けんで殴り落として、残る攻撃を辛かろうじて回避する。

　龍気で強化された身体で、砲弾の剋獣を角ごと砕いて落としてなお、鋼鉄の衝突はボクを弾き飛ばして後退させた。

　辛うじて海に鉱物の足場を作って沈むのを免れる。

　だけど、ボクははるか後方で立て続けに破壊の音が鳴り響くのを聞いた。

　振り向けばずっと後方の沿岸に剋獣が突き刺さって、粉ふん塵じんを上げていた。

　川かわ崎さき港から大おお井い埠ふ頭とう、品しな川がわ埠頭にかけて生きた砲弾が着弾している。
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　カラスキは折れて倒れたバリケードを見た。

　一瞬、意識を失っていたことを自覚しながら、身を起こす。

　砕かれたコンクリートが粉ふん塵じんを上げている。

　後方の《桔き梗きよう》本部からはいまだ熱風が吹きつけてきていた。

　カラスキは残るひとつの目で、粉塵の中に蠢うごめく影を睨にらみつけ、牙きばを剥むく。

「予想外に早いお着きじゃねえか」

　地に突き刺さった鉄の塊かたまり。

　ベヒーモスが放った砲弾の剋こく獣じゆうだ。それが品しな川がわ埠ふ頭とうを抉えぐり、叩たたき壊していた。

　数十を超える数が着弾している。

　通信からは大おお井い埠頭や川かわ崎さき港にも被害が出ていることが伝わってくる。

　言ってみれば、ベヒーモスから砲撃を受けたに等しい。

　あらかじめ敷いていた陣形は崩れ、バリケードの多くも、対剋獣の地雷もその砲撃で多くが破壊されている。

　そんな中、砲弾の剋獣たちが金属の軋きしみを上げて動き出す。

　砲弾のようだった身体からだの内に収納されていた六本の脚を引き出し、コンクリートに突き刺さった角を引き抜き、甲高い咆ほう哮こうを上げた。

　それはベヒーモスに似ながらも、どこか鋼の甲虫かぶとむしを思わせる生物だった。

「対釼けん塵じん障壁作動！　潰つぶれた障壁は銃撃で起爆しろ！　負傷者は後方へ！」

　矢継ぎ早に指示を出し、カラスキは残る特とく守しゆの隊員と共に陣形を再編する。

　動き出そうとした剋獣が爆破されたトラップに巻き込まれて横倒しになった。

　そこへカラスキたちの銃撃が突き刺さり、鉄片の血潮を散らせる。

　だが、それでもなお死にきらない剋獣が怨えん嗟さの雄お叫たけびを上げ、ほぼ無傷の別個がカラスキたちを標的と認めて動き始める。

　川崎港や大井埠頭でも戦闘の開始を告げる爆炎が上がるのを、カラスキはその隻せき眼がんで見た。





　　　◆　◆　◆






「カラスキさん！」

　ボクは思わず声を上げた。

　剋獣に突破されてしまった。

　送り込まれた砲弾の剋獣はカルキノスほどには巨大な敵じゃない。

　だけど、何十もの数が東京湾西の沿岸に着弾している。

　それに、小さいと言っても、一体一体は池いけ袋ぶくろで戦った皇こう土どの軽けい装そう種ヒヒなんかよりもずっと大きく金属でできた頑強な身体を持っている。

　対釼けん塵じん障壁でその身を護まもる侵しん蝕しよく光こう帯たいを引き剥はがしたとしても、カラスキさんたちの武装がどこまで通用するのか……。

『剋こく獣じゆうが上陸したのか……？』

　杏あんずが問う。通信に混じって、いまだ戦闘の音が聞こえている。

《八雷やくさ》と杏の戦いもまだ終わってはいない。

『ベヒーモスが体内に潜めていた小型剋獣で川かわ崎さき港から品しな川がわを強襲しました。各地域の特とく守しゆ、戦闘を開始しています』

　タタラさんが言う。いつもどおりに喋しやべろうとしているけど、その声には焦りが滲にじむ。

『すぐ向かう。こいつらを片づける』

　ボクも同じ気持ちだった。

「いや、ここはボクが……」

『烈れつ火か、皇こう土ど、両剣けん皇おう！』

　不意にカラスキさんからの通信が繋つながった。その声と共に爆音と銃声が聞こえる。

『来るなよ。ここは特守の持ち場だ。烈れつ火か剣けん皇おうは奴やつらに絶対に隙すきを見せるな。タマオノはそこにつけこめる奴だ。皇こう土ど剣けん皇おう。お前にはやることがあるだろ』

　後退しようとしていた動きをボクは止めた。

『しかし……』

『俺だけじゃねえ。他の特守もそうだろ！』

『既に戦闘中なんです。それどころじゃない。通信繋げてこないでください』『当たり前のことを言うな、フラグ野郎！　巻き込んで殺す気か！』

　通信機越しに各地に配備された特守隊員の声が返る。

　そうだ……。カラスキさんたちはカラスキさんたちの役割を果たしている。

　ここで退ひいてどうするんだ。

「わかりました。カラスキさん」

　ボクは言った。

『黄き塚づかくん……』

「ボクはボクの役割を果たします！　それから、助けに行きます！」

『それでいいんだ。以上、通信終わり！』

　カラスキさんが個別の通信を切った。

　杏の戸惑いの息遣いを、埠ふ頭とうで始まった戦闘音を聞きながら、だけど、ボクはもう振り返らず、止まらなかった。

　あとわずかの距離を一気に詰めるために、ベヒーモスを目がけてひた走る。

　海の中に残っているカルキノスが飛び出して襲いかかってきた。

　それを長大な皇土の巨剣で貫く。速度は緩めない。

　厳しい状態なのは、ボクたちだけじゃない。

　ベヒーモスの身体からだにはもう小型の剋こく獣じゆうはいないし、奴やつとの距離もほとんどない。敵は砲撃という武器を既に使っている。

「そうだ。やるなら今しかない！」

　ボクはここまで戦いながら考えていたことを実行に移す。

　皇こう土ど剣けんはカルキノスを易やす々やすと粉砕する。

　黒い重じゆう騎き種は龍りゆう気きの防御を失って、甲殻を散らばらせる。

　飛散する流りゆう渦かの龍気を、その流れをボクは感じた。

　皇土剣を振り回し、ボクはその龍気を刀身に絡め取る。

　カルキノスだった流渦の龍気が力を弱めながらも、皇土の龍気に変わって、刃やいばを通してボクの身体へと流れ込む。

「……できた！」

　続けて別のカルキノスを粉砕しながら、ボクは呟つぶやいていた。

『考えろ』

　考えていた。考え続けていた。

　消耗を押さえるだけじゃダメだとわかっていた。

　龍気を使うことなく、龍気を使って戦わないといけない矛盾。

　だけど、これをできる人たちがいた。ボクはその人たちと既に戦っている。

　タタラさんは龍りゆう気き操そう法ほうを使うために、鉄の槍やりを使っていた。それを生かす戦い方をしていた。

《八雷やくさ》の獣人たちは龍気の薄いこの世界で、龍気操法を使うために、戦闘前に、あらかじめ龍気の源になるものを用意していた。

　その場にある龍気の源を利用する。

　ボクにだってできるはずだ。

　皇土剣の特性のひとつは他の龍気との親和性だ。皇土以外の龍気を力を弱めながらも、皇土の龍気として取り込むことができる。

　タイサイとの戦いでは烈れつ火かの龍気を皇土の龍気に変えて取り込んだ。

　皇土の龍気と相性のいい烈火の龍気と違って、流渦の龍気を吸収しようとしても効率はかなり落ちる。だけど、龍気を、剋獣に挑むための武器を手に入れることができるのは確かだ。

　考えて、鍛きたえて、戦い続ける。

　ボクにできる戦い方をする！

「うぉぉぉぉぉぉっ!!」

　カルキノスを蹴け散ちらして、その龍気を奪い取ってボクは力を増していく。

　そのままベヒーモスへ突進する。

「杏あんず。ボクは戦う」

『光みつ義よし……』

　苦しげな息が通信の向こうから返る。

「ボクは生きる。杏と一緒に生きる。そのために……戦って戦って、剋こく獣じゆうを討つ。ボクはそうすることで剣けん皇おうで居続けることができる」

『……まさか』

　ボクのやっていることは杏にも伝わっていた。

　さすがは烈れつ火かの剣けん皇おう……いや、ボクの幼なじみだ。言葉にしなくても、想おもいはちゃんと伝わっている。

　ボクは皇土剣この剣で剋獣を倒す。

　その龍りゆう気きを奪って、喰くらって、この肉体を保つ。

　剋獣を殺すことで、ボクは杏と一緒に生きていく！

『光義。お前というやつは……』

「それでいいんだよ。杏と一緒に戦えるなら……。ボクは奴やつらと戦い続ける！　一生戦い続けることになってもいい！」

　叫んでいた。

「杏が止めても、ボクは止まらない!!」

　通信の向こうで杏が息を呑のむ音が聞こえた。

　特とく守しゆや《桔き梗きよう》の状況を伝える通信が飛び交う中で、杏が考えているのがわかる。

『勝手なことばかりを言うものだな』

　言いながらも杏はどこか嬉うれしそうだった。

『どうせ、もう……何を言ってもお前は止まらないんだろ？』

「そうだね。ゴメン」

　杏が溜ため息いきをつく。

『お前は一生戦い続けたりなんてできない』

　杏は言った。

『そんなことさせるものか。お前の一生が終わるまでに、剋獣との戦いに決着をつけてやる』

　杏の声に混じっていくつもの爆音と、誰かが上げた悲鳴が聞こえた。多分、杏と戦っている《八雷やくさ》の声だ。

『私が行くまででいい。持もち堪こたえておいてくれ。私も何があっても、光義を救ってみせるから』

　杏の声に少しだけど涙が滲にじんでいることにボクは気づいた。

　その直後、はるか後方で烈れつ火かの龍りゆう気きが膨れ上がった。

　これだけ離れていても、身体からだを焼かれるんじゃないかと感じるほどの熱い龍気だ。

　空へ舞い上がった炎の輝きが海上に落ちる。

　振り向かなくても、杏あんずが全力を出していることがわかる。

　通信機から杏の声が消えた。戦いが激化したのか、その炎に巻き込まれたのか、多分、通信機が壊れたんだ。

　だけど、杏の存在を背中に感じる。

「ボクもやるよ。杏！」

　そして、ボクはベヒーモスに肉薄する。
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「光みつ義よし……」

　炎の中で杏は笑っていた。その笑みには苦いものが混じる。だが、心から嬉うれしそうでもあった。

　彼女が耳につけていた通信機は攻撃を受けた余波で故障し、その破片が欠け落ちた。

「私はそんなこと望んでいない。望んでいないのに……。だけど」

　烈れつ火か剣けんがさらにまばゆい赤の輝きを放ち、真紅の煌きらめきが炎と化して、杏の周囲にまとわりつく。

　それは無数の炎の龍が彼女の周囲で舞い踊るかのような光景だった。

　杏が踏む地面が煮立ち、周囲の大気が高熱に歪ゆがんでいく。

「光義がそれを望むなら。私は一緒に歩む。光義は死なせない。私だって、光義にこの力を送るために死ぬわけにはいかない」

　杏の息は荒い。時折、襲い来る胸の痛みに顔をしかめもする。

「そうだ。私が生きている限り、光義は死なないんだ。お前が私と一緒にいてくれるために戦い続けるなら、私もお前と一緒にいるために生き続ける。この力は光義の命でもあるんだ」

　だが、彼女が放つ烈火の龍気はその勢いを緩めない。

「私もお前と共に歩む」

　焔ほむらまとう英雄がその一歩を踏み出した。

　その視線の先にタマオノがいる。

　彼は地上に降りていた。着流しが焼け焦げている。

「……こいつはちょっとまずそうだな。だが！」

　タマオノの声が号令となり、後方からロケット弾が放たれた。ただし、その一撃は先ほどと同じく、杏あんずではなく、後方の本部を狙ねらっている。

　しかし、杏はそれを一いち瞥べつもせずに烈れつ火か剣けんを投げた。

　高速回転する刃やいばは狙い過あやまたず、空中でロケット弾を切り裂き、爆散させる。

　同時に杏は地を蹴けり、タマオノとの距離を一気に詰める。

　タマオノもまたそれを予期して後ろへ退き、杏の動きに合わせて他の獣人たちもまた陣形を変えていた。

　だが、杏はタマオノの目前で強引に急制動をかけ、横へ跳んだ。

「なに……!?」

　タマオノを無視する形で動いたその先に、蜻蛉とんぼの獣人がいる。

　彼の移動に完全に合わせた形で杏が肉薄する。

　そして、勢いを殺すことなく彼を蹴り飛ばした。

　それを足場として跳ね跳び、さらに別の獣人を一撃する。

　杏が空中に跳ね上がる。

　そこにロケット弾を斬きるために投げた烈火剣が空中で大きく弧を描きながら戻って来ていた。

　つかむと同時に烈火剣が高速で回転し、炎を噴き上げる。

「読まれたか！　動きを！」

「駆け抜けろ！　焔ほむらの牙きば！」

　杏が振るった十字の刃から放たれた炎が、タマオノへと襲いかかった。

　タマオノはほとんど反射的に、翼をはためかせてその一撃を回避する。

　だが、彼は見た。

　自分がかわした後ろに、《八雷やくさ》の獣人がいる。ちょうどタマオノは杏と彼の間にいた。

　彼の身体からだが遮しや蔽へいとなり、その獣人は杏の攻撃を見ることができなかった。結果的によけることもできないまま、獣人が爆炎を受けて吹き飛び、動かなくなる。

　杏が地に降りた時には、三人の獣人が倒されていた。

　陣形を立て直そうとする獣人を黒い瞳ひとみが見み据すえる。

「訊きこうか。《八雷》」

　杏が唇を開いた。

「お前たちは戦ったことで相手の動きを読み、対応できる。見事だ。だが、それができるのが自分たちだけだと思っていたのか？」

　タマオノが苦い表情を浮かべた。

「違いない。さすがは《烈れつ火か帝てい》を討ち、《皇こう土ど帝てい》をも退けた烈れつ火かの剣けん皇おうだ。わしらのにわか用兵じゃ、もう読みきられてるか」

　立ち上がりながら、タマオノはまだ戦える仲間たちをチラリと窺うかがう。

　数人の獣人は倒れたまま動くことができない。

「もうもたないぜ。撤退するしかねえ。これ以上の時間はわしらも戦えん」

　タマオノが翼を広げ、指示を出す。

「タマオノ」と、杏あんずが言葉を投げかける。

　彼女の瞳ひとみの中で真紅の炎が燃えていた。

「何な故ぜ、逃げられると思っている？　私がお前を逃がす理由があるのか？」

　杏は冷えた声に燃え盛るほどの熱を込めて言った。

　彼女は既に退路を塞ふさぐように動き始めている。

　タマオノの鷹たかの顔が引きつる。

「はは……。こいつはいよいよ……やべえな」

　まとう炎が杏自身に絡みつき、彼女自身を燃え上がらせる。真紅の龍りゆう鱗りんが輝き、赤い髪が激しく乱れて広がる。

「八雷やくさいかずちの神かみか。ならば、黄泉の女神イザナミを照らすその雷のことごとく、猛たける焔ほむらで蹴け散ちらそう！」

　そして、《桔き梗きよう》本部前に炎が炸さく裂れつした。
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　巨剣と化した皇こう土ど剣けんを振り上げながら、ボクはベヒーモスを間合いに捉とらえた。

　海を行くベヒーモスはその速度を緩めない。

　むしろ、頭部を下げ、塔のようにそびえる大角を突き出しながら、鋼鉄の巨体が真正面から突っ込んでくる。

　全長一キロの巨船による衝しよう角かく突撃、それを迎え撃つ！

「いくぞ、ベヒーモス！」

　皇土剣と身体からだから龍りゆう気きを一気に放出する。

　黄に近い金の煌きらめきがボクの全身を覆おおう。

　それは黄金に輝く分厚い鎧よろいを作り出していく。両腕を覆う鉱物はボクの腕より太く長い新たな腕と化す。

　背中から腕を覆うように作り上げられたのは、強固な皇土の甲かつ冑ちゆうだった。

　それが強化外骨格として稼働し、ボク自身の腕よりもはるかに強きよう靭じんな鉱物の腕が伸びゆく皇土剣を握りしめる。

　三十メートル超の皇土の龍気まとう巨大な塊かたまりをボクはベヒーモス目がけて叩たたき込んだ。

　濃厚な皇土の龍気がベヒーモスの放つ白い龍気と噛かみ合い、その輝きが作り出す侵しん蝕しよく光こう帯たいを突き破る。

　そして、巨大な皇土剣がベヒーモスの鋼鉄の角と真正面からぶつかり合った。

「うっ……!?」

　ボクは目を見開く。

　ミシリと音が鳴った。

　それは皇こう土ど剣けんから生じている。

　ベヒーモスの角に叩たたきつけた剣に亀き裂れつが生じて、そのまま半ばまでを断ち割られる。さらには身体からだを覆おおっていた鎧よろいの腕が衝撃に耐えきれずに砕けた。

　踏ん張ろうとするけど、海の上に展開した皇土の足場はベヒーモスの突撃の衝撃を受け止めることができず、あっさりと崩壊する。

「うわぁぁぁぁぁっ！」

　吹っ飛んでいた。

　皇土の鎧が砕けていく中で、ボクは辛かろうじて形を保っていた右の巨腕で皇土剣を握り直す。

　だけど、鎧だけじゃなく、皇土の巨剣もボロボロだった。鉱物で作り上げられた刃やいばの先端が欠けて、刀身は使い物にならないほどに傷ついている。

　それに対して、ベヒーモスの角には傷一つなかった。

　金属を司つかさどる釼けん塵じんの龍りゆう気き。それによって、作り上げられたあの角はまぎれもない鋼鉄でできている。それだけじゃなく、ベヒーモスの一キロ以上ある身体全すべてが金属だ。

　今さらその脅きよう威いを思い知る。

　放った皇土の龍気で鎧と剣を修復しながら、ボクは海面に皇土剣を叩きつけた。

　走る龍気が作り出した後方の石壁に背中を叩きつけ、海の上へ広がった新たな足場を踏んで、辛うじてそこに踏みとどまる。

　ベヒーモスに向き直ろうとして、頭上に大きな影が落ちるのに気づいた。

　ベヒーモスに腕が生えていた。

　正確には亀かめが甲こう羅らの中に手足を隠すかのように、ベヒーモスはその腕を海面下のしかも、身体の内側に収めるようにして隠していた。

　鉄の鱗うろこで覆われ、指と指の間に鋼の被ひ膜まくを持ち、鋼鉄の爪つめを備そなえた、全長一キロの巨きよ躯くに相応ふさわしい長大な腕が高く振り上げられている。

　落ちてきたそれを、思い切り後ろに跳んで回避する。

　海面が爆発した。

　釼塵の龍気で生じた鉄塊交じりの波が叩きつけられる。

　それを皇土剣で防ぎながら、新たな足場を作り出して踏みとどまろうとする。

　ベヒーモスが甲高く、耳みみ障ざわりな、金属を擦こすり合わせたような咆ほう哮こうを上げた。

「やっぱり……上陸して戦える身体だったんだ」

　吼ほえる鉄獣には叩きつけた腕だけじゃなく、脚もあった。前脚、後脚かもしれないけど、とにかく四肢がある。

　カラスキさんたちが予測していたように、ベヒーモスの身体からだは明らかに上陸を狙ねらって作り出されたものだ。

　あの四肢があれば、ベヒーモスは全長一キロの巨体で大地を蹂じゆう躙りんすることができる。狙いが《桔き梗きよう》本部だとすれば、川かわ崎さきに上陸したとしても、大おお井いに上陸したとしても、瞬またたく間に踏破することができる。

　そうなれば、特とく守しゆは甚大な被害を出して、本部で《八雷やくさ》と戦っている杏あんずも挟撃を受けることになる。そこに至る地域も文字通り蹂躙される。

「絶対にここで止める」

　生じた四肢で海を掻かき、突き進んでくるベヒーモスに対しようとしたその瞬間、奴やつは予想外の行動に出た。

　振り上げた両腕を海へ叩たたき込んで、後ろ足で海中を蹴ける。

　大量の水を金属塊と共に後方へ噴き上げながら、ベヒーモスの巨体が跳んだ。

　バタフライに似ているけど、多分違う。とにかく、全長一キロの身体が跳び上がった。

　鉄の軋きしみの咆ほう哮こうを轟とどろかせて、鋼鉄の角を鈍にぶく輝かせた島のようなバケモノが海上スレスレを飛ひ翔しようして、凄すさまじい勢いで突進してくる。

「冗談だろ!?」

　三十メートルを超える今の皇こう土ど剣けんでもこんなもの受けられないし、反撃なんてできるわけもない。

「くっ……！」

　ボクは思い切り斜め後ろへ跳ねてその一撃を辛かろうじて回避する。

　だけど、叩きつけられた巨体が巻き起こした大きな波がボクの身体を呑のみ込んだ。

　海中にいくつもの足場を作って、それを蹴りながら無む理り矢や理り海面に脱出する。

　そこへ残っていたカルキノスまでが襲いかかって来る。

　力任せに振り回した皇土剣で流りゆう渦かの重じゆう騎き種を薙なぎ払いながら、ボクはベヒーモスが再び突撃のために両腕を振り上げるのを見た。

　ダメだ……！

　このまま回避と後退を続けてもいずれ、よけきれず、直撃を受けることになる。

「それなら！」

　喰くらいついてきたカルキノスの頭を蹴る。

　眼前には海を叩き、大量の水を掻きながら飛翔して、突撃してくるベヒーモスがいる。

　ボクは正面からそいつに向かう。

「いくぞ、ベヒーモス！」

　カルキノスを倒しながら蓄たくわえていた皇土の龍りゆう気きを一気に噴き出す。

　まだ大丈夫。枯こ渇かつしてはいない。

　身体からだを覆おおっていた皇こう土どの鎧よろいがボクを包み込むほどに大型化する。

　その両腕が握りしめる皇土の巨剣が刀身を崩れさせる。

　崩壊する刃やいばは皇土の龍りゆう気きと化して、その光が再び剣に絡みついて新たな刀身を作り出していく。

　全長百メートルを超える皇土の大剣。

　それでも、ベヒーモスの突き出す角の剣、多分、サンシャイン60だって軽く超えているものには遠く及ばない。

　だけど、ボクが新たに作り出した刃はさっきまでのものとはまるで違うものだった。

　皇こう土ど剣けんの本来の刀身を包み込んで伸びるそれは、曇くもりひとつない透明の刃だった。

　夕日の光が刃の内で反射し、煌きらめき、太陽を閉じ込めたかのような美しい輝きを宿す。

「おぉぉぉぉぉぉっ!!」

　叫び、渾こん身しんの力を込めて、ボクはそれをベヒーモスの鋼鉄の角へと叩たたきつける。

　透き通った巨剣と鈍色の角がぶつかり合って、次の瞬間、ボクの剣が粉々に砕け散った。

　ベヒーモスの突進を止められるわけもなく、ボクは呆あつ気けなく吹き飛ばされる。

　作り出した透明の剣は跡形もなくなるほど根元から砕けて、それを支えていた皇土の鎧もボクの身代わりに罅ひび割れて砕けていく。

「まだだ！」

　弾はじき飛ばされながら、ボクは皇土剣を振るう。

　空中に鉱物の塊かたまりを作り出して、蹴けることで強制的にそこに踏みとどまって、もう一度前へ出る。

　鎧に護まもられていても、衝撃で全身がミシミシと悲鳴を上げていた。

　奥歯を噛かみしめて、息を吐はき、そしてもう一度吼ほえる。

　吹き上がった皇土の龍気は鎧を修復し、さらに強固に作り直していく。

　そして、皇土の鎧の手には砕かれた剣と放った龍気から蘇よみがえらせた透明の巨剣があった。

　突撃の勢いを緩めないベヒーモスに、もう一度正面からぶつかる。

　そして、またボクは吹き飛んだ。

「まだだっ……！　まだだ!!」

　同じことを繰り返す。

　黄金の龍気を絞り出して、空中に残る剣と鎧の破片から、何度も何度も、大型の鎧と透き通った皇土の巨剣を作り出しては、迫るベヒーモスの角をひたすらに打つ。

　そのたびに、剣と鎧が砕けて、ボクの身体が悲鳴を上げる。

「だけど……！」

　歯を食い縛りながら、打つ。

　ベヒーモスが苦痛の声を上げたのを確かに聞いた。

　何度目かの衝突を経て、ベヒーモスの角に亀き裂れつが生じていた。亀裂というよりも、それは切れ込みだった。

　ボクは何度もベヒーモスの角を斬きりつけた。それも同じ場所を狙ねらい続けていた。

　そして、ボクが振るっていた透明の皇こう土ど剣けん。あれはダイヤモンドで生成された刃やいばだ。

　杏あんずはボクに教えてくれた。皇土の龍りゆう気きによって作り出す鉱物。それを操ることで、できることの幅が広がると。

　ダイヤモンドは言うまでもなく、地球上で最高の硬度を持つ。だから、ダイヤモンドの巨剣はベヒーモスの鋼鉄の角を斬り裂くことができた。

　同時にダイヤモンドは瞬間的な衝撃には弱くて、ベヒーモスの突撃に耐えることなんてできるわけもなかった。だから、ぶつかるたびにあっさりと砕ける。

「でも、皇土剣なら、この剣を何度でも作り直すことができる！」

　砕け散ったダイヤモンドの刃を龍気へと戻し、再び夕日に煌きらめく最硬の巨剣を作り出す。

　そして、真正面から打ち込む。

　ベヒーモスもその釼けん塵じんの龍気で徐々に角を修復しているけど、皇土剣が打ち砕くほうが速い。

　作り出した足場を蹴けって、ボクはさらなる一撃をベヒーモスに叩たたき込む。

「今のボクにはこんなやり方しかできない……！」

　例えば杏だったら、ベヒーモスの突進をかわしながら、ボクには想像もできない方法で簡単に打ち倒すんだろうと思う。

　それを望んだところで、今の未熟なボクにできるはずがない。

　ボクを貫こうとする角をかわせないのだから、ボクは今のボクが持つ力で、考えられる方法でやるしかない。

　杏に、タタラさんに、カラスキさんに、教えてもらったことを、《八雷やくさ》との戦いの中で学んだことだって使って、力にして戦う術を考える。ひたすらに考えて、それを生かす術を見つけて、鍛きたえて、戦い続ける。

　ベヒーモスの攻撃をよけられず、一撃で倒すこともできない。

　それなら、ベヒーモスを砕くことができるまで、何度も何度も何度も何度も何度も何度も、この剣を正面から叩き込んで打ち破る！

　ボクの出した答えはこれだ！

　もう何度目かもわからない激突。

　跳ね飛ばされ続けたボクは海ほたるよりも内陸に押し戻されていた。

　だけど、ついに、ベヒーモスの角が大きく欠けた。

　ダイヤモンドの刃は粉々になりながらも、鋼鉄の角を斬り裂いていた。

　海中から跳ね上がっていた鉄の海獣が絶叫を上げて落ちる。

　ボクの全身が悲鳴を上げている。ぶつかった衝撃を皇こう土どの鎧よろいが身代わりになって受けてくれていても、全すべてを防げるわけじゃない。

　それでも、ボクはただまっすぐに突き進んで攻撃を繰り返す。

　歯を食い縛って痛みを堪こらえて、雄お叫たけびを上げながらもう一度作り出したダイヤモンドの巨剣を海に落ちたベヒーモスへ叩たたき込む。

　肥大化した皇土の甲かつ冑ちゆうの膂りよ力りよくを、空中に作り出した足場を蹴けった勢いを、落下の速度を、全てを乗せた一撃を繰り出した。

　ボクは思い出す。

　カラスキさんは龍りゆう気きを操る方法を教えてくれた。

「カラスキさん直伝……！」

　自然と言葉がこぼれる。

　ボクは吼ほえた。

「金剛断!!」

　ダイヤモンド──金剛石の刃やいばをベヒーモスの傷ついた角へ叩き込んだ。

　激しい火花を散らしながら金剛石の剣はベヒーモスの角を断ち切る。

　そのままついに鋼鉄の巨角を打ち破った刃をベヒーモスへと振り抜いた。

　分厚い鉄の鱗うろこが切り裂かれて、その下にある肉が剥むき出だしになる。やっぱり金属のようだけど、その部分は身体からだを動かすためかしなやかな材質でできていた。

　空中で全身をひねる。

　ダイヤモンドの剣は激突で砕けて、粉々に散っていた。

　夕焼けがダイヤモンドの破片の中で乱反射して、東京湾の空に無数の宝石の輝きを作り出す。

　ダイヤモンドは輝きながら、皇土の黄金の煌きらめきに姿を変えて集まる。

　そして、ダイヤモンドの剣は、黄に近い黄金の輝きを宿す巨大な刃へと姿を戻した。

　全長五十メートルを超える皇こう土ど剣けんを、皇土の甲冑の全力をもって、ベヒーモスへと押し込んだ。

　狙ねらいはただ一点、金剛断の一撃が砕いた鱗の場所だ。

　ベヒーモスの身体を真上からビルにも似た皇土の巨剣が刺し貫く。

　鉄の海獣が悶もだえ、荒れ狂う。打ちつけた四肢が海面を炸さく裂れつさせ、大波が巻き起こる。

　吹き上がった飛沫しぶきが全身を濡ぬらして、波に混じる鉄塊が叩きつけられる。

　だけど、ボクは柄つかから手を離さない。

　皇土の鎧がギリギリと音を立てるけど、耐えきってくれる。

「トドメだ!!」

　身体からだに残る皇こう土どの龍りゆう気きを皇こう土ど剣けんを通じて放出する。

　今のボクには龍気が失われると共に、それによって維持されている剋こく獣じゆうの身体が奥底から悲鳴を上げているのがわかる。

　だけど、今、やるしかない。ここで勝てなければ、ボクはベヒーモスを倒せない！

「うぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　黄金の輝きが皇土剣からあふれ出る。

　それはベヒーモスに突き刺さった皇土剣をさらに巨大な姿へと変へん貌ぼうさせていく。

　タイサイを倒した時に匹敵するか、それ以上、数百メートルを超えた皇土剣がベヒーモスの肉体を海中へ向けて貫通した。

　暴れ回るベヒーモスがその身体を大きく震わせる。

　白い龍気が一際強く吹き上がり、そして、巨体から力が失われた。

　鋼鉄の鱗うろこが弾はじけて、ベヒーモスの巨体が罅ひび割れ、皇土剣が貫いた場所を中心に砕けていく。

「く……」

　ボクの身体がブルリと震えた。

　眩暈めまいがした。口の中がカラカラに渇かわく。

　ベヒーモスからあふれた龍気の煌きらめきに喉のどが鳴った。

　ボクの皮膚の下で、何かが姿を現そうと脈動している。

「ダメだ……！」

　身体の内から凶暴なものが吹き出しそうになっている。

　ボクにはまだやることがある。ボクはボクじゃなくなるわけにはいかない……。

　必死に意識を繋つなぎ止める。

「頼む、皇土剣！」

　皇土剣を覆おおう刀身が土つち塊くれに還かえり、さらに龍気と化していく。

　ボクはそれを一気に吸い上げる。さらには、金属の塊かたまりとなって朽ちていくベヒーモスの肉体も皇土剣によって、皇土の龍気として取り込んでいく。

　巨剣の支えを失って落下したボクは、ベヒーモスの残ざん骸がいに叩たたきつけられた。

　痛みを堪こらえて膝ひざを立てて、さらに龍気を吸い上げていく。

　世界に拡散されてしまった皇土の龍気を全すべて取り戻し、釼けん塵じんの龍気全てを取り込むことはすぐにはできない。

　それでも多くの龍気がボクの身体に満ちていく。

　飢餓感が消えて、内から込み上げる衝動が薄れる。

　荒く、大きく息をついた。

　ボクの身体の多くを構成している剋獣の部分が龍気を得て、平静を取り戻す。

　ベヒーモスは倒した。

「だけど、まだ終わりじゃない」

　いまだ残るカルキスノが迫って来る。

　でも、そんなことはどうでもいい。

　東京湾の奥、品しな川がわ埠ふ頭とう、《桔き梗きよう》本部のあるあたりに視線をやる。

　杏あんずと《八雷やくさ》の戦いは……。

　その時、空をいくつもの炎の柱が焼いた。

　夕日が徐々に沈んで、薄うす闇やみが降りつつある空が赤く焼き焦がされる。

　タマオノの龍りゆう気き操そう法ほうの規模じゃない。あれは杏の烈れつ火か剣けんが放った炎に間違いない。

　戦いはまだ続いている。

　それどころか、あれは獣人相手に放つ攻撃じゃない。

　戦闘はむしろ激化している。

「まさか……！」






　　　エピローグ









　行く手を遮さえぎったカルキノスを薙なぎ払って、一直線に《桔梗》本部を目指し、海をひた走り、品川埠頭に辿たどり着つく。

　雄お叫たけびと銃声、爆音が響く。

《桔梗》特とく守しゆの戦闘もまだ続いていた。

　ベヒーモスが放った剋こく獣じゆうの砲弾は特に品川埠頭に集中していた。

　炎を上げるバリケードに引っかかった剋獣が悶もだえる。

「今だ！　やれ！」

　カラスキさんの指揮のもと銃撃が集中し、さらには炎を利用しての龍気操法が剋獣を貫いた。

　残る戦いの跡と残ざん骸がい、飛散した龍気を見れば、カラスキさんたちが多くの剋獣を討ち取ったことがわかる。

　だけど、崩れ落ちていく剋獣を乗り越えていまだ数多く残る剋獣が襲いかかった。

　カラスキさんを始め、ほとんどの隊員が負傷している。重傷を負って、後方に退避している人もいた。

　みんなを護まもる障壁はもう存在しなかった。

「させない!!」

　そこへボクは斬きり込んだ。

　剋こく獣じゆうがボクの接近に気づくよりも速く、刀身を伸ばした皇こう土ど剣けんは鋼鉄の身体からだを鱗うろこごと両断する。

　さらに、振り回せば残る剋獣も頭部を吹き飛ばされて動きを止めた。

「剣けん皇おう！　助かったぜ」

　カラスキさんが親指を立てた。

　特とく守しゆの隊員さんたちも声を上げる。

「近この衛え種の撃破、見事だ。だが、まだ終わりじゃないぜ」

「はい！」

　ボクは足を止めていなかった。

「俺たちもすぐに向かう」

　そう言ってくれたカラスキさんと視線を交わしながら、ボクはそのまま《桔き梗きよう》本部へと駆ける。

　獣人居留地の建物を跳び越えて、ひたすらまっすぐに走る。

　目の前に《桔梗》本部の特徴的なドーム型の屋根が見えた。

　熱気が吹きつけてくる。杏あんずが放った炎が巻き起こしたものに間違いない。

　だけど、思ったよりも、本部に被害は出ていなかった。

　タマオノの流星弓が降りそそいで、杏が烈れつ火か剣けんから炎の渦を立ち昇らせていたにもかかわらず、見たところ、屋根や塀が少し焦げている程度しか目立った損害は出ていない。

　そして、敷地のあちこちには《八雷やくさ》のメンバーらしい獣人がゴロゴロと倒れていた。この前、戦った時に見た顔もあった。火傷やけどは負っているけど、多分、死人は出ていない。

　そして、《桔梗》本部の前には、残る《八雷》の獣人たちがいた。

　それらを率いるタマオノは地面に崩れ落ちて荒い息を吐はいている。

「……参った。本当に参った。これでもわしはお前を甘く見ていたようだ」

　タマオノはほとんどうめくように言った。

　着流しのような服は焼け焦げてはだけ、嘴くちばしの端から血が垂れている。

　残る獣人も無傷の者はいない。

　そして、本部を背にした状態の彼らと対たい峙じする形で、杏は立っていた。

　ボクから見えるのは杏の背中だ。

　赤い髪を炎の熱で揺らして、回転する烈火剣を握りしめた杏は、焔ほむらをまとってそこに立つ。

「杏！　よかった。間に合っ……」

　ボクの目の前で杏あんずが膝ひざを折った。

「杏!?」

「来るな……光みつ義よし」

　杏の声は苦しげだった。

　パキンッと音がした。杏がまとう赤い龍りゆう鱗りんが罅ひび割れている。

　明らかにただの負傷や疲労だけじゃない。龍鱗を砕くほどの攻撃を受けている。相克によって無効化されたというものでもない。純粋な力による破壊だ。

　杏はボクのほうを振り向こうとしなかった。膝を突きながらも、烈れつ火か剣けんを握りしめて、何かを睨にらんでいる。

　その視線の先、《桔き梗きよう》本部のドーム状の屋根の上に人影があった。

「……本当に参ったぜ。お前があと二分遅ければ、わしらは全滅していたんだからな。こちらの人間のくせに五分前行動って奴やつを知らんのか？」

　タマオノが苦い表情で言う。

《桔梗》の屋根に立つ人影が歩み出た。

「ゴメンゴメン。タマオノ。こっち来る途中、いい雑貨屋見かけてさ。ちょっとね。ちょっと」

「お前、本当に寄り道してたのかよ!?」

「冗談だよ。買い物はしてないって。でもさ、予定より早く負けかけてた、タマオノたちが悪いだけじゃん」

　文句を言いながらも、どこか楽しそうな声をしていた。

　その人影がボクのほうを見た。

「あ！」と声を上げて目を丸くする。

「命の恩人じゃんか！　久しぶり！　その節はどうも！　いや、久しぶりって言うほどでもないか」

　杏が睨みつけている敵がやけに気安く手を振ってくる。

　言葉もなかった。

　屋根の上に立つのは黒髪をツインテールにした女の子だった。長い黒髪を結ったゴムにはデフォルメした竜の飾りがついている。

　着ているのは女の子らしいかわいい服だった。淡い色合いに上品にあしらわれたフリルとリボンが似合う。短いスカートがひらひらと揺れて、時々、スパッツが垣かい間ま見みえる。

　だけど、その子は服の上に鎧よろいを着こんでいる。

　青色を基調とした重要部位だけを護まもる軽けい装そうの鎧。そのあちこちには鱗うろこや、どこか中華風にも見える意匠が目立つ。

　何よりも、その鎧は杏がまとうものに似ていた。

　ボクにだってわかる。あれは龍りゆう鱗りんだ。

　そして、その手には一振りの剣がある。

　和風の剣……日本刀に近いけど、湾曲していない片刃の直刀。歴史の本なんかで見た古い時代の……飛鳥あすか時代なんかの刀に見える。ただ、刀身は小柄なその子の身長よりも長い。皇こう土ど剣けんほどじゃないけど、長大な剣だ。

　そして、ボクはその剣からあふれてくる膨大な龍りゆう気きを感じる。

「まさか……」

「そうだ。認めたくはないが」

　杏あんずが悔しげな声で言う。

「奴やつは嵐らん樹じゆの剣けん皇おう」

「そう。《八雷やくさ》を束ねるイザナミとはうちのこと」

　イザナミと名乗ったその子が手の中の直刀──嵐らん樹じゆ剣けんを振るう。

　青く輝く龍気が立ち上り、刃やいばの軌跡に稲妻が走った。

　その周囲に巻き起こった風がツインテールとスカートを軽やかに揺らした。

　そして、《桔き梗きよう》本部の屋根、彼女が踏みしめるそこに緑が萌もえる。急激に芽吹いた草花が色とりどりの花を咲かせ、走る雷光に散った。

　青い龍気の光の中、稲光と風に花びらが舞う。













「改めまして。《八雷やくさ》の首しゆ魁かい、イザナミだよ」

　嵐らん樹じゆ剣けんの剣けん皇おうは嵐あらしと雷と花の中に立つ。

　バチバチと青い稲光をまとう指先で彼女は自分の髪を撫なでていく。

　黒いツインテールからその色が剥はがれ落ち、緑に近い鮮やかな青色が姿を見せた。

　青く変わったツインテールを振りながら、イザナミはボクたちに笑いかける。

「イザナミの最近の悩み教えてあげる。ひとつは髪が青くて目立っちゃうから、黒く染めるんだけど、それで髪が傷んじゃうこと。乙女の悩みでしょ？」

「戯言たわごとを！」

　杏あんずが立ち上がり、踏み込みながら烈れつ火か剣けんがまとう炎を放つ。

　渦巻く炎が蛇のようにイザナミへと襲いかかった。

　だけど、イザナミは焦った様子もない。

「元気ないじゃん。烈れつ火かの剣けん皇おう。イザナミのかわいい《八雷》に粘られて、傷が開いた？」

　イザナミは余裕の顔のまま、迫る焔ほのおの蛇に対して、嵐樹剣を振りかぶる。

「イザナミにその力を……嵐樹剣《草くさ薙なぎ》!!」

　嵐樹剣が青い光を解き放つ。

　濃厚な嵐樹の龍りゆう気きが稲妻と暴風と化して刀身にまとわりつく。

　イザナミは白い歯を見せて快活に笑った。

「野火返しの太刀!!」

　放たれた雷光と撃風が杏の放った炎とぶつかった。

　渦を巻く炎の蛇と、風をまとい空を走る稲妻の激突。その光景は焔の龍と雷の龍が互いを喰くらい合うようにも見える。

　だけど、ボクにはわかってしまった。

　杏の龍気はかなり弱っている。《八雷》との戦いと既に負っていた負傷、それに、ボクが来るまでにも、杏はイザナミと刃やいばを交えている。

　本当は戦える身体からだじゃないはずなのに剣皇を相手に戦っていたんだ。

　イザナミの雷撃が杏の炎を突き破る。

　その時になって、ボクは気づいた。

　違う……。この一撃の狙ねらいは杏じゃない！

　烈火剣の炎を突き破った雷はボクを目がけて薄うす闇やみが落ちた空を駆ける。

「もうひとつ、教えてあげるよ。イザナミの秘密」

　イザナミがウィンクした。

「目的は、君」

　嵐樹の剣皇はボクを見ている。

「こっちから行く手間が省けたわ。皇こう土どの剣皇、黄き塚づか光みつ義よしくん」

　そして、稲妻が迫る。

「光みつ義よし！」

　とっさにボクをかばおうと、杏あんずが飛び出す。

　だけど、傷と疲労がその動きを鈍にぶらせていた。

　杏は間に合わない。

　迫る一撃は嵐らん樹じゆの龍りゆう気きだ。

　皇こう土どの龍気は嵐樹に勝てない。それは《八雷やくさ》との戦いで身に染みてわかっている。

　だけど、諦あきらめない。

「皇こう土ど剣けん!!　ボクに力を！　あれを防ぐだけでいいんだ！」

　襲いかかる雷光に対して、ボクはベヒーモスから奪った龍気を解放する。

　それを束ねて皇土の剣を巨剣と化す。

　黄金の輝きをまといながら、ボクはイザナミの雷を叩たたく。

　これさえ受け止めれば、杏と一緒に反撃することができる。

　杏から与えてもらって、ベヒーモスからも奪った皇土の龍気全すべてを吐はき出すほどの力で、全力で、皇土剣を振り抜いた。

　次の瞬間、イザナミの雷は皇土の巨剣を貫いていた。

　肉厚の刃やいばが本当に呆あつ気けなく、何の抵抗もなく砕け散る。

　だけど、打ち砕かれたのは、皇土の龍気で伸ばした刀身だけじゃなかった。

　稲妻によって露出した皇土剣本来の刀身に亀き裂れつが走る。

　剋こく獣じゆうを薙なぎ払い、ベヒーモスの突撃を受けてなお傷一つつかなかった刃が音を立てて砕けた。

「そんな……！」

　ボクは目を見開いた。

　五ご龍りゆう剣けんの一振り、皇土剣の本体が半ばから折れた。

　声を上げる間もなく、ボクは稲妻に呑のまれる。

　意識が青く染まり、消えていく。






　　　あとがき









　お久しぶりです。あるいは初めまして。八や薙なぎ玉たま造ぞうです。

『焦焔の街の英雄少女２』手にしていただき、ありがとうございます。

　一巻のラストからダイレクトに繋つながるお話になっております。杏あんずと光みつ義よしを巡るお話と共に、世界の敵──剋こく獣じゆうと《桔き梗きよう》以外の勢力、過去の四し海かい天てん宮きゆうの戦いのお話が断片的に出てきて、なんとなく世界観を感じていただける形になっていればと思います。

　さておき。近況なのですが、最近、本棚の整理をしまして。で、本棚にはどうしても容量があるので、本の多くを処分することになったのですが、その時、唐突に電子書籍の有用性に気づきました。だって、いくら放ほうり込んでも大丈夫だし、容量圧迫されてもクラウドで保存されるから入れ替え自由なんですよ！　人に貸しにくいのが難点なんですけど、学生時代みたいに頻繁に貸し借りするわけでもなし……。こいつはもう電子書籍買うしかない！　大きめの本棚買う程度の値段で買えるし！

　と、自分に精一杯の言い訳をして、Kindle（の中では一番の小物）を買いました。今、届いたところです。

　そんなわけで、これから液晶の保護フィルムを貼はりに行きます。あとがきとか書いてる場合じゃない！　液晶の保護フィルムを貼る時は、埃ほこりが入らないように埃の少ない風ふ呂ろ場ばに行って、あらかじめ髪を櫛くしで梳すいた上で、全裸になります。全すべて埃対策なのですが、さながら神を迎えるかのようでもあります。ちなみに携帯ゲーム機もWiiUも全裸でお迎えしています。でも、手に持ってるのはそれでも付着した埃を取るためのセロテープです。

　皆様も神聖なこの儀式、お試しください。親御さんに見つからないようにね。

　さておきまして、刊行にあたり、多くの方のお世話になりました。

　イラストを担当していただいた中なか島じま艶えん爾じさん。今回もカッコイイ＆カワイイ、イラスト、ありがとうございました！

　担当編集の池いけ本もとさん。的確なアドバイスありがとうございました。引き続き、よろしくお願いいたします。

　それから、出版に関かかわっていただいた多くの皆様と、手にしていただいた読者の皆様、本当にありがとうございました。

　次巻でお会いできることを祈りつつ。失礼いたします。
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